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電源を入れる

電源を入れます。

本機は、操作する目的に応じたメニューをあらかじめ用意しており、メニュー画面ごとに異なった操作を行います。

メニュー選択ボタンで各メニューを選択すると、ディスプレイの表示内容が変わり、ファンクションキー（F1～

F13）の機能もそれぞれ各メニューにあった働きになります。

また、各メニューの中であまり頻繁に使用しない機能などを設定しておくためにSET UPメニューを設けております。

本機では、基本メニューとしてHOMEメニューを設けています。電源を入れたときは自動的にHOMEメニューが

ディスプレイに表示されます。（ただし、ICカードが挿入されている時は、自動的に IC CARDメニューが表示され

ます。）

注）カセットテープのアニメーション表示はカセットテープ挿入後に表示されます。

▼

HOMEメニューが出ます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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HOMEメニューの表示

□オーディオ信号表示部（フォーマットに応じて、8CHまたは4CHを自動的に表示します。）

メニューの
出し方

・AUDIO INメニュー ・AUDIO IN PCM INPUT SELECTメニュー
→

・AUDIO OUTメニュー ・AUDIO IN CUE INPUT SELECTメニュー
→

AUDIO IN F6AUDIO IN

AUDIO OUT F7AUDIO IN

AUDIO INメニューで入力オーディオのレベルを調整します。

またAUDIO OUTメニューでオーディオ再生出力レベルを調整します。

L/Rボタンを押してAUDIO MONITOR L/RとHEADPHONES

端子から出力されるオーディオチャンネルを選択します。

各チャンネルの入力信号の種類を表示します。

AUDIO IN PCM INPUT SELECTメニューのF1（CH-1）～F6

（DIGITAL）［8CHの場合はF1（CH-1）～F13（CH-8）］、AUDIO IN

CUE INPUT SELECTメニューのF9（CH-MIX）キーで選択します。

ANA： ANALOG INPUT端子からの信号。

CH1 AES： DIGITAL AUDIO INPUT端子からの信号。

〜

CH8 SER： シリアルのV/A入力端子からの信号。

INT： 内部の信号発生器からの信号。

LINE： CUE IN端子からの信号。

CUE MIX： CUE MIXの設定でCH1～CH8の選択された信号。

AUTO：常にデジタルチャンネルのバックアップ用となります。

SYSTEM：SETUP/SYSTEM メニューで設定した VIDEO

SYSTEMフォーマットを表示します。

1080_59i、525_59i、1080_23psf、1080_23p、

1080_24psf、1080_24p、720_59p、1080_50i、

1080_25psf、1080_25p、625_50i

TAPE： 再生テープフォーマットを表示します。

EJECT状態では＊＊＊＊＊＊＊＊表示

無記録部分などのフォーマットが判別出来ない場合は、そ

れまでのフォーマット表示を保持したまま点滅をします。

1080_59i、1080_60i、1035_59i、1035_60i、

525_59i、1080_23p、1080_24p、720_59p、

720_60p、1080_50i、1080_25p、625_50i

＜ノート＞

システムを1080/23.98psfまたは1080/23.98pに設定して

記録されたテープは同一テープフォーマットとして記録され、再生

時は「1080_23p」とフロントパネルに表示されます。同じよう

に 1080/24psf、1080/24p システムでの収録テープは、

「1080_24p」としてフロントパネルに表示され、1080/25psf、

1080/25pシステムでの収録テープは「1080_25p」とフロン

トパネルに表示されます。

□表示ランプ

SYSTEM 設定フォー
マットと異なるフォー
マットで記録された
テープを再生する場合
・正常に映像が出力さ
れる場合は TAPE
フォーマットの前後
に＊・・・・・・・＊
を付けて表示します。
（例 SYSTEM1080_25psf
でテープが1080_23pの時、
＊1080_23p＊表示）

・正常に映像が出力さ
れない場合は TAPE
表示が点滅します。

D3 テープ再生時は

D3と表示されます。
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REF：本機で選択されている出力リファレンスの状態を表示します。

HD_REF59：フィールド周波数59.94HzのHD_REFが

選択されています。

HD_REF47：フィールド周波数47.96HzのHD_REFが

選択されています。

HD_REF48：フィールド周波数48.00HzのHD_REFが

選択されています。

HD_REF50：フィールド周波数50.00HzのHD_REFが

選択されています。

SD_REF59：NTSC信号がSD_REFとして選択されてい

ます。

SD_REF50：PAL信号がSD_REFとして選択されています。

HD_IN59：フレーム周波数 29.97Hz の HD シリアル

入力がREFとして選択されています。

HD_IN47：フレーム周波数 23.98Hz の HD シリアル

入力がREFとして選択されています。

HD_IN48：フレーム周波数 24.00Hz の HD シリアル

入力がREFとして選択されています。

HD_IN50：フレーム周波数 25.00Hz の HD シリアル

入力がREFとして選択されています。

SD_IN59：フィールド周波数59.94Hz の SDシリアル

入力がREFとして選択されています。

SD_IN50：フィールド周波数50.00Hz の SDシリアル

入力がREFとして選択されています。

HD_FREE：OUT REFの設定で選択されたREFがないた

めHD内部発信器を使用しています。

SD_FREE：OUT REFの設定で選択されたREFがないた

めSD内部発信器を使用しています。

*DUAL： HD_REF47とSD_REF59が同時に選択され

ています。

本機のSYSTEMフォーマットで1080_23psf

を選択、かつOUT REF設定でAUTOを選択し、

その上上記2つのREFが入力されている時に有

効となります。

*本機はHD_REF と SD_REF を使い内部で

24→60変換を確定するための基準として

使っています。
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□設定モード表示部

設定された各モードを表示します。
CUT： オーディオカット編集の設定。
XFADE： オーディオクロスフェード編集の設定。
VFADE： オーディオVフェード編集の設定。
INTRP： タイムコードの補間（正確に読み取れない）モー

ドになっている。
DF： ドロップフレームモードの設定。
F1/F2： VITC時のフィールド番号。

EMPHASIS： オーディオにプリエンファシスがかかっています。
TRACK VAR： トラッキングが固定位置からはずれて調整され

ている場合に表示されます。
TRACK OPT： トラッキングがオプティマイズ調整されている

場合に表示されます。

□テープ残量時間

テープの走行に従い、テープの残量時間を表示します。

□ユーザーファイルの表示

電源投入時に呼び出されるファイルまたは現在呼び出されているユー
ザーファイルの番号を表示します。
表示されているユーザーファイルの内容と、現在の設定値が一カ所
でも異なる場合、ファイル番号の前に ＊ が表示されます。

□タイムコードの表示

各種タイムコードの値を表示します。

CTL1： 通常のコントロール信号

CTL2： コントロール信号（リセット不可能）

LTCR： LTCの読み取り

LUBR： LTCユーザービットの読み取り

VTCR： VITCの読み取り

VUBR：VITCユーザービットの読み取り

TCG： ジェネレータ発生値

LUBG： LTCユーザービットの発生値

VUBG：VITCユーザービットの発生値

E-TC： 外部タイムコード

E-UB： 外部ユーザービット

□ジェネレータ発生値のチェック

INPUT CHECKキーを押します。
押している間、ジェネレータ値を表示します。

HOMEメニューの表示

INPUT CHECK

TCG

00 : 41 : 07 : 04
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HOMEメニューの表示

□タイムコード初期値の設定

（1）カーソルセンターキーを押します。

表示が反転します。

（2）再度カーソルセンターキーを押し、カーソルを桁カーソルにした後、数字キーで値を入力します。

ユーザービットの初期値にアルファベット（A～F）を設定する場

合はFキーと数字（4～9）キーを同時に押します。

（3）ENTキーを押します。

カーソルが消えます。（初期値設定終了）

・値をクリアするときは、（2）でCキーを押します。

・入力したデータを確認する場合は INPUT CHECKキーを押します。

カーソルセンターキー LTCR

00 : 00 : 00 : 00

LUBR

10 : 00 : 00 : 0F

1 0 0 0

0 0

F 9

0
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HOMEメニューの表示

□キュータイムの設定と確認

（1）カーソルセンターキーを押します。

タイムコード表示が反転します。

（2）カーソルキー（▼）を押します。

キュータイム表示が反転します。

（3）再度カーソルセンターキーを押し、カーソルを桁カーソルにした後、数字キーで値を入力します。

（4）ENTキーを押します。

カーソルが消えます。（キュータイムの設定終了）

（5）PREROLLボタンを押します。

テープ上のキュータイムを探し、キュータイムに対してプリロールし、テープは停止します。

・ENTRYボタンを押すと、テープの現在位置が自動的に入力されます。

・（5）でFキーとPREROLLボタンを同時に押すと、サーチ動作となり、登録されたキュー点で

テープは停止します。

カーソルセンターキー

カーソルキー

LTCR

10 : 00 : 00 : 00

CUE TIME

H M S F

LTCR

10 : 00 : 00 : 00

0 0 4 1 0

7 0 4

CUE TIME

00 H 41 M 07 S 04 F
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HOMEメニュー

キーを押すとメニューが出ます。HOME

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

4：音声4chフォーマットのカセット
8：音声8chフォーマットのカセット
（カセットC bitピンの状態を表示しています。）
システムフォーマットと上記C bit ピンが一致
していない場合は表示が点滅します。
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HOMEメニュー

キーを押している間だけ現在と反対のモードになります。（TAPE設定時

に押すとEEとなります。）

（Fキーと同時に押すと切り替わった表示になります。）

TAPE：再生信号を出力します。

EE： EE系信号を出力します。

・STOP、REC、EJECTモードのみ有効。再生中は無効です。

・CUE信号の出力には、このキー操作は動作しません。

フィールドメモリー1画面の連続出力を行います。

キーを押している間だけフラッシュフリーズ画になります。

Fキーと同時に押すと、設定を固定することができます。

ON： フィールドメモリー画面を出力します。

OFF：フリーズしません。

RESET：EJECT時にCTL1をクリアーします。またカセット挿入時に

CTL2をクリアーします。

HOLD： EJECT時にCTL1/CTL2を保持します。

TC： タイムコード信号を表示します。

CTL1：コントロール信号値を表示します。（「0」にリセット可能です。）

CTL2：カセットテープを入れると自動的に「0」にリセットされます。

以降のコントロール信号値はリセットできません。

TC：タイムコード値を表示します。

UB：ユーザービット値を表示します。

・F4キーで「TC」が選択されているとき有効です。

・再生時はタイムコードの読み取り値を表示します。

・記録時はテープ上に記録するタイムコード値を表示します。

記録時以外に発生値を表示するには、INPUT CHECKキーを押します。

TC/CTLが「CTL1」のときのみ有効。

RESET：CTL1タイムデータが「0」リセットされます。

TC/CTLとTC/UBが「TC」のときのみ有効。

RESET：Fキーと同時に押すとTCG値が「0」リセットされます。

TC/CTLが「TC」でTC/UBが「UB」のときのみ有効。

RESET：Fキーと同時に押すとUBG値が「0」リセットされます。

ただしUBGはVITC UBGとTC UBGの2種類あるためTC/CHRメニュー

のTCR設定で以下のように対応しています。

TCR：AUTOのとき LTCとVITCの両UBGが「0」リセットされます。

TCR：LTCのとき LTC UBGが「0」リセットされます。

TCR：VITCのとき VITC UBGが「0」リセットされます。

押した時点の値を表示し続けます。

・再度押すと、ホールド値を解除します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

OUTPUT

ビデオ／オーディオ

出力信号の選択

FREEZE

フラッシュ フリーズ

画の出力

EJT CTL

TC/CTL

タイムコードと

コントロール信号の

切り替え

TC/UB

タイムコードと

ユーザービットの

表示切り替え

CTL CLR

CTL値のクリア

（TC CLR）

TCG値のクリア

（UB CLR）

UBG値のクリア

TC HOLD

タイムコード値のホールド

キー 項　　　目 機　　　　能
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HOMEメニュー

HOME SET UPメニューに移行します。

AUTOまたはMANUAL EDITモードでインサート編集する場合、すでに

記録されているデジタル信号を先行読み出しし、編集ソースとして使用す

るときに使用します。

ONにするときは、FキーとF11またはF12キーを同時に押します。

OFFにするときは、F11またはF12キーだけを押します。

ONの場合は「プリリード編集」（次ページ）を参照。

ON： デジタル信号をプリリード（先行読み出し）します。

OFF：デジタル信号をプリリード（先行読み出し）しません。編集時、

同時再生が可能です。

・F11、F12キーでOFFを選ぶと、STATE画面で「EE」を選択して

いる時、発振をおこす場合があります。（同一チャンネルの入力と出力

が接続されている時に限ります。）

・どちらかをONに設定した場合、アップコン映像はミュートされます。

FREE： 記録可能です。

NRML. REC：ノーマル記録を禁止します。ただし、編集は可能です。

（REC INHIBITランプが長い周期で点滅します。）

ALL： すべての記録を禁止します。（REC INHIBITランプが点

灯します。）

PRE CTL： ノーマル記録時の上書きを禁止します。（REC INHBIT

ランプが短い周期で点滅します。）

・このキー設定よりも、カセットテープ側の記録禁止用ピンで設定される

CASSETTE REC INHIBITモードが優先されます。

F8

F9～F10

F11

F12

F13

SET UP

―――

PREAD A*

オーディオの先行

読み出しON/OFF

（SDモードのみ）

PREAD V*

ビデオの先行

読み出しON/OFF

（SDモードのみ）

REC INH

録画禁止モードの設定

キー 項　　　目 機　　　　能

* 480/59.94i、576/50iフォーマット選択時のみ上記ファンクションが設定可能です。
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HOMEメニュー

□プリリード編集［SDモード（480/59i、576/50i）しか動作しません。］

（1）FキーとF11（PREAD A）またはF12（PREAD V）キーを同時に押して「ON」にします。

（2）下図のようにプリリード編集を行うための接続をします。

（3）希望のインサート編集モードでプリリード編集を行います。

（4）編集実行後、接続を元に戻します。

（5）F11またはF12キーを押して「OFF」にします。

（6）ループ接続がないか確認してください。

＜ノート＞

プリリード時、SD SDI MONITORおよびAUDIO MONITORはモニター端子として動作し、IN点

からOUT点までは入力信号をそのまま出力します。

またAUDIOにつきましては、モニターMIX機能が「ON」になっている時はプリリードモニター機

能は動作しません。MIXを「OFF」にして使用してください。

プリリード編集を行うには

PREAD V
ON

PREAD A
ON

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

CUE

CUE

L R

OUT

~AC IN

SIGNAL
GND

IN

PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH

PUSH

OUTPUTCH CH1・
2

3・
4

CH CH5・
6

7・
8

INPUTCH CH1・
2

3・
4

CH CH5・
6

7・
8

HD

HD

REMOTE
IN

75Ω�

ON

OFF

1 2 3

(SUPER)

(SUPER)

IN IN OUT
HD SDISD SDIWFMVIDEO OUTREF IN

REF OUT DIGITAL AUDIO

1
OUT1

OUT2
OUT
2

OUT
3

MONITOR

MONITOR
(SUPER)

SPARE

ACTIVE
THROUGH

REMOTE
OUT

REMOTE
IN/OUT

CONTROL
PANEL

V/A
CONTROL

RS-232C

PARALLEL
IN/OUT
(50P)

SD

SD

SD

75Ω�

ON

OFF

FUSE
125V 5A

AUDIO OUT

AUDIO IN

MONITOR

TIME CODE

ACTIVE
THROUGH

映像�
ソース�

デジタル�
または�
アナログ�
音声入力�

デジタルまたはアナログ音声出力�

デジタル映像入力�

デジタル映像出力�

ビデオ�
スイッチャ�

オーディオ�
ミキサー�

音声�
ソース�

SD SDI OUTSD SDI IN
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HOME SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

または

→ キーを押すとメニューが出ます。

HOME F8

SET UP F1

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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HOME SET UPメニュー

再生モードへの立ちあがりを自動的に補正します。例えば、プリロール点

からVTRを再生すると、プリロールタイム経過後に IN点に達します。

（フロントパネルからの操作のみ有効です。）

ON： シンクプレイ機能が動作します。

OFF：通常の再生になります。

FIELD ：フィールド単位で再生します。

FRAME1/

FRAME2*1：－1～＋1倍速まではフレーム単位、それ以外はフィール

ド単位で再生します。テープ素材画像が第1フィールドを

切れ目として編集された場合のような第2フィールドから

第1フィールド移行時にシーン切れ目があるテープの場合

は、FRAME1をご使用ください。

FRAME2は第2フィールドがシーン切れ目の場合に使用します。

プログラムプレイの可変ステップを選択します。

FINE： プログラムプレイの可変を0.1%ステップで変化させます。

COARSE：プログラムプレイの可変を1.0%ステップで変化させます。

通常再生をF3キーの可変ステップで±5%の範囲で可変速に再生が行え

ます。（初期設定は0.0%）

「プログラムプレイ機能」参照。

D5テープ再生時のキャプスタンサーボロックモードを選択します。

4F AUTO（8F AUTO：1080/23p、1080/24p、1080/50i、576/50i時）：

カラーフレームオートロックモードになります。再生中、カラーフレーム

に不連続が生じた時、本機は再度新しいカラーフレームにロックします。

4F FORCE（8F FORCE：1080/23p、1080/24p、1080/50i、576/50i時）：

カラーフレーム強制ロックモードになります。

再生中、カラーフレームに不連続が生じても、本機は最初にロックしたフィール

ドの順序を保ちます。

2F：フレームロックモードになります。

・キャプスタンサーボロックはAUTO/MANUAL EDIT SET UPメニューでも設

定できます。両方の設定が異なる場合は、最後に設定したモードを優先します。

HD.STOP： テンションを解除した状態（ルージング）でドラムの回転

を停止します。

HLF LOAD：ハーフローディング状態にします。

HOMEメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

SYNC PLY

シンクプレイ

AT PLAY

ジョグ・バリアブル

時のフィールド／フ

レーム再生切り替え

PRG PLY

プログラムプレイ

PRG PLY

プログラムプレイ機

能の設定

CAP LOCK*2

キャプスタンサーボ

ロックの設定

TAPE MD.

スタンバイOFF時の

テープ状態の設定

―――

EXIT

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 720/59p、1080/23p、1080/24p、1080/25pフォーマット選択時は動作しません。
*2 ＜ノート＞
1080/59iフォーマットでは、工場出荷時は2Fに設定されています。1080/23pフォーマットでは、工場出荷時は8F AUTOに
設定されています。
フォーマットにより工場出荷設定が異なりますので、フォーマット変換時にはご注意ください。

D3 再生モード時には、FIELD/
FRAMEの切替メニュー表示となり
ます。
（＊D3再生のFRAMEにした時、0～1倍速
では音声にノイズが発生します。）
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HOME SET UPメニュー

F11キーを押した後、ADJUST VRを回します。

0～30秒の間で選択可能です。（初期設定は5秒）

STOP／スチル（静止画）モードの持続時間を設定します。

テープ保護のために一定時間の経過とともに自動的にテープテンション解

除モード（ルージング）になります。この時間を設定することができます。

F12キーを押した後、ADJUST VRを回します。

1sec、3sec、30sec、1MIN、3MIN、5MINを設定できます。

スチルタイマーを5MIN に設定した場合は、「STILL STEP」機能を

ON/OFF選択することができます。詳しくは162ページのOPERATION

ENGINEER SET UPメニューのF2（STILL STEP）キーを参照してく

ださい。

ルージングからスタンバイオフモードに移行するまでの時間を設定します。

F13キーを押した後、ADJUST VRを回します。

1sec、3sec、30sec、1MIN、3MIN、16MIN、∞［無限大：スタン

バイオフモード（ドラムストップ／ハーフローディング）には移行しま

せん。］に設定できます。

F9～F10

F11

F12

F13

―――

PREROLL

プリロールタイムの

選択

STILL

スチルモードの持続

時間の設定

STBY OFF

スタンバイモードの

持続時間の設定

キー 項　　　目 機　　　　能



－20－

□リファレンス

OUT REF：ビデオ出力信号のリファレンスを設定します。

AUTO： REF VIDEO端子の信号入力があるときは

REF VIDEO にロックし、無いときは

INPUT入力信号にロックします。どちら

も無いときは内部信号がリファレンスにな

ります。

システムフォーマットにより以下の優先順

位となります。

＜HDモード＞

HD REF＞SD REF＞ INPUT＞FREE

＜SDモード＞

SD REF＞HD REF＞ INPUT＞FREE

INPUT ：INPUT入力信号があるときは INPUT信号

にロックし、INPUT入力信号が無いときは

内部信号がリファレンスになります。

HD REF：HD REF IN端子にHD REF入力があると

きはREF信号にロックし、無いときは内

部信号がリファレンスになります。

SD REF：SD REF IN端子にSD REF入力がある

ときはREF信号にロックし、無いときは

内部信号がリファレンスになります。

操　作

（1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルが表示されます。

（2）カーソルキーで設定したい項目にカーソルを移動させます。

選択された項目は点滅表示になります。

（3）ENTキーを押します。設定が確定します。

* 720/59pフォーマットでは、外部機器との同期にSD_REFをご使用ください。(720/59pフォーマットでは、SD_REFまたは
SD_FREEとなります。）
* AUTO設定時には優先順位は、SD_REF>FREEとなります。

HOME SET UPメニュー

カーソルセンターキー

カーソルキー

OUT REF: INPUT

ブラックバースト（SD REF）ロック推奨

D3再生やD/C出力でコンポジット出力

信号が必要なシステムでは、ブラックバー

スト（SD REF）にロックさせることを推

奨します。

HD REFではカラーフレーム（CF）ロッ

クができません。

＜ノート＞

D3再生モード時は、INPUT入力の有無にかかわ

らず、INPUT設定は内蔵信号源のリファレンスに

なります。したがって、D3 再生モード時の

AUTO設定は、以下の優先順位となります。

＜システムフォーマット1080/59i設定でD3カセット検出＞

HD REF＞SD REF＞FREE

＜システムフォーマットで強制D3設定した場合＞

SD REF＞HD REF＞FREE
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HOME SET UPメニュー

□プログラムプレイ機能

（1）F4（PRG PLY）キーを押します。

（2）F3（PRG PLY）キーでステップをFINEまたはCOARSEに設定します。

（3）ADJUST VRでプログラムプレイ速度を設定します。

（4）PLAYとVARボタンを同時に押します。

（5）再生速度を変えたい場合は、VARボタンを押しながら、ADJUST VRを回します。

（6）プログラムプレイを停止するときは、STOPボタンを押します。

2.0%
PRG PLY
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VIDEO INメニュー

キーを押すとメニューが出ます。VIDEO IN

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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VIDEO INメニュー

DIGITAL：シリアル入力信号を選択します。

INT SG： 内部信号を選択します。

75%CB： 75％カラーバーを選択します。

100%CB： 100％カラーバーを選択します。

RAMP： ランプ信号を選択します。

MULT-BST：マルチバーストを選択します。

BLACK： ブラックバーストを選択します。

SIF PLL： シリアルインターフェースPLLチェック用信号を選択し

ます。

SIF EQ： シリアルインターフェースイコライザチェック用信号を選

択します。

SMPTE CB：SMPTEカラーバーを選択します。

ARIB CB： ARIBカラーバーを選択します。

AUTO： ビデオ入力信号があるときは INPUT信号に内部信号をロッ

クさせ、ビデオ入力信号がないときは、OUT REF設定 *で

選択された信号にロックさせます。

OUTPUT：OUT REF設定*で選択された信号にロックさせます。

〈ノート〉

OUTPUT選択時には、SD SDI入力のエンベデッドオーディオがミュー

トされますのでご注意ください。

75%CB： 75％カラーバーを選択します。

100%CB： 100％カラーバーを選択します。

RAMP： ランプ信号を選択します。

MULT-BST：マルチバーストを選択します。

BLACK： ブラックバーストを選択します。

SIF PLL： シリアルインターフェースPLLチェック用信号を選択し

ます。

SIF EQ： シリアルインターフェースイコライザチェック用信号を選

択します。

SMPTE CB：SMPTEカラーバーを選択します。

DIGITAL：シリアル入力信号を選択します。

INT SG： 内部信号を選択します。

INPUT

HDビデオ入力信号の

選択

INT SG

HD内部信号の種類

選択

―――

SG REF

INT-SGの同期

―――

INT SG

SD内部信号の種類

選択

INPUT

SDビデオ入力信号の

選択

キー 項　　　目 機　　　　能

F1

F2

F3～F6

F7

F8～F11

F12

F13

* HOME SET UPメニューを参照してください。



－24－

VIDEO OUT HDメニュー

キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1



F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9

F10

F11～F13

－25－

VIDEO OUT HDメニュー

－∞～＋3dB：（微調整モード時は－3dB～＋3dB）

・Fキーと同時に押すと微調整モードになります。

－∞～＋3dB：（微調整モード時は－3dB～＋3dB）

・Fキーと同時に押すと微調整モードになります。

－∞～＋3dB：（微調整モード時は－3dB～＋3dB）

・Fキーと同時に押すと微調整モードになります。

±100mV

VIDEO OUT HD SET UPメニュ－に移行します。

VIDEO OUT SDメニュ－に移行します。

VIDEO OUT CONVERTメニュ－に移行します。

Y

Yレベル調整

PB

PBレベル調整

PR

PRレベル調整

BLACK.L

ブラックレベル調整

―――

SET UP

SD

CONVERT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能



－26－

VIDEO OUT HD SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F8

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1



－27－

VIDEO OUT HD SET UPメニュー

ライン変換機能

OFF：ライン変換は行いません。1035テープ再生時、上下に黒帯の映

像が付加された1080信号が出力されます。

ON：1035→1080ライン変換を行います。

F キーと F6 キーを同時に押すと白抜き表示（VAR モード）となり、

ADJつまみで調整が可能となります。

最大±0.5Hまで調整可能。（ただし、フォーマットによります。）

±1375 SAMPLE：1080/23p、1080/24p、1080/25pフォー

マット時

±1320 SAMPLE：1080/50iフォーマット時

±1100 SAMPLE：1080/59iフォーマット時

±825 SAMPLE： 720/59pフォーマット時

(1_SAMPLE=13.5n sec)

SAMPLE単位で調整。

AT再生時、垂直インターポーレーションを行い、再生画像の上下動を軽

減させます。

AUTO：JOG/VARモード時に自動的にインターポーレーションを動作

させます。

OFF： JOG/VARモード時に自動的にインターポーレーションを動作

させません。

VIDEO OUT HDメニューに戻ります。

VIDEO OUT HD SET UP STATEメニューに移行します。

F1

F2～F5

F6

F7

F8

F9～F11

F12

F13

LINE CONV*

―――

SERIAL SYS

PHASE

INTERP.

インターポーレー

ション

EXIT

―――

STATE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

* 1080/59iフォーマット選択時のみ表示し、動作します。

* ＜ノート＞

* LINE CONV設定をONにして1080テープを再生すると、上下の映像が欠けることになりますのでご注意ください。
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VIDEO OUT HD SET UP STATEメニュー

NORMAL： 標準モード（E-EスルーモードをOFF）になります。

THROUGH： EE1/EE2選択時、E-Eスルーモード（AVの最小遅延モー

ド）になります。

*E-Eスルーモードでは映像（音声）出力とタイムコード出力にずれが生

じます。

未記録部分のテープを再生した時の映像出力を選択します。

GRAY： グレーミュートを選択します。

F_NOISE： フリーノイズを選択します。

VIDEO OUT HD SET UPメニューに戻ります。

VIDEO OUT HD SET UPメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9～F11

F12

F13

―――

EE_MODE

―――

BLANK TAPE

―――

EXIT

―――

STATE

―――

ファンクションキー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

BLANK  TAPE
GRAY

（または ) → → キーを押すとメニューが出ます。

または

→ → （または ）→ キーを押すとメニューが出ます。

F8

F9

F12

F11 F12 F12

VIDEO OUT

VIDEO OUT

AUDIO OUT
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VIDEO OUT HD SET UP STATEメニュー

□TAPE/EE 出力信号の選択

VTRの動作時に出力されるビデオ、オーディオ、キュー信号をTAPEまたはEE信号に切り替えます。

（1）カーソルセンターキーを押して、カーソルを表示します。

（2）カーソルキーでカーソルを任意の位置に移動します。

・カーソルは設定できない部分には移動しません。

（3）カーソルセンターキーを押して、TAPEまたはEEのどちらかを選びます。

選択の種類は次の表を参照してください。

・上記の設定は、TESTメニューによるヘッド選択や編集時に一義的に定まる場合には、このメニュー

での設定より、そちらの動作時の設定が優先されます。

・HOMEメニューのF1（OUTPUT）でTAPE/EEを設定しているときは、HOMEメニューの方を

優先します。

・D3テープ再生時は、上の表VIDEOのEE1とEE2はBLACKに、D.AUDIOのEE1とEE2は

MUTE、CUEのEEはMUTEとなります。

カーソルセンターキー

カーソル

モード EJECT STBY TENSION STBY REC EDIT JOG/ SHTL

CH OFF RELEASE ON REC VAR

VIDEO FREEZE FREEZE FREEZE TAPE TAPE TAPE TAPE TAPE

BLACK BLACK BLACK EE1 EE1 EE1

GRAY GRAY GRAY EE2 EE2

FREE NOISE FREE NOISE FREE NOISE

EE1 EE1 EE1

EE2 EE2 EE2

D.AUDIO MUTE MUTE MUTE MUTE TAPE TAPE TAPE TAPE

EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 MUTE MUTE

EE2 EE2 EE2 EE2 EE2

CUE TAPE TAPE TAPE TAPE EE EE TAPE TAPE

EE EE EE EE

（下線は初期設定です。）



→ キーを押すとメニューが出ます。F9VIDEO OUT

VIDEO OUT SDメニュー

－30－

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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VIDEO OUT SDメニュー

－∞～＋3dB：（微調整モード時は－3dB～+3dB）

・Fキーと同時に押すと微調整モードになります。

－∞～＋3dB：（微調整モード時は－3dB～+3dB）

・Fキーと同時に押すと微調整モードになります。

－∞～＋3dB：（微調整モード時は－3dB～+3dB）

・Fキーと同時に押すと微調整モードになります。

±100mV

VIDEO OUT HD メニューに移行します。

VIDEO OUT CONVERTメニューに移行します。

VIDEO OUT SD SET UP COMPOSITEメニューに移行します。

VIDEO OUT SD SET UP SDIメニューに移行します。

F1

F2

F3

F4

F5～F6

F7

F8～F9

F10

F11

F12

F13

Y

Yレベルの調整

PB

PBレベルの調整

PR

PRレベルの調整

BLACK.L

ブラックレベルの調整

―――

HD

―――

CONVERT

CMPST

SDI

―――

キー 項　　　目 機　　　　能



－32－

VIDEO OUT SD SET UP COMPOSITEメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F9 F11

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

B.CLIP

OFF
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VIDEO OUT SD SET UP COMPOSITEメニュー

アナログコンポジット出力にくし型フィルターをかけるかどうかを選択し
ます。ただし、VIDEO OUT SD SET UP SDIメニューのF1（COMB
FIL）キーがONの場合は本設定にかかわらずアナログコンポジット出力
もONとなります。
ON： フィルターをかけて出力します。
OFF：フィルターを通しません。

SD出力のペデスタルレベル以下の信号をクリップするしないの選択
OFF：クリップしません。
ON： クリップします。

コンポジット出力のSYS_SCを調整します。（－180～＋180）
Fキーと同時に押すと白抜き表示（VARモード）となり、ADJUST VR
で調整が可能となります。

コンポジット出力のシステムH位相を調整します。
Fキーと同時に押すと白抜き表示（VARモード）となり、ADJUST VR
で調整が可能となります。
システムH位相をサンプル単位で調整します。±0.5H
－858～＋858（480/59.94iフォーマット時）
－864～＋864（576/50iフォーマット時）

AT再生時、垂直インターポーレーションを行い、再生画像の上下動を軽
減させます。
AUTO：JOG/VARモード時に自動的にインターポーレーションを動作

させます。
OFF： JOG/VARモード時に自動的にインターポーレーションを動作

させません。

VIDEO OUT SDメニューに戻ります。

コンポジット出力に7.5%セットアップを付加するかどうかを選択します。
［NTSC出力時のみ有効。PAL出力時は表示しません。］
ON： 7.5%セットアップを付加します。
OFF：7.5%セットアップを付加しません。

ビデオ出力ラインブランキングメニューに移行します。
NTSC：10～21ライン
PAL： 8～22ライン

VIDEO OUT SD SET UP COMPST STATEメニューに移行します。

F1

F2

F3～F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

COMB FIL*1

コムフィルターの制御

B. CLIP

―――

SYS SC
システムサブキャリー
の調整

SYS H
システムH位相の
調整

INTERP.
インターポーレー
ション

EXIT

―――

7.5%STUP
7.5%セットアップ
付加

LINE BLK*2

STATE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 システムフォーマットが1080/50i、625/50i、1080/25psf、1080/25pの場合は表示されません。（PAL出力はフィルター
を通しておりません。）

*2 525i（480/59i）、625i（576/50i）以外のモードでは、HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AG（別売品）が
挿入されている場合のみ調整可能。

D3再生時には有効動作
しません。



－34－

VIDEO OUT SD SET UP CMPST STATEメニュー

（または ) → → キーを押すとメニューが出ます。

または

→ → （または ）→ キーを押すとメニューが出ます。

F8

F9

F12

F11 F12 F12

VIDEO OUT

VIDEO OUT

AUDIO OUT

NORMAL： 標準モード（E-EスルーモードをOFF）になります。

THROUGH：E-Eスルーモード（AVの最小遅延モード）になります。

*E-Eスルーモードでは映像（音声）出力とタイムコード出力にずれが生

じます。

未記録部分のテープを再生した時の映像出力を選択します。

GRAY： グレーミュートを選択します。

F_NOISE： フリーノイズを選択します。

VIDEO OUT SD SET UP CMPSTメニューに移ります。

VIDEO OUT SD SET UP CMPSTメニューに移ります。

F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9～F11

F12

F13

―――

EE_MODE

―――

BLANK TAPE

―――

EXIT

―――

STATE

―――

ファンクションキー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

BLANK  TAPE
GRAY



－35－

VIDEO OUT SD SET UP CMPST STATEメニュー

□TAPE/EE 出力信号の選択

VTRの動作時に出力されるビデオ、オーディオ、キュー信号をTAPEまたはEE信号に切り替えます。

（1）カーソルセンターキーを押して、カーソルを表示します。

（2）カーソルキーでカーソルを任意の位置に移動します。

・カーソルは設定できない部分には移動しません。

（3）カーソルセンターキーを押して、TAPEまたはEEのどちらかを選びます。

選択の種類は次の表を参照してください。

・上記の設定は、TESTメニューによるヘッド選択や編集時に一義的に定まる場合には、このメニュー

での設定より、そちらの動作時の設定が優先されます。

・HOMEメニューのF1（OUTPUT）でTAPE/EEを設定しているときは、HOMEメニューの方を

優先します。

・D3テープ再生時は、上の表VIDEOのEE1とEE2はBLACKに、D.AUDIOのEE1とEE2は

MUTE、CUEのEEはMUTEとなります。

カーソルセンターキー

カーソル

モード EJECT STBY TENSION STBY REC EDIT JOG/ SHTL

CH OFF RELEASE ON REC VAR

VIDEO FREEZE FREEZE FREEZE TAPE TAPE TAPE TAPE TAPE

BLACK BLACK BLACK EE1 EE1 EE1

GRAY GRAY GRAY EE2 EE2

FREE NOISE FREE NOISE FREE NOISE

EE1 EE1 EE1

EE2 EE2 EE2

D.AUDIO MUTE MUTE MUTE MUTE TAPE TAPE TAPE TAPE

EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 MUTE MUTE

EE2 EE2 EE2 EE2 EE2

CUE TAPE TAPE TAPE TAPE EE EE TAPE TAPE

EE EE EE EE

（下線は初期設定です。）



－36－

VIDEO OUT SD SET UP SDIメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F9 F12

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

B.CLIP

OFF
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VIDEO OUT SD SET UP SDIメニュー

SD出力（SDI出力とアナログコンポジット出力の両方）にくし形（コム）

フィルターをかけるかどうかを選択します。

ON： コムフィルターをかけて出力します。

OFF：コムフィルターを通しません。

SD出力のペデスタルレベル以下の信号をクリップするしないの選択

OFF：クリップしません。

ON： クリップします。

リファレンス信号に対するSD_SDI出力のシンク位相を調整します。

FINE/COARSE

・Fキーと同時に押すと選択できます。

480/59.94iフォーマット時： －2H－858～＋1H＋858まで

調整可能。

480/59.94pフォーマット時*2：－857～＋858まで調整可能。

576/50iフォーマット時： －2H－864～＋1H＋864まで

調整可能。

FINEの場合、SAMPLE単位で調整。COARSEの場合、H単位で調整。

AT再生時、垂直インターポーレーションを行い、再生画像の上下動を軽

減させます。

AUTO：JOG/VARモード時に自動的にインターポーレーションを動作

させます。

OFF： JOG/VARモード時に自動的にインターポーレーションを動作

させません。

VIDEO OUT SDメニューに戻ります。

ビデオ出力ラインブランキングメニューに移行します。

NTSC：10～21ライン

PAL： 8～22ライン

VIDEO OUT SD SET UP SDI STATEメニューに移行します。

F1

F2

F3～F4

F5

F6

F7

F8

F9～F10

F11

F12

F13

COMB FIL*1

B. CLIP

―――

SERIAL SYS

PHASE

INTERP.

インターポーレー

ション

EXIT

―――

LINE BLK*3

STATE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 SD SDI 出力が525p（480/59p）設定の場合は表示されません。またシステムフォーマットが1080/50i、625/50i、
1080/25psf、1080/25pの場合も表示されません。（フィルターを通しておりません。）

*2 HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AG（別売品）が挿入されている場合のみ調整可能。
*3 525i（480/59i）、625i（576/50i）以外のモードでは、HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AG（別売品）が
挿入されている場合のみ調整可能。

D3再生時には有効動作
しません。



－38－

VIDEO OUT SET UP LINE BLK（ビデオ出力ラインブランキング）メニュー

VIDEO OUT SD SET UPメニューに戻ります。

Fキーと同時に押すと、全てのラインがブランキングになります。

Fキーと同時に押すと、全てのラインがノンブランキングになります。

「ラインブランキングの設定」（次ページ）を参照。

F1～F7

F8

F9

F10

F11

F12～F13

―――

EXIT

ALL ON

ALL OFF

LINE BLK

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

→ → （または ）→ キーを押すとメニューが出ます。F9 F11 F12 F11VIDEO OUT
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VIDEO OUT SET UP LINE BLK（ビデオ出力ラインブランキング）メニュー

□ラインブランキングの設定
垂直ブランキング区間のブランキングラインをライン単位で設定することができます。

（1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルが表示されます。

（2）カーソルを移動し、ブランキングするラインを選びます。

（3）カーソルセンターキーを押してON/OFF表示を選びます。

ON： ラインはブランキングされます。

OFF：ノンブランキングとなり、ラインは選択されません。

（4）ENTキーを押します。

ブランキングが確定します。

（5）前の画面に戻るときは、F8（EXIT）キーを押します。

OFF

ON

カーソルセンターキー

カーソルキー
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VIDEO OUT SD SET UP SDI STATEメニュー

（または ）→ → キーを押すとメニューが出ます。

または

→ → （または ）→ キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F9 F11 F12F12

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

BLANK  TAPE
GRAY

NORMAL： 標準モード（E-EスルーモードをOFF）になります。

THROUGH：E-Eスルーモード（AVの最小遅延モード）になります。

*E-Eスルーモードでは映像（音声）出力とタイムコード出力にずれが生

じます。

未記録部分のテープを再生した時の映像出力を選択します。

GRAY： グレーミュートを選択します。

F_NOISE： フリーノイズを選択します。

VIDEO OUT SD SET UP SDIメニューに戻ります。

VIDEO OUT SD SET UP SDIメニューに移ります。

F1

F2

F3

F4

F8

F9～F11

F12

F13

―――

EE_MODE

―――

BLANK TAPE

EXIT

―――

STATE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

VIDEO OUT AUDIO OUT F8 F12
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VIDEO OUT SD SET UP SDI STATEメニュー

□TAPE/EE 出力信号の選択

VTRの動作時に出力されるビデオ、オーディオ、キュー信号をTAPEまたはEE信号に切り替えます。

（1）カーソルセンターキーを押して、カーソルを表示します。

（2）カーソルキーでカーソルを任意の位置に移動します。

・カーソルは設定できない部分には移動しません。

（3）カーソルセンターキーを押して、TAPEまたはEEのどちらかを選びます。

選択の種類は次の表を参照してください。

カーソルセンターキー

カーソル

・上記の設定は、TESTメニューによるヘッド選択や編集時に一義的に定まる場合には、このメニュー

での設定より、そちらの動作時の設定が優先されます。

・HOMEメニューのF1（OUTPUT）でTAPE/EEを設定しているときは、HOMEメニューの方を

優先します。

・D3テープ再生時は、上の表VIDEOのEE1とEE2はBLACKに、D.AUDIOのEE1とEE2は

MUTE、CUEのEEはMUTEとなります。

モード EJECT STBY TENSION STBY REC EDIT JOG/ SHTL

CH OFF RELEASE ON REC VAR

VIDEO FREEZE FREEZE FREEZE TAPE TAPE TAPE TAPE TAPE

BLACK BLACK BLACK EE1 EE1 EE1

GRAY GRAY GRAY EE2 EE2

FREE NOISE FREE NOISE FREE NOISE

EE1 EE1 EE1

EE2 EE2 EE2

D.AUDIO MUTE MUTE MUTE MUTE TAPE TAPE TAPE TAPE

EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 MUTE MUTE

EE2 EE2 EE2 EE2 EE2

CUE TAPE TAPE TAPE TAPE EE EE TAPE TAPE

EE EE EE EE

（下線は初期設定です。）



－42－

VIDEO OUT CONVERTメニュー

VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SDメニューに移ります。

VIDEO OUT CONVERT SD_TO_HDメニューに移ります。

VIDEO OUT CONVERT HD_TO_HDメニューに移ります。

VIDEO OUT HDメニューに戻ります。

VIDEO OUT SDメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4～F6

F7

F8

F9

F10～F13

HD_TO_SD

SD_TO_HD

HD_TO_HD

―――

HD

―――

SD

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

（別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGが挿入されている場合、メニューが出ます。）

→ キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F10

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SDメニュー

（別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGが挿入されている場合、メニューが出ます。）

→ → キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F10

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

OFF

DN_CONV BG  COLOR

F1

ダウンコンバータ出力時のアスペクト比を選択します。
S_CROP： 垂直軸にそって入力サイズを出力サイズに合わせて倍率を

変更します。（アスペクト比は維持。）
LT_BOX： 水平軸にそって入力サイズを出力サイズに合わせて倍率を

変更します。（アスペクト比は維持。）
SQUEEZE：水平と垂直軸にそって入力サイズを出力サイズに合わせて

倍率を変更します。（アスペクトは歪むおそれがあります。）
14:9： アスペクト比を14×9に設定します。
13:9： アスペクト比を13×9に設定します。
*SD_SDI MAIN出力に525P（480/59.94p）選択時は16:9固定表
示になります。

ダウンコンバータ出力信号の周波数帯域幅を選択します。
STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます。

ダウンコンバータ出力信号の画質調整を制御します。
0 dB/1.5 dB/3 dB/6 dBに切り替えることができます。

システムフォーマット1080p（psf）の時のみ表示されます。
ダウンコンバータ出力信号の垂直周波数特性拡張機能です。
FLD： フィルターフィールド処理となります。
FRM： フィルターフレーム処理となります。
FRM2： システムフォーマットが1080/23p（psf）の時のみ表示され

ます。選択するとF10～F13キーのメニューが表示され、水
平周波数、垂直周波数が独立に制御できます。（44ページ参照）

システムフォーマット1080/59iの時のみ表示されます。（45ページ参照）
OFF/ONを切り替えます。

ONの時、F10～F13キーのメニューが表示され、水平周波数、垂直周
波数が独立に制御できます。

VIDEO OUT CONVERTメニューに戻ります。

VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SD BG COLORメニューに移りま
す。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10～F13

MODE

RESPONSE

ENHANCE

―――

V_FILTER

V_EXTEND

―――

EXIT

BG COLOR*

―――

* このメニューは、システム周波数を59.94Hzに設定したときに表示し、機能させることができます。
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VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SDメニュー

システムフォーマット1080/23p（psf）時にF5（V_FILTER）キーでFRM2を選択すると、下記のメニューが

表示されます。（HとVの特性を独立して制御することが可能です。）

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

FRM2

H_FILTER

V_FILTER

RESPONSE

ENHANCE
0dB

STANDARD

DN_CONV

RESPONSE
STANDARD

ENHANCE
0dB

BG  COLOR

画質（水平周波数特性）を設定します。

0/0.75/1.0/1.25/1.5/2.0/3.0に切り替えることができます。

画質（水平周波数帯域幅）を設定します。

STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます。

画質（垂直周波数特性）を設定します。

0/0.75/1.0/1.25/1.5/2.0/3.0に切り替えることができます。

画質（垂直周波数帯域幅）を設定します。

STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます。

F10

F11

F12

F13

H_FILTER

ENHANCE

H_FILTER

RESPONSE

V_FILTER

ENHANCE

V_FILTER

RESPONSE

キー 項　　　目 機　　　　能

＜ノート＞
F10（H_FILTER ENHANCE）キーとF12（V_FILTER ENHANCE）キーの設定は、FキーとF10キーまたはFキーとF12キーを
同時に押すと数値部がハイライトとなり、ADJUSTボリュームで数値を可変することができます。
再度FキーとF10キーまたはFキーとF12キーを同時に押すと、ハイライトが消え、ADJUSTボリュームでの設定はできなくなり、
通常のファンクションキーでのトグル設定モードとなります。
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VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SDメニュー

システムフォーマット1080/59i時にF6（V_EXTEND）キーでONを選択すると、下記のメニューが表示され

ます。（HとVの特性を独立して制御することが可能です。）

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

V_EXTEND
ON

V_FILTER

RESPONSE

ENHANCE
0dB

STANDARD

RESPONSE
STANDARD

ENHANCE
0dB

ON

H_FILTER

DN_CONV BG  COLOR

画質（水平周波数特性）を設定します。

0/1.0/2.0/3.0/4.0/5.0/6.0に切り替えることができます。

画質（水平周波数帯域幅）を設定します。

STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます。

画質（垂直周波数特性）を設定します。

0/0.5/1.0/1.5/2.0/3.0/4.0に切り替えることができます。

画質（垂直周波数帯域幅）を設定します。

STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます。

F10

F11

F12

F13

H_FILTER

ENHANCE

H_FILTER

RESPONSE

V_FILTER

ENHANCE

V_FILTER

RESPONSE

キー 項　　　目 機　　　　能

＜ノート＞
F10（H_FILTER ENHANCE）キーとF12（V_FILTER ENHANCE）キーの設定は、FキーとF10キーまたはFキーとF12キーを
同時に押すと数値部がハイライトとなり、ADJUSTボリュームで数値を可変することができます。
再度FキーとF10キーまたはFキーとF12キーを同時に押すと、ハイライトが消え、ADJUSTボリュームでの設定はできなくなり、
通常のファンクションキーでのトグル設定モードとなります。
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VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SD BG COLORメニュー

（別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGが挿入されている場合、メニューが出ます。また、

システム周波数を59.94Hzに設定したときに表示し、機能させることができます。）

→ → → キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F10 F2 F9

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

VIDEO  OUT  : CONVERT  HD_TO_SD  : BG  COLOR

BG  COLOR
BLACK

TOP  &  BOTTOM
UNITY

STEP0TOP  &  BOTTOM  :

ダウンコンバート時に、素材が無い部分の表示を設定します。

BLACK： 黒色に設定します。

GRAY30%： 30%の灰色に設定します。

GRAY35%： 35%の灰色に設定します。

GRAY40%： 40%の灰色に設定します。

画面上部と下部のバックグラウンド幅を調整します。

UNITY：ゼロに固定します。

VAR： 1 STEPから50 STEPまで調整します。

（1 STEP=1ライン）

VIDEO OUT CONVERT HD_TO_SDメニューに移ります。

F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9～F13

BG COLOR

―――

TOP & BOTTOM

―――

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能
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VIDEO OUT CONVERT SD_TO_HDメニュー

（別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGが挿入されている場合、メニューが出ます。）

→ → キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F10

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

UP_CONV BG  COLOR

F2

アップコンバータ出力時のアスペクト比を選択します。

S_PANEL：垂直軸にそって入力サイズを出力サイズに合わせて倍率を

変更します。（アスペクト比は維持。）

TB_CROP：水平軸にそって入力サイズを出力サイズに合わせて倍率を

変更します。（アスペクト比は維持。）

STRETCH：水平と垂直軸にそって入力サイズを出力サイズに合わせて

倍率を変更します。（アスペクトは歪むおそれがあります。）

アップコンバータ出力信号の周波数帯域幅を選択します。

STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます。

アップコンバータ出力信号の画質調整を制御します。

0 dB/1.5 dB/3 dB/6 dBに切り替えることができます。

VIDEO OUT CONVERTメニューに戻ります。

VIDEO OUT CONVERT SD_TO_HD BG COLORメニューに移りま

す。

F1

F2

F3

F4～7

F8

F9

F10～F13

MODE

RESPONSE

ENHANCE

―――

EXIT

BG COLOR*

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

* このメニューは、システム周波数を59.94Hzに設定したときに表示し、機能させることができます。
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VIDEO OUT CONVERT SD_TO_HD BG COLORメニュー

（別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGが挿入されている場合、メニューが出ます。また、

システム周波数を59.94Hzに設定したときに表示し、機能させることができます。）

→ → → キーを押すとメニューが出ます。VIDEO OUT F10 F2 F9

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

CROP  WIDTH

VIDEO  OUT  : CONVERT  SD_TO_HD  : BG  COLOR

BG  COLOR
BLACK

LEFT
UNITY

RIGHT

STEPRIGHT  :

UNITY

STEPLEFT  : 00

アップコンバート時に、素材が無い部分の表示を設定します。

BLACK： 黒色に設定します。

GRAY30%： 30%の灰色に設定します。

GRAY35%： 35%の灰色に設定します。

GRAY40%： 40%の灰色に設定します。

画面左部のバックグラウンド幅を調整します。

UNITY：ゼロに固定します。

VAR： 1 STEPから200 STEPまで調整します。

（1 STEP=2ピクセル）

画面右部のバックグラウンド幅を調整します。

UNITY：ゼロに固定します。

VAR： 1 STEPから200 STEPまで調整します。

（1 STEP=2ピクセル）

VIDEO OUT CONVERT SD_TO_HDメニューに移ります。

F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9～F13

BG COLOR

―――

LEFT

RIGHT

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能
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VIDEO OUT CONVERT HD_TO_HDメニュー

（別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGが挿入されている場合、メニューが出ます。）

→ → キーを押すとメニューが出ます。

* このメニューはシステムフォーマットを1080/23.98p、1080/24p、1080/25pに設定した時、有効となります。

VIDEO OUT F10

コンバータ出力信号の周波数帯域幅を選択します。

STANDARD/WIDE/NARROWに切り替えることができます

コンバータ出力信号の画質調整を制御します。

0 dB/1.5 dB/3 dB/6 dBに切り替えることができます。

VIDEO OUT CONVERTメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4～7

F8

F9～F13

―――

RESPONSE

ENHANCE

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F3
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AUDIO INメニュー

キーを押すとメニューが出ます。AUDIO IN

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

デジタル音声入力のステータスを表示します。

PRE EMPHASIS ON： プリエンファシスがかかります。

OFF：プリエンファシスがかかっていない

通常の信号です。
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AUDIO INメニュー

UNITY：オーディオ入力レベルはUNITY値に固定されます。

VAR： ADJUST VRでオーディオ入力レベルを可変できます。

・UNITY/VARボタンを押して切り替えます。

AUDIO IN PCM INPUT SELECTメニューに移行します。

AUDIO IN CUE INPUTメニューに移行します。

AUDIO IN SET UPメニューに移行します。

AUDIO IN CH-MIX SELECTメニューに移行します。

UNITY：オーディオ入力レベルはUNITY値に固定されます。

VAR： ADJUST VRでオーディオ入力レベルを可変できます。

・UNITY/VARボタンを押して切り替えます。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

CH-1

CH1入力レベル調整の選択

CH-2

CH2入力レベル調整の選択

CH-3

CH3入力レベル調整の選択

CH-4

CH4入力レベル調整の選択

CUE

CUEオーディオ

入力レベル調整の選択

PCM

CUE

SET UP

CH-MIX

CH-5

CH5入力レベル調整の選択

CH-6

CH6入力レベル調整の選択

CH-7

CH7入力レベル調整の選択

CH-8

CH8入力レベル調整の選択

キー 項　　　目 機　　　　能
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AUDIO IN PCM INPUT SELECTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。F6AUDIO IN

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1



－53－

AUDIO IN PCM INPUT SELECTメニュ－

ANALOG：アナログオーディオCH1入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDI は

CH2と合わせてF3キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

ANALOG：アナログオーディオCH2入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDI は

CH1と合わせてF3キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

AES： AESのデジタルオーディオ入力信号を選択します。

SERIAL：シリアル入力信号を選択します。

ANALOG：アナログオーディオCH3入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDI は

CH4と合わせてF6キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

ANALOG：アナログオーディオCH4入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDI は

CH3と合わせてF6キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

AES： AESのデジタルオーディオ入力信号を選択します。

SERIAL：シリアル入力信号を選択します。

AES： AESのデジタルオーディオ入力信号を選択します。

SERIAL：シリアル入力信号を選択します。

AUDIO INメニューに戻ります。

ANA CH1：アナログオーディオCH1入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDIは

CH6と合わせてF7キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

CH-1

デジタルオーディオ

CH1の記録信号選択

CH-2

デジタルオーディオ

CH2の記録信号選択

DIGITAL

CH1/2のデジタル

入力信号の選択

CH-3

デジタルオーディオ

CH3の記録信号選択

CH-4

デジタルオーディオ

CH4の記録信号選択

DIGITAL

CH3/4のデジタル

入力信号の選択

DIGITAL

CH5/6のデジタル

入力信号の選択

EXIT

CH-5

デジタルオーディオ

CH5の記録信号選択

キー 項　　　目 機　　　　能
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AUDIO IN PCM INPUT SELECTメニュ－

ANA CH2：アナログオーディオCH2入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDIは

CH5と合わせてF7キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

AES： AESのデジタルオーディオ入力信号を選択します。

SERIAL：シリアル入力信号を選択します。

ANA CH3：アナログオーディオCH3入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDIは

CH8と合わせてF11キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

ANA CH4：アナログオーディオCH4入力端子の信号を選択します。

DIGITAL： デジタルオーディオ入力信号を選択します。（AES/SDIは

CH7と合わせてF11キーで選択します。）

INT SG： 内部のシグナルジェネレータ信号を選択します。

F10

F11

F12

F13

CH-6

デジタルオーディオ

CH6の記録信号選択

DIGITAL

CH7/8のデジタル

入力信号の選択

CH-7

デジタルオーディオ

CH7の記録信号選択

CH-8

デジタルオーディオ

CH8の記録信号選択

キー 項　　　目 機　　　　能
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AUDIO IN CUE INPUT SELECTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

［F9（D MIX）キーを押してD MIXの状態のとき下記のメニュー画面になります。］

F7AUDIO IN

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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AUDIO IN CUE INPUT SELECTメニュー

F9キーでD-MIXを選択している時のみ表示されます。

SOURCE：入力信号をミックスします。

TAPE： 再生信号をミックスします。

OFF： 信号をミックスしません。

AUDIO INメニューに戻ります。

キュートラックに記録する信号を選択します。

D-MIX：D-MIXで選択されたデジタルチャンネルの信号をミックスします。

LINE： アナログキュー入力信号を選択します。

AUTO：ノーマル記録時は（CH1～CH4）*をすべてミックスして記録

します。

編集時は選択されたチャンネルはSOURCE、選択していない

チャンネルはTAPEを自動的に選択します。

*フォーマットにより異なります。

F9キーでD-MIXを選択している時のみ表示されます。

SOURCE：入力信号をミックスします。

TAPE： 再生信号をミックスします。

OFF： 信号をミックスしません。

F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

CH-1

CH1のキュー

ミキシング設定

CH-2

CH2のキュー

ミキシング設定

CH-3

CH3のキュー

ミキシング設定

CH-4

CH4のキュー

ミキシング設定

―――

EXIT

CUE

キューオーディオ

記録信号の選択

CH-5

CH5のキュー

ミキシング設定

CH-6

CH6のキュー

ミキシング設定

CH-7

CH7のキュー

ミキシング設定

CH-8

CH8のキュー

ミキシング設定

キー 項　　　目 機　　　　能
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AUDIO IN SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

または

→ キーを押すとメニューが出ます。

AUDIO IN F8

SET UP F6

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1



－58－

AUDIO IN SET UPメニュー

内蔵オーディオテスト信号を選択します。

TONE： 基準レベルの正弦波が出力されます。

SILENCE：信号音を出力しません。（無音信号となります。）

記録および再生レベルのピーク値をホールドする機能です。

ON： ピーク値をホールドします。

OFF：ピーク値をホールドしません。

画面上のオーディオレベル表示メータのスケール（目盛り）を標準目盛り

と微調整目盛りに切り替えます。

FINE： 0.2dBごとのスケールになります。（－24dB～－15dBの範囲）

FULL：標準目盛りになります。（－∞dB～0dBの範囲）

「オーディオレベルメータのスケール（目盛り）の切り替え」（このページ）

を参照してください。

AUDIO INメニューに戻ります。

0～1Fr（0.1刻み）：デジタルオーディオの入出力形式がデータモード

時のアドバンス量を0.1フレーム単位で設定でき

ます。（0設定時はVTR内部のDEFAULTに合わ

せます。）

FキーとF10キーを同時に押すと設定可能です。

PCM： 通常のPCMオーディオモードに設定します。

DATA：データモード（圧縮オーディオ：Dolby-E*2）に設定します。

AUDIO入出力部にあるレートコンバータを通さず、デジタルフィルター

をかけることなく記録・再生を行うことができます。

ON： レートコンバータを通して記録・再生します。

OFF：レートコンバータを通さず記録・再生します。

F1

F2～F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12～F13

INT SG MD

―――

PEAK HOLD

ピークホールドの

設定

SCALE

レベルメータの

スケール（目盛り）

切り替え

EXIT

DATA ADV*1

STYLE*1

デジタルオーディオ

の入出力データ形式

の設定

RATE CON*3

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 1080/59.94i_4chおよび720/59.94p_4chフォーマット時のみにしかデータモードは動作しません。
データADV量とデータ形式の設定は、AUDIO IN SET UPメニューとAUDIO OUT SET UPメニューの両方で設定可能です。
どちらかのメニューで設定を更新した場合、両方のメニューとも変更されます。なお、各チャンネルごとの設定はできません。

*2 ドルビー、DOLBYおよびダブルD記号Îはドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーションの商標です。
*3 RATE CON ON/OFF機能について
*3 本メニューは、AUDIO OUT SET UPメニューでも設定可能です。どちらかのメニューで設定を変更した場合、両方のメニューとも
変更されます。

□オーディオレベルメータのスケール（目盛り）の切り替え

・FINEの場合、オーディオレベルの調整が－24dB以下の場合は

↓マークが、－15dB以上の場合は↑マークが表示されます。
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AUDIO IN SET UPメニュー

F11（RATE CON）キーについて

□動作について

・記録・再生系が同時に、ON/OFF制御されます。記録だけ再生だけの設定はできません。

・CH1～8（またはCH1～4）同時に、ON/OFF制御されます。各CH毎の設定はできません。

・システムフォーマットが、1080/59i_4ch、720/59p_4chの時、F10（STYLE）でDATAモード

を選択した場合、DATAモード設定が優先されます。（レートコンバータを通さず記録・再生します。）

□対応フォーマット

・システムフォーマットが下記の時のみメニュー表示され、ON/OFF設定が可能です。

1080/23p（psf）_8ch 1080/25p（psf）_8ch 1080/50i_8ch 1080/59i_8ch

720/59p_8ch 1080/59i_4ch 720/59p_4ch

・システムフォーマットが、1080/24p（psf）_8ch選択時は、メニュー表示されなくなり、レー

トコンバータ強制ONとなります。

・システムフォーマットが、525/59i_4ch、525/59i_8ch、625/50i、D3選択時は、メニュー

表示されなくなり、レートコンバータ強制OFFとなります。

□レートコンバータOFF設定時の注意事項

・ビデオ入力とAES入力が同期している必要があります。

・ビデオ入力とOUT_REFで選択されたリファレンス信号が同期している必要があります。

・P.PLAY再生時、デジタルオーディオ出力は48kHzとならなくなり、外部機器で受信することが

できなくなります。

・フレームレート変換再生（例えば、システム周波数23Hzで記録されたテープをシステム25Hzで

再生する場合等）時も、上記と同様に外部機器で受信することができなくなります。
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AUDIO IN CH-MIX SELECTメニュ－

→ キーを押すとメニューが出ます。F9AUDIO IN

ミキシング選択を行う場合のチャンネルを設定します。

CH1～CH4： CH1からCH4までの設定を選択します。

CH5～CH8*：CH5からCH8までの設定を選択します。

各デジタルオーディオチャンネルに入力されている信号と、テープの再生

信号の中から任意の2チャンネルを選択して、任意の比率でミキシングし

ます。

ON： F6キーを押すと、「ON」になり、ミキシングが可能です。

OFF：F7キーを押すと、「OFF」になり、チャンネルミキシング操作は

行えません。

「OFF」を設定しても、F6キーで設定したミキシング設定値は保存されて

います。

AUDIO INメニューに移行します。

F1

F2～F5

F6

F7

F8

F9～F13

SELECT

―――

CH-MIX（ON）

入力信号と同時再生

信号のミキシング

記録

CH-MIX（OFF）

入力信号と同時再生

信号のミキシング

記録の禁止

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

*デジタル音声が4chフォーマット時には表示されません。
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AUDIO IN CH-MIX SELECTメニュー

□ミキシング記録

（1）F6（CH-MIX）キーを押して「ON」にします。

ミキシングのグラフ表示が出ます。

（2）カーソルセンターキーを押して、カーソルを表示させます。

（3）カーソルキーで、カーソルをミキシングするチャンネルへ移動させます。

（4）カーソルセンターキーを押して、ミキシング信号を選択します。

各チャンネルごとに、希望の信号を設定できます。

設定できる信号は以下のとおりです。

CH-1S CH-2S CH-3S CH-4S CH-5S CH-6S CH-7S

CH-8S（各チャンネルの入力信号）

CH-1T CH-2T CH-3T CH-4T CH-5T CH-6T CH-7T

CH-8T（各チャンネルの再生信号）

OFF（ミキシングなし）

・ひとつのチャンネルに同じ信号を選択することはできません。

カーソルセンターキー

カーソルキー
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AUDIO IN CH-MIX SELECTメニュー

□ミキシング記録（つづき）

（5）カーソルをミキシング比率表示部に移動させ、ADJUST VRを回して、ミックスする比率を設

定します。（1%単位）

＜ノート＞

・CH-MIXモードの設定後に、PLAYボタンを押すと、F6（CH-MIX）キーが点滅状態になります。

このときは、通常の再生音が出力されます。

・F6キーが点滅状態のときに、F6キーを押すと、CH-MIX音が出力されます。実際のミキシング音

を聴きながら調整する場合は、この状態で行います。

・CH-MIXモードの機能をOFFにするには、F7（CH-MIX）キーを押します。

VTRのモードとF6/F7キーの状態による出力音声

キーの状態 F6キーが F6キーが F7キーが

VTRモード 点灯 点滅 点灯（OFF）

EE/STOP CH-MIX音 ――― EE/TAPE

PLAY（EDIT、NORMAL） CH-MIX音 再生音 再生音

REC CH-MIX音 ――― EE/TAPE

JOG/VAR/SHTL ――― 再生音 再生音

ミキシング比率表示部
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AUDIO OUTメニュー

キーを押すとメニューが出ます。AUDIO OUT

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

デジタル音声出力のステータスを表示します。

PRE EMPHASIS ON： プリエンファシスがかかります。

OFF：プリエンファシスがかかっていない

通常の信号です。
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AUDIO OUTメニュー

UNITY：再生レベルはUNITY値に固定されます。

VAR： ADJUST VRで再生レベルを可変できます。

・UNITY/VARボタンを押して切り替えます。

AUDIO OUT MONITOR メニューに移行します。

AUDIO OUT SET UPメニューに移行します。

AUDIO OUT SDI ASIGNメニューに移行します。

UNITY：再生レベルはUNITY値に固定されます。

VAR： ADJUST VRで再生レベルを可変できます。

・UNITY/VARボタンを押して切り替えます。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

CH-1

CH1再生レベル調整の選択

CH-2

CH2再生レベル調整の選択

CH-3

CH3再生レベル調整の選択

CH-4

CH4再生レベル調整の選択

CUE

CUEオーディオ再生

レベル調整の選択

―――

MONITOR

SET UP

SDI ASIGN

CH-5

CH5再生レベル調整の選択

CH-6

CH6再生レベル調整の選択

CH-7

CH7再生レベル調整の選択

CH-8

CH8再生レベル調整の選択

キー 項　　　目 機　　　　能
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AUDIO OUT MONITORメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。AUDIO OUT F7

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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AUDIO OUT MONITORメニュー

モニター出力を自動的にCUEに切り替えるVTRのモードを選択します。

SHTL： SHTL/FF/REWモードで自動的にCUEチャンネルの再

生信号を出力します。

それ以外でのモードではL/Rボタンで選択されたチャン

ネルを出力します。

VAR/SHTL：SHTL/FF/REW/JOG/VARモードで自動的にCUEチャ

ンネルの再生信号を出力します。

それ以外でのモードではL/Rボタンで選択されたチャン

ネルを出力します。

AUTOモードをL CHで動作させるかどうかを選択します。

OFF：常にLボタンで選択されたチャンネルを出力します。

ON： F1キーで選択されたモードに従って自動的にCUEを出力します。

AUTOモードをR CHで動作させるかどうかを選択します。

OFF：常にRボタンで選択されたチャンネルを出力します。

ON： F1キーで選択されたモードに従って自動的にCUEを出力します。

オーディオモニター出力のレベル調整をフロントパネルのヘッドホンVR

で行うかどうかを選択します。

UNITY：オーディオモニター出力レベルはUNITY値に固定されます。

VAR： オーディオモニター出力レベルはヘッドホンVRで調整可能。

AUDIO OUTメニュ－に戻ります。

MONITOR端子に出力するR CHとL CHのミックス信号を設定します。

OFF： ミックスしません。

ON： ミックスします。

MONITOR端子に出力するチャンネルのミキシング方法を選択します。

ADD： 単純加算します。

AVERAGE：単純平均します。

F1

F2

F3

F4～F6

F7

F8

F9～F10

F11

F12

F13

MODE

モードの選択

L CH

R CH

―――

A. MONI

オーディオモニター

出力調整の選択

EXIT

―――

R CH

L CH

MODE

キー 項　　　目 機　　　　能

CUE OUT SELECT
CUE出力する本線系CH1～CH4（8）を選択します。
カーソルセンターキーを押すとCUE OUT SELECTがハイライト表示して設定可能となります。
［MONITOR MIXがハイライトしている場合は、Fキーとカーソルキー（2または1）を同時に押すと設定可能となります。］
カーソルキー（2、1、3、4）でCHを選択し、カーソルセンターキーを押してON/OFFを決定してください。

MONITOR MIX
MONITOR端子に出力するR CHとL CHのミックス信号を選択します。
選択条件は、CH1～CH4の中からとCH5～CH8の中からそれぞれ2ch以内（最大4ch）を設定することができます。
カーソルセンターキーを押すとMONITOR MIXがハイライト表示して設定可能となります。
［CUE OUT SELECTがハイライトしている場合は、Fキーとカーソルキー（2または1）を同時に押すと設定可能となります。］
カーソルキー（2、1、3、4）でCHを選択し、カーソルセンターキーを押してON/OFFを決定してください。
（本設定はチャンネルを選択するもので、実機能動作の設定は、F11キーとF12キーを切り替えてご使用ください。）
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AUDIO OUT SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

または

→ キーを押すとメニューが出ます。

AUDIO OUT F8

SET UP F7

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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AUDIO OUT SET UPメニュー

本機から出力されるデジタル信号を外部の機器で処理をするとき、ビデオ

とオーディオ信号間に位相差を生じる場合があります。デジタルオーディ

オ信号を遅延調整し、この差をなくすことができます。

・「ビデオに対するオーディオ出力調整」を参照。

JOG時のデジタル処理を選択します。

ON： PCMオーディオのデジタル処理を行います。

OFF：PCMオーディオのデジタル処理を行いません。

VAR時のデジタル処理を選択します。

ON： PCMオーディオのデジタル処理を行います。

OFF：PCMオーディオのデジタル処理を行いません。

再生時、カット編集のつなぎ目で発生する音声ノイズを、瞬間的にVフェー

ドして取り除く機能です。

ON： テープ上の全てのカット編集のつなぎ目で、再生Vフェード機能

が働きます。

OFF：再生Vフェード機能は動作しません。

STOP状態からPLAY状態に移行したとき、音声信号が出力されるまで

多少時間がかかります。この時間を短くすることができます。

INSTANT： 音声が出力されるまでの時間が短くなります。しかし出力

される音声の最初の部分は不完全な音になります。

送出用に使用することはおすすめできません。

サーチ操作などのときに使用すると音声の確認が素早くで

きて便利です。

DELAYED：完全な状態になってから音声を出力します。

記録および再生レベルのピーク値をホールドする機能です。

ON： ピーク値をホールドします。

OFF：ピーク値をホールドしません。

画面上のオーディオレベル表示メータのスケール（目盛り）を標準目盛り

と微調整目盛りに切り替えます。

FINE： 0.2dBごとのスケールになります。（－24dB～－15dBの範囲）

FULL：標準目盛りになります。（－∞dB～0dBの範囲）

AUDIO IN SET UPメニューの「オーディオレベルメータ（目盛）のス

ケールの切り替え」（58ページ）を参照してください。

AUDIO OUTメニューに戻ります。

0～1Fr（0.1フレーム刻み）デジタルオーディオの入出力形式がデータ

モードの時のアドバンス量を調整します。（0 設定時は VTR 内部の

DEFAULTに合わせます。）

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

A/V PHASE*

オーディオとビデオ

の遅延（位相）調整

JOG PROC

デジタルプロセス

ON/OFF

VAR PROC

デジタルプロセス

ON/OFF

PB FADE

再生フェード

ON/OFF

PB OUT

再生スタート時の

出力音声特性

PEAK HOLD

レベルメータのピー

クホールドの設定

SCALE

レベルメータの

スケール（目盛り）

切り替え

EXIT

DATA ADV*

キー 項　　　目 機　　　　能

* E-Eスル－モード（AUDIO OUT SET UP STATEメニューのF2説明参照）設定時は、この機能は動作しません。
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AUDIO OUT SET UPメニュー

FキーとF10キーを同時に押すと設定可能です。

PCM： 通常のPCMオーディオ設定です。

DATA：データモード（圧縮オーディオ：Dolby-E）設定です。

AUDIO入出力部にあるレートコンバータを通さず、デジタルフィルター

をかけることなく記録・再生を行うことができます。

ON： レートコンバータを通して記録・再生します。

OFF：レートコンバータを通さず記録・再生します。

AUDIO OUT SET UP STATEメニューに移行します。（72ページ参照）

Audio 4chフォーマットや4chテープ再生時でもAudio AES出力、

EMBEDDED Audio出力の5～8chに1～4chの音声を出力することが

できます。

ON： 5～8chに1～4chを出力します。

OFF：5～8chは出力しません。

＜ノート＞

本設定がON時でもAUDIO OUT SDI ASIGNメニューのCH1～4の設定

がOFFの場合はEMBEDDED Audio出力の5～8chは出力されません。

F10

F11

F12

F13

STYLE*1

RATE CON*2

STATE

AUTO CPY*3

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 1080/59.94i_4chおよび720/59.94p_4chフォーマット時だけDATAモードが動作します。
*1本メニューはAUDIO IN SET UPメニューでも設定可能です。どちらかのメニューで設定を変更した場合、両方のメニューとも変更
されます。なお、各チャンネルごとの設定はできません。

*2 RATE CON ON/OFF機能について
*2 本メニューは、AUDIO IN SET UPメニューでも設定可能です。どちらかのメニューで設定を変更した場合、両方のメニューとも変
更されます。

*3 AUDIO 4chフォーマット（1080/59i、720/59p、480/59i、D3）選択時のみ表示されます。
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AUDIO OUT SET UPメニュー

F11（RATE CON）キーについて

□動作について

・記録・再生系が同時に、ON/OFF制御されます。記録だけ再生だけの設定はできません。

・CH1～8（またはCH1～4）同時に、ON/OFF制御されます。各CH毎の設定はできません。

・システムフォーマットが、1080/59i_4ch、720/59p_4chの時、F10（STYLE）でDATAモード

を選択した場合、DATAモード設定が優先されます。（レートコンバータを通さず記録・再生します。）

□対応フォーマット

・システムフォーマットが下記の時のみメニュー表示され、ON/OFF設定が可能です。

1080/23p（psf）_8ch 1080/25p（psf）_8ch 1080/50i_8ch 1080/59i_8ch

720/59p_8ch 1080/59i_4ch 720/59p_4ch

・システムフォーマットが、1080/24p（psf）_8ch選択時は、メニュー表示されなくなり、レー

トコンバータ強制ONとなります。

・システムフォーマットが、525/59i_4ch、525/59i_8ch、625/50i選択時は、メニュー表示

されなくなり、レートコンバータ強制OFFとなります。

□レートコンバータOFF設定時の注意事項

・ビデオ入力とAES入力が同期している必要があります。

・ビデオ入力とOUT_REFで選択されたリファレンス信号が同期している必要があります。

・P.PLAY再生時、デジタルオーディオ出力は48kHzとならなくなり、外部機器で受信することが

できなくなります。

・フレームレート変換再生（例えば、システム周波数23Hzで記録されたテープをシステム25Hzで

再生する場合等）時も、上記と同様に外部機器で受信することができなくなります。
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□ビデオに対するオーディオ出力調整

（1）F1（A/V PHASE）キーを押して、表示を反転させます。

（2）ADJUST VRで位相差を調整します。

ADJUST VRを回すと表示がVARに変わります。

（サンプル単位で＋16～－96まで可変可能。）

（3）調整がおわると、F1（A/V PHASE）キーを押します。

・調整中にUNITY/VARキーを押すとUNITYに戻ります。

再度UNITY/VARキーを押すと、VAR値に戻ります。

□フェード機能

編集時、カット編集のデータが自動的に記録され、再生時にそのデータを感知し、その部分をVフェー

ドします。

再生Vフェード機能OFF 再生Vフェード機能ON

↑ ↑

編集のつなぎ目でノイズが出ます。 瞬間的にVフェードしてノイズを消します。

音声信号 (A) 音声信号 (B) 音声信号 (A) 音声信号 (B)

UNITY
A/V PHASE

UNITY
/VAR

ADJUST

VAR

i4

A/V PHASE

SAMPLES
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→ → キーを押すとメニューが出ます。AUDIO OUT F8 F12

NORMAL： 標準モード（E-Eスル－モードをOFF）になります。

THROUGH： E-Eスル－モード（AVの最小遅延モード）になります。

* E-Eスル－モードでは映像（音声）出力とタイムコード出力にずれが生

じます。

未記録部分のテープを再生した時の映像出力を選択します。

GRAY： グレーミュートを選択します。

F_NOISE： フリーノイズを選択します。

AUDIO OUT SET UPメニューに移行します。

AUDIO OUT SET UPメニューに移ります。

F1

F2

F3

F4

F8

F9～F11

F12

F13

―――

EE_MODE

―――

BLANK TAPE

EXIT

―――

STATE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

BLANK  TAPE
GRAY
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□TAPE/EE 出力信号の選択

VTRの動作時に出力されるビデオ、オーディオ、キュー信号をTAPEまたはEE信号に切り替えます。

（1）カーソルセンターキーを押して、カーソルを表示します。

（2）カーソルキーでカーソルを任意の位置に移動します。

・カーソルは設定できない部分には移動しません。

（3）カーソルセンターキーを押して、TAPEまたはEEのどちらかを選びます。

選択の種類は次の表を参照してください。

カーソルセンターキー

カーソル

・上記の設定は、TESTメニューによるヘッド選択や編集時に一義的に定まる場合には、このメニュー

での設定より、そちらの動作時の設定が優先されます。

・HOMEメニューのF1（OUTPUT）でTAPE/EEを設定しているときは、HOMEメニューの方を

優先します。

・D3テープ再生時は、上の表VIDEOのEE1とEE2はBLACKに、D.AUDIOのEE1とEE2は

MUTE、CUEのEEはMUTEとなります。

モード EJECT STBY TENSION STBY REC EDIT JOG/ SHTL

CH OFF RELEASE ON REC VAR

VIDEO FREEZE FREEZE FREEZE TAPE TAPE TAPE TAPE TAPE

BLACK BLACK BLACK EE1 EE1 EE1

GRAY GRAY GRAY EE2 EE2

FREE NOISE FREE NOISE FREE NOISE

EE1 EE1 EE1

EE2 EE2 EE2

D.AUDIO MUTE MUTE MUTE MUTE TAPE TAPE TAPE TAPE

EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 EE1 MUTE MUTE

EE2 EE2 EE2 EE2 EE2

CUE TAPE TAPE TAPE TAPE EE EE TAPE TAPE

EE EE EE EE

（下線は初期設定です。）
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→ キーを押すとメニューが出ます。AUDIO OUT

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

SD_AUD

24bit

F9



－75－

AUDIO OUT SDI ASIGNメニュー

HD SDIのエンベデッドオーディオCH1～4に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

HD SDIのエンベデッドオーディオCH5～8に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

SD SDIのエンベデッドオーディオCH1～4に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

SD SDIのエンベデッドオーディオCH5～8に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

SD_SDIのエンベデッドオーディオ出力の20bit/24bitを選択します。
24bit：24bitを選択します。
20bit：20bitを選択します。

AUDIO OUTメニューに戻ります。

HD SDIのエンベデッドオーディオCH5～8に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

HD SDIのエンベデッドオーディオCH1～4に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

SD SDIのエンベデッドオーディオCH5～8に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

SD SDIのエンベデッドオーディオCH1～4に出力するチャンネルを選択します。
CH1～4： CH1からCH4を出力します。
CH5～8： CH5からCH8を出力します。
OFF： 出力しません。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

HD_TO_HD
CH1～4

HD_TO_HD
CH5～8*

―――

HD_TO_SD
CH1～4

HD_TO_SD
CH5～8*

SD AUD

―――

EXIT

SD_TO_HD
CH5～8*

SD_TO_HD
CH1～4

―――

SD_TO_SD
CH5～8*

SD_TO_SD
CH1～4

キー 項　　　目 機　　　　能

* デジタル音声が4chフォーマット時には表示されません。
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キーを押すとメニューが出ます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

TC/CHR
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キー 項　　　目 機　　　　能

INT： 内蔵TCGのタイムコードを使用します。

EXT LTC： TIME CODE IN端子からのLTCタイムコードを使用します。

S LTC： シリアル信号に付加されているLTCタイムコードを使用し

ます。（SDモード選択時は表示されません。）

S VITC： シリアル信号に付加されているVITCタイムコードを使用し

ます。（SDモード選択時は表示されません。）

EXT VITC：VIDEO信号に重畳されているVITCタイムコードを使用し

ます。（HDモード選択時は表示されません。）

・F1（SOURCE）キーが「INT」のとき、AUTOとPRESET、SLAVE

の表示が出ます。

AUTO： ジェネレータはリーダの読み取った値にロックします。こ

の場合、タイムコードの設定は行えません。（編集時のみ）

ただしノーマル記録時にはジェネレータの設定は自由に行

えます。

PRESET：ジェネレータはリーダの読み取り値にロックしません。

ジェネレータの設定が自由に行えます。

SLAVE： ジェネレータはリーダの読み取った値にロックします。こ

の場合、タイムコードの設定は行えません。

・F1キーが「EXT LTC」のとき、SLAVEとDIRECTの表示が出ます。

SLAVE： ジェネレータは外部LTCタイムコードにロックします。

（外部入力がないとき、E-TCの時間データが点滅します。）

DIRECT：外部LTCタイムコードをそのまま記録します。

（外部入力がないとき、E-TC：＊＊：＊＊：＊＊：＊＊表

示になります。）

・F1キーが「S VITC」、「S LTC」または「EXT VITC」のとき、この

キーは表示されません。

この場合、ジェネレータ値は常に外部VITCまたはLTCタイムコード

にロックします。

ON： ユーザービットはリーダ（TCR）の読み取ったユーザービット値

や外部のユーザービット値にロックし、設定できません。

OFF：ジェネレータはリーダの読み取り値にロックしません。ユーザー

ビット値は自由に設定できます。

REC RUN： 記録時のみタイムコードを歩進させます。

FREE RUN： 時計と同じように、常に歩進させます。

F1（SOURCE）キーが「INT」を選択している時のみ有効です。

ON： ドロップフレームモードになります。

OFF：ノンドロップフレームモードになります。

・F1キーが「EXT LTC」、「S VITC」または「S LTC」を選択している

ときは、外部タイムコードのドロップ／ノンドロップフレームモードに

従います。

F1

F2

F3

F4

F5

SOURCE

内部／外部タイム

コード信号の選択

TC SLAVE

タイムコードの

スレーブロック

モードの設定

UB SLAVE

ユーザービットの

ロック

RUN MD

タイムコードの歩進

DF MD*

ドロップ・

ノンドロップ

フレームの選択

* 1080/23psf、1080/23p、1080/24psf、1080/24p、1080/25psf、1080/25p、1080/50iおよび576/50iシステム
フォーマット時は表示されません。
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ON： 記録時にCF BITを記録します。

OFF：記録時にCF BITを記録しません。

・F1キーが「EXT LTC」、「S VITC」または「S LTC」を選択しているときは、

外部のカラーフレームビットに従います。

TC/CHR SET UPメニューに移行します。

TC/CHR CONVERTメニューに移行します。

LTC： 常にLTCを読みます。

AUTO：低速時はVITCを優先的に読み、読めないときはLTCを読みます。

VITC： 常にVITCを読みます。

・いずれの設定にしても、タイムコードが読み取れない場合は、コント

ロール信号で補正した値を読み取ります。（補間モードになり、HOME

メニューに「INTRP」が表示されます。）

TC.ST： タイムコードとVTR動作モードをスーパーインポーズし

ます。

TC.ST.RT：タイムコード、VTR動作モードおよびテープ残量時間を

スーパーインポーズします。

TC.UB： タイムコードとユーザーズビットをスーパーインポーズし

ます。

TC.TC： タイムコードを2段表示します。

オリジナルのタイムコード情報とコンバートしたフォーマッ

トのタイムコード情報を同時に表示することができます。

（次ページのノートを参照してください。）

TC： タイムコードのみスーパーインポーズします。

OFF： スーパーインポーズ表示しません。

ERR/FMT：ワーニングがある場合はワーニング表示します。

ワーニングがない場合はシステムフォーマットおよびテープ

フォーマットの周波数を表示します。

ERR： ワーニング表示またはフォーマット情報を画面にスーパー

インポーズします。

OFF： ワーニング表示またはフォーマット情報をスーパーインポー

ズしません。

REVERSE：黒抜きの背景がある文字になります。

INTENSE： 強調文字になります。

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

CF BIT*1

記録時のカラー

フレームビットの

ON/OFF設定

―――

SET UP

CONVERT*2

TCR

タイムコードの読み

取りモード選択

SUPER

スーパーインポーズ

の設定

EX SUPER

CHR TYPE

スーパーインポーズす

る文字のタイプを選択

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 480/59.94i、576/50i選択時のみ表示します。
*2 1080/23psf、1080/23p、1080/24psf、1080/24p、1080/25psf、1080/25pおよび1080/50iシステムフォーマッ
ト時のみ表示されます。
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□スーパーインポーズ位置の変更

（1）カーソルキーで位置を移動させます。

・カーソルキーを押し続けるとカーソルは速く移動します。

・カーソルセンターキーを押すと、初期の位置に戻ります。

カーソルキー

カーソルセンターキー

□タイムコードスーパーインポーズの表示とVTRの動作モード

希望に応じて、タイムコードとVTRの動作モードを表示します。

タイムコードの表示

CTL1：コントロール信号1 TCG： タイムコードジェネレータの発生値

CTL2：コントロール信号2 LUBG： LTCユーザービットの発生値

LTCR： LTCタイムコードの読み取り値 VUBG： VITCユーザービットの発生値

LUBR：LTCユーザービットの読み取り値 EXTC： 外部タイムコード値

VTCR：VITCタイムコードの読み取り値 EXUB： 外部ユーザービット値

VUBR：VITCユーザービットの読み取り値

・「秒」と「フレーム」の間の「：」はタイムコードリーダの読み取り状態を示します。

時 分 秒 フレーム
↓ ↓ ↓ ↓

←点滅表示：タイムコード読み取り不可能

「 」：第1フィールド
「．」：第2フィールド

「：」：タイムコード読み取り可能またはTCG値表示
「 」：タイムコード読み取り不可能

「．」：DFモードON
「：」：DFモードOFF

テープに記録されたオリジナルのタイムコードであることを表します。このカセットマークが
ないタイムコード表示の場合は、コンバートされたタイムコード値であることを表します。
（CTL、UB設定時は消えます。）
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□タイムコードスーパーインポーズの表示とVTRの動作モード（つづき）

VTRの動作モード

STOP F.FWD

PREVIEW REW

REVIEW EDIT PLAY（編集再生）

PREROLL EDIT REC（編集録画）

AUTO EDIT（自動編集） CUE UP

JOG STANDBY OFF

VAR EJECT

SHTL DMC PREVIEW

REC DMC EDIT

REC（Pre-CTL動作時点滅表示） OUT PREVIEW

PLAY DMC SAMPLE（バリアブルメモリースピードサンプリング中）

P PLY（プログラム再生） DMC PLAY（バリアブルメモリー再生中）

TSO（TAPE SPEED OVERRIDE） AUTO OFF

・シャトル／バリアブルモードおよびCUE UP、PREROLLモード時は、走行方向を「＋」または

「－」で表示し、速度を整数表示します。

・ジョグモードは正方向時は「＜」停止時は「＊」、逆方向は「＞」を表示します。

・プログラム再生、TSOモード時は、偏差方向「＋」または「－」で表示し、偏差データをパーセン

トで表示します。

□エラー情報の表示

F12（EX SUPER）キーを押して「ERR/FMT」または「ERR」にします。

エラー情報を表示します。

FAN STOP（ファン停止） HD REF ERROR（HDリファレンス信号　無入力）

ERASE ERROR（消去電流停止） SD REF ERROR（SDリファレンス信号　無入力）

COMP.CPU ERROR（CPU間通信エラー） HD SDI ERROR（HD SDI信号エラー）

CONCEAL SW OFF（コンシールSWがOFF） SD SDI ERROR（SD SDI信号エラー）

ECC SW OFF（ECC SWがOFF） FREQ UNMATCH（周波数設定が整合していない）

SERVO UNLOCK（サーボロックせず） VIDEO ERROR（ビデオ系エラー）

CTL NOT DET.（CTL検出できず） PCM ERROR（PCM信号系エラー）

LOW RF（記録時のRFレベル低下） RS-422 ERROR（RS-422系エラー）

CONCEAL V/A（ビデオ・オーディオエラー修正） RS-232C ERROR（RS-232C系エラー）

CONCEAL A（オーディオエラー修正） VA-CONT ERROR（VAコントローラエラー）

CONCEAL V（ビデオエラー修正） TC ERROR（タイムコードエラー発生）

AUDIO MUTE（AUDIO出力MUTE状態） CARD LOW BATT（フロントのICカードバッテリー減少）

HIGH ERROR（インナーエラー値が高い） SYSCON ERROR（システムコントロール系エラー発生）

CTL HEAD CLOG（CTLヘッド目詰まり） MECHA ERROR（メカ系にエラー発生）

LTC HEAD CLOG（LTCヘッド目詰まり） SERVO ERROR（リール・ドラム・キャプスタンにエラー発生）

OPT ERROR（オプティマイズ系エラー） SYSTEM ERROR（その他エラー）
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□スーパー表示

SUPER設定を「TC.TC」に選択した時、タイムコードが2段表示されます。（HDスーパー、SDスーパー連

動）スーパー上段は常にコンバート処理されたタイムコードを表示します。下段はテープに記録されたオリジナ

ルのタイムコード表示かコンバート処理されたタイムコード表示かを切り替えることができます。

TC/CHR CONVERTメニューのF11、F12キーの設定によって、下記のような表示パターンとなります。

24 25 24

24LTCR C 25LTCR 24LTCR

25LTCR 25LTCR 25LTCR C

24LTCR C 25LTCR 24LTCR

25 24 25

25LTCR C 24LTCR 25LTCR

25LTCR C 25LTCR 25LTCR

25LTCR C 24LTCR 25LTCR

システム周波数

TAPE

MENU SUPER（F11、F12）

1段表示

2段表示 上段

下段

システム周波数

TAPE

MENU SUPER（F11、F12）

1段表示

2段表示 上段

下段

24（23.98）

24（23.98） 25p/50i 59（60）

24 25 30

24LTCR C 25LTCR 30LTCR

30LTCR 30LTCR 30LTCR

24LTCR C 25LTCR 30LTCR

24 25 30

24LTCR 25LTCR C 30LTCR

30LTCR 30LTCR 30LTCR

24LTCR 25LTCR C 30LTCR

24 25 30

24LTCR 25LTCR C 30LTCR C

30LTCR C 30LTCR C 30LTCR C

24LTCR 25LTCR 30LTCR C

Cはカセットマーク

25

24（23.98） 25p/50i 59（60）

□フォーマット情報のスーパー表示

F12（EX_SUPER）キーを押して「ERR/FMT」に設定した場合、下記のようなスーパー表示が可能となります。

最上段のスーパー表示には、フォーマットに関する情報を表示します。

SYS： SYSTEMフォーマットの周波数情報が表示されます。

例えば、1080_23PsF設定した場合は、23と表示されます。

TAPE：テープ再生されたフォーマットの周波数情報が表示されます。

例えば、1080_24PsFフォーマットで記録されたテープは、再生時24と表示されます。

TAPEフォーマットが確定されない場合は、＊＊表示となります。

（エラー発生時は、このエラー表示が優先され、フォーマット表示はされません。）

YS S=59 TAPE=59
AV R –0 07.
TL CR 0 : 40 . 33 01 1

YS S=23 TAPE=24

TL C42 R 0 : 01 : 34 27 2
TL C03 R 0 : 01 : 34 27 8

F11（SUPER）：TC.ST設定�
F12（EX_SUPER）：ERR/FMT�
 設定�
SYSTEM：1080_59i�
TAPE：1080_59i�
VAR（－0.07）走行時の�
スーパー表示例�

F11（SUPER）：TC.TC設定�
F12（EX_SUPER）：ERR/FMT設定�
SYSTEM：1080_23PsF�
TAPE：1080_24P�
TC/CHR_CONVERT�
F9（SUPR_FRQ）：ON�
F11 or F12（SUPER）：24TC設定�
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＊RECモード以外はUBの設定が可能です。

DIRECT： 外部のLTC信号入力を直接記録、出力します。

内部基準信号には同期しません。

REGEN： テープ上の読み取り値にスレーブロックします。

UBの設定はできません。

EXT REGEN：外部入力のVITC、LTCにスレーブロックします。

UBの設定はできません。

PRESET： テープの読み取り値や外部入力にはロックしません。

UBの設定ができます。

INT UB： 前のUB値を保有し、リジェネもプリセットもできないモードです。再設定する時には上の3つの

モードのどれかになるようF1（SOURCE）、F2（TC SLAVE）、F3（UB SLAVE）キーで選択

してください。

F1(SOURCE) F2(TC SLAVE) F3(UB SLAVE) F10(TCR) LUBGモード VUBGモード

LTC INT UB
REGEN

ON AUTO
REGEN

INT VITC INT UB

内部TC LTC INT UB
PRESET

OFF AUTO
PRESET

VITC INT UB

LTC EXT INT UB

S LTC REGEN

S VITC ON AUTO EXT
REGEN

VITC INT UB

LTC INT UB
PRESET

EXT LTC SLAVE OFF AUTO
PRESET

VITC INT UB

LTC INT UB

ON AUTO EXT
REGEN

VITC
EXT LTC DIRECT DIRECT

LTC
INT UB

OFF AUTO

VITC PRESET＊

ユーザービットの設定一覧表
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TC/CHR SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

→ キーを押すとメニューが出ます。

TC/CHR F8

SET UP F5

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

SIZE
NORMAL
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TC/CHR SET UPメニュー

記録および編集モード時のTC（LTC）出力位相を調整します。（テープに

記録する位相は変わりません。またHD/SD信号上に重畳されている

VITC/LTCの位相には影響を与えません。）

入力映像信号に対し、出力映像信号は数フレームの時間遅延が発生します。

本機はTC出力をどちらの位相にも合わせることができ、本メニューで入

力位相に合わせるモードを選択します。このため、タイムコード出力位相

を入力（記録）信号（ADV）に合わせるか、もしくは映像出力（OFF）

に合わせるかを選択します。

EDIT_REC： ノーマル記録時、または編集モード（インサート、アセン

ブル）選択時タイムコードの出力位相を入力（記録）信号

に合わせます。同一入力映像信号を同一タイムコードで、

もう一台のVTRに記録する時に使用します。タイムコー

ド出力を別のVTRのタイムコード入力に接続します。

REC： タイムコード出力位相を記録モード時の入力（記録）信号

に合わせます。編集モード時は映像出力位相に合わせます。

EDIT： タイムコード出力位相を編集モード時の入力（記録）信号

に合わせます。記録モード時は映像出力位相に合わせます。

OFF： タイムコード出力位相を映像出力位相に合わせます。本機

出力の映像およびタイムコード（LTC）を別のVTRで記

録する時などに使用できます。

TCスーパー文字サイズを設定します。

（HD_SDI_MONI_OUT、SD_SDI_MONI_OUT、VIDEO OUT3のスー

パー文字サイズが連動して変わります。）

720/59pと1080/23p、1080/24p、1080/25pのTrue-P出力

時、HD系出力では本機能は動作せず、NORMALに固定されます。

NORMAL：普通サイズで表示します。

WIDE： 大きい文字（フォント）サイズで表示します。

（SD系出力では右端が画面からはみ出ることがあります。）

F1

F2～F4

F5

F6

LTC ADV*1

LTC OUT出力

位相の設定

（ADVさせるモード

を選択）

―――

SIZE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 1080/59i、720/59p、525/59iシステムフォーマット時のみ表示されます。
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INPUT CHECKキー*1でTCG表示とLTC出力をラッチするかどうかを

選択します。

MOMNT：キーを押している間のみ INPUT CHECKモードになります。

LATCH： INPUT CHECKキーを押すとINPUT CHECKモードとなり、

キ－を離してもモードは保持されます。EJECT、STBY

ON/OFF、STOPモード以外、またはHOMEメニューのF1

（OUTPUT）を押すと解除されます。

TC/CHRメニューに戻ります。

VITC LINE選択メニューに移行します。

SDモード：記録VITCの重畳およびラインを設定

します。再生VITCの重畳およびライ

ンを設定します。

HDモード：DOWN_CON_SD出力のVITC重畳およびラインを設定し

ます。

SD記録および出力にVITC情報を重畳するかしないかを選択します。

ON： VITCを重畳します。

OFF：VITCは重畳しません。

HD SDI出力にVITC情報を重畳するかしないかを選択します。

ON： VITCを重畳します。

OFF：VITCは重畳しません。

HD SDI出力にLTC情報を重畳するかしないかを選択します。

ON： LTCを重畳します。

OFF： LTCは重畳しません。

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

TCG OUT

EXIT

VITC.L

VITC

SD記録および出力

へのVITCの重畳

―――

VITC

VITCの選択

LTC

LTCの選択

キー 項　　　目 機　　　　能

TC/CHR SET UPメニュー

NTSC：10～20ライン
（Default 14、16）
PAL：8～22ライン
（Default 11、13）

*1 映像信号はSD SDI MONITOR OUTまたはHD SDI MONITOR OUT端子で、音声信号はMONITOR端子とHEADPHONES端
子で入力信号をチェックでき、INPUT CHECKキーを押している間入力信号に切り替わります。

＜ノート：LTC_ADV機能について＞

LTC ADVモード
LTC_OUTとVIDEO_OUTの位相

RECモード 編集モード

OFF 同位相 同位相

REC ADV 同位相

EDIT 同位相 ADV

EDIT_REC ADV ADV
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TC/CHR SET UP VITC.Lメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。

→ → キーを押すとメニューが出ます。

TC/CHR F8 F9

SET UP F5 F9

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

TC/CHRメニューに戻ります。

SDモード：記録VITCの重畳およびラインを設定します。

再生VITCの重畳およびラインを設定します。

HDモード：DOWN_CON_SD出力のVITC重畳およびラインを設定し

ます。

F1～F7

F8

F9

F10～F13

―――

EXIT

VITC.L

―――

キー 項　　　目 機　　　　能
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TC/CHR SET UP VITC.Lメニュー

□VITC挿入ラインの選択

1. カーソルキー（2、1）で挿入するVITCのラインを選択します。

スクリーン上で囲んであるライン番号は推奨挿入ラインの値を表示しています。

（NTSCでは14と16ライン、PALは11と13ラインです。）

2. 他の挿入ラインを選択するときは、カーソルセンターキーを押します。（選択できるライン数は最

大2ラインです。）

カーソルキー

カーソル
センターキー
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→ キーを押すとメニューが出ます。TC/CHR F9

TC/CHR CONVERTメニュー

□タイムコードの2段、3段表示について
・フロントパネル

TC/CHR CONVERTメニューのF1（MODE）キーで、24→30モードを選択した場合、2段表示となり上段

にオリジナルのタイムコード、下段にコンバートされたタイムコードを表示します。

25→30モードを選択した場合、3段表示となり、中段、下段にコンバートされた値が表示されます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

RC_30SYS
OFF

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

RC_30SYS
OFF

〈ノート〉

F1（MODE）キーで24→30を選択し、テープが24フォーマットの場合TCR 25TCは「＊＊:＊＊:＊＊:＊＊」

表示となります。

TC_SYNCポイントの設定

カーソルセンターキーを押すと24TC表示がハイライト表示されます。数字キーとカーソルキー（2、1）でタイムコー

ドを設定し、 キーを押してタイムコードを確定させます。カーソルキー（3、4）で 30TC/25TC値の設定に

移り、同じ操作でタイムコードを設定し、確定させます。

タイムコードフォーマット変換モードを選択します。

24→30：オリジナルの24フレームカウント表示と30フレームカウ

ント表示のモードになります。（ウインドウ：24TC/30TC

表示）

25→30：オリジナルの25フレームカウント表示と24、30フレーム

カウント表示のモードになります。（ウインドウ：

24TC/25TC/30TC表示）

F1 MODE

キー 項　　　目 機　　　　能

ENT
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TC/CHR CONVERTメニュー

3：2変換シーケンスの基準を設定します。

A： Aフレームを基準にタイムコード変換します。

B： Bフレームを基準にタイムコード変換します。

C： Cフレームを基準にタイムコード変換します。

D： Dフレームを基準にタイムコード変換します。

1080/23psf（p）、1080/24psf（p）からの3：2プルダウン出力

に対して、TC変換して出力するドロップフレームを選択します。

DF： ドロップフレームになります。

NDF：ノンドロップフレームになります。

VTRのSYSTEM周波数が23.98Hzの時、F6（RC_30SYS）キーが

表示されます。

SYSTEMフォーマット24での30システム編集モード設定を行います。

ON： 30システム編集

OFF：24システム編集

VTRのSYSTEM周波数が25/50Hzの時、F7（24 TAPE LTC_OUT）

キーが表示されます。

LTC OUTの出力設定を行います（25システムでの24テープ再生時）。

ON： テープフォーマットによるLTC出力

OFF：25TC出力

TC/CHR メニューに戻ります。

タイムコードスーパー表示において、周波数情報を付加するかしないかを

選択します。

ON： 周波数情報を付加します。（例：24LTCR）

OFF：周波数情報を付加しません。（例：LTCR）

リモート端子（RS-422等）に出力するタイムコードを選択します。

24TC：オリジナルの24フレームカウントのタイムコードを出力します。

30TC：コンバートした30フレームカウントのタイムコードを出力します。

SDモニターに出力するタイムコードを選択します。

24TC： オリジナルの24フレームカウントのタイムコードを出力します。

30TC： コンバートした30フレームカウントのタイムコードを出力

します。

（25TC）：コンバートした25フレームカウントのタイムコードを出力

します。

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

―――

SYNC PHASE*

―――

DF MD

RC_30SYS

24 TAPE

LTC_OUT

EXIT

SUPR_FRQ

RC_TC*

SD SUPER

キー 項　　　目 機　　　　能

* 1080/23p、1080/24p、1080/25p、1080/50i、システムフォーマット時のみ表示されます。30TC選択時、タイムコード
の連続性は1倍速走行サーボロック時のみ保証されます。それ以外は不連続になりますのでご注意ください。
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TC/CHR CONVERTメニュー

□TC SYNC値とSYNC PHASEの設定について

1080/23psf（p）→1080/59i（480/59i）、1080/24psf（p）→1080/60iへ変換する場合
TCも同様に変換処理することになりますので変換時に基準となる時間情報（TC SYNC値）と変換出力映像の

3:2 PULL DOWNシーケンス（SYNC PHASE）を入力する必要があります。

□TC SYNC値の設定
変換時に基準となる変換前の24フレームカウントのTC（24TC）値と、変換後の30/25フレームカウント

のTC（30TC）/（25TC）値を入力します。

〈ノート〉

1080/25psf→1080/23psf→1080/59i（480/59i）または1080/25psf→1080/24psf→1080/60i

へ変換する場合

変換時の基準となる変換前の25フレームカウントのTC（25TC）値と変換後の24/30フレームカウントのTC

（24TC）/（30TC）値を入力します。SYNC PHASEは24TC→30TC変換時に有効になります。

HDモニターに出力するタイムコードを選択します。

24TC： オリジナルの24フレームカウントのタイムコードを出力します。

30TC： コンバートした30フレームカウントのタイムコードを出力

します。

（25TC）：コンバートした25フレームカウントのタイムコードを出力

します。

LTC OUTの出力設定を行います。

（詳しくは93ページを参照してください）

（25TC）：VTRのSYSTEM周波数が25/50Hzの時、表示されます。

25フレームカウントのタイムコードを出力します。

30TC： コンバートをした30フレームカウントのタイムコードを出

力します。

24TC： 24フレームカウントのタイムコードを出力します。

F12

F13

HD SUPER

LTC OUT*

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

EJT CTL

RESET

FREEZE

OFF

OUTPUT TC/UBTC/CTL TC CLR

RESET

TC HOLD

HOLD SETUP

FREE
REC INH

RC 30SYS

EE TCTC

8

F6 (RC_30SYS）キーがONに、F10（RC_TC）キーが30TCにそれぞれ設定され、音声インサート編集条件

が確定された場合、HOMEメニューおよびMANUAL EDITメニューは以下のように が右上に表示

されます。

RC 30SYS
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VTRシステム23.98Hz、外部30Hz環境で
音声インサート編集する機能について

PLAYER

（音声ソース）
音声

アナログ入力
AES入力

EDIT CONTROLLER

RECORDER
HD3700B

SYSTEM
1080/23.98psf

SD REF(BB)

RS422
30fs

RS422
30fs

パターン1
V2 V3 V4 V5 V6 V7

A1 A2 A3 A4 A5

V1 V2

V1

IN点 OUT点

V3 V4 V5 V6 V7

A2 A3 A4 A5 A6

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7

A3 A4 A5 A6 A7

パターン2

パターン3

IN点1フレームシフト OUT点1フレームシフト

IN点2フレームシフト OUT点2フレームシフト

IN点 OUT点

IN点 OUT点

AV位相はずれない�

AV位相はずれない�

上記システム接続図に示したように、外部機器が30Hz環境下の時にでも、HD3700Bの23.98Pテープに音声

インサート編集をすることができるようになり、編集作業の効率アップが図れます。

VTRのメニュー設定については、後述を参照してください。

＜編集精度について＞
HD3700Bでは、Tape上のVIDEOと入力AUDIOの位相をそろえて記録する（A/V位相のズレは無し）ために、

IN/OUT点精度は以下の3パターン存在します。（パターン2、3に示したように、IN/OUT点がずれる場合があり

ますので、ご注意ください。）
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＜留意事項＞
次の条件を満足していないと、本機能は動作しません。

（a）VTRのSYSTEM周波数が、23.98Hzに設定されていること。

（b）ブラックバーストREF信号が接続されていること。

（c）TC/CHR CONVERTメニューが以下の設定となっていること。

RC_30SYS（F6） ON

RC_TC（F10） 30TC

（d）音声入力は、AES入力またはアナログ入力とし、エンベデッド音声は選択しないようにしてください。

（AV位相がずれて編集される可能性があります。）

（e）INTERFACE SET UPメニューが以下の設定となっていること。

VAR LIMT (F10) OFF

本機能は音声インサートのみ実行できる機能ですので、上記設定が完了した状態では、以下の編集モードは禁止

され、設定することができませんのでご注意ください。

・アセンブル編集モード

・インサート（ビデオ）編集モード

・インサート（CUE選択）編集モード

・インサート（TC選択）編集モード

編集チャンネル選択を確定した後、外部（9ピンまたは232C）から、またユーザーファイルロード等で禁止条件

に該当した場合、EDITプリセットコマンドやインサート（ビデオ／CUE／TC）をマスク処理して実行します

ので、ご注意ください。

VTRシステム23.98Hz、外部30Hz環境で
音声インサート編集する機能について
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VTRシステム23.98/24（25）Hzで
25P（23.98P/24P）テープを再生する場合の
LTC出力選択機能について

25P

HDD5テープ

25P

DATテープ

HD3700B

LTC_OUT
25Hz TC

システム
23.98(24)Hz

23.98(24)映像

23.98(24)音声

HD3700H/A/B

システム
23.98(24)Hz

DAT

システム
23.98(24)Hz

上記に示したように、25Hzで記録されたテープを23.98（24）Hz再生する場合のシステムでは、映像と音声を

同期させるために、外部のDAT機器に25HzのTC情報を供給して、VTRに同期運転させることができます。

このようにVTRのシステム周波数が23.98Hz または24Hzで、1080/25P記録されたテープを再生する

場合、24フレームカウントのTCに加えて、テープに記録されたオリジナルの25フレームカウントのTCを

LTC_OUT端子から出力することも選択できるようにした機能です。

逆にVTRのシステム周波数が25Hzで、1080/23.98Pまたは1080/24P記録されたテープを再生する場合、

25 フレームカウントの TC だけでなく、テープに記録されたオリジナルの 24 フレームカウントの TC を

LTC_OUT端子から出力することもできます。

（AJ-HD3700Hでは、システム周波数25Hzで23.98（24）Pテープ再生時、音声は正常出力されませんので

ご注意ください。）

以上のように、VTRシステム周波数と記録済みテープの周波数が異なる状態で、LTC_OUT端子から記録済みテー

プのオリジナルのTCを選択出力できることで、外部機器との接続運用のシステム性を拡張しています。

VTRのメニュー設定については、90ページを参照してください。

（なお、本機能を利用してLTC_OUT端子から出力するLTC波形は、通常再生時でも記録時と異なるテープ速度で

の再生となるため規格で定義された波形と異なります。）
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MULTI CUEメニュー

キーを押すとメニューが出ます。
MULTI
CUE

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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MULTI CUEメニュー

1のキュー番号の指定。

2のキュー番号の指定。

3のキュー番号の指定。

4のキュー番号の指定。

5のキュー番号の指定。

Fキーと同時に押すと、ON/OFFが切り替わります。

ON： そのページのキュー点の登録、変更、削除は行えません。

OFF： そのページのキュー点の登録、変更、削除が可能になります。

MULTI CUE SET UPメニューへ移行します。

6のキュー番号の指定。

7のキュー番号の指定。

8のキュー番号の指定。

9のキュー番号の指定。

10のキュー番号の指定

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

1

キュー番号の指定

2

キュー番号の指定

3

キュー番号の指定

4

キュー番号の指定

5

キュー番号の指定

PROTECT

ページロック

ON/OFF

―――

SET UP

6

キュー番号の指定

7

キュー番号の指定

8

キュー番号の指定

9

キュー番号の指定

10

キュー番号の指定

キー 項　　　目 機　　　　能
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MULTI CUEメニュー

□ページの切り替え

・FキーとF1（1）～F5（5）、F9（6）～F13（10）キーを同時に押すと該当するページを選択

できます。

・Fキーと¤キーを同時に押すと、ページアップ。

・Fキーと⁄キーを同時に押すと、ページダウン。
1ページ目でページダウンすると、10ページ目が表示されます。

10ページ目でページアップすると、1ページ目が表示されます。

□プロテクト

FキーとF6（PROTECT）キーを同時に押すと、表示されているページのプロテクト状態が設定で

きます。

再度FキーとF6キーを同時に押すとプロテクト状態は解除されます。

プロテクト状態は番号が以下のようになります。

プロテクト状態 プロテクト解除状態

□キューの登録

キュー点は最大100個登録できます。

（1）登録するキュー番号を選択します。

F1～F5、F9～F13キーの一つを押します。押された番号が反転します。

（2）タイムコードを入力します。

入力の方法は3通りあります。

1）サーチダイヤルでキュー点を探し、ENTRYボタンを押します。

2）数字キーでダイレクトにタイムコードを入力し、ENTキーを押します。

3）カーソルを値の取り込む部分に移動させます。

1. FROMキーを押します。

スクラッチパッドレジスタにカーソル位置のタイムコードが取り込まれます。

2. ＋、－、数字キーで加減算します。

3. ENTキーを押します。

演算結果を表示します。

4 PAGE F

1 PAGE 1 PAGE

00 44 07 04FROM

SPR DATA

00 44 07 07
SPR DATA

ENT

3



－97－

MULTI CUEメニュー

4. 取り込んだタイムコードを表示させる部分にカーソルを移動させます。

5. COPYキーを押して、取り込まれたタイムコードを呼び出します。

キューデータが確定します。

・MULTI CUE SET UPメニューのF1（AUTO STEP）キーを「ON」にしているときは、自動的

に次のキュー番号位置が反転します。

・登録したキュー点は電源を切ってもメモリーされています。

□キュー点の変更

既に登録されているキュー点を変更するには、以下の操作を行います。

（1）登録するキュー（F1～F5、F9～F13）を押します。

（2）カーソルキーを押して、変更するキューのタイムコードに桁カーソルを移動させます。

（3）カーソルセンターキーを押してカーソルを桁カーソルにした後、数字キーで値を入力します。

（4）ENTキーを押します。

□キューデータのクリア

既に登録されているキュー点をクリアするには、以下の操作を行います。

（1）クリアするキュー（F1～F5、F9～F13）を押します。

（2）Cキーを押します。

（3）ENTキーを押します。

□全キューの削除

F8（SET UP）キーを押してSET UPメニューのF3（PAG CLR）とFキーを同時に押します。ペー

ジ内のキューがすべて削除されます。またF5（ALL CLR）とFキーを同時に押すと、全ページの

キューが削除されます。（ただし、プロテクト状態のページのキューは削除できません。）

4 : : :

カーソルセンターキー カーソルキー

4 00:44:07:07COPY

4 00:44:07:07
カーソルセンターキー

カーソルキー

0 0 4 4 0 7 0 4

4 00:44:07:04
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MULTI CUE SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。F8MULTI
CUE

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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MULTI CUE SET UPメニュー

ON： キュー点が登録されると、自動的に次の項目へカーソルが移動します。

OFF：カーソルは移動しません。

・下記のF2（PAG MODE）が「ON」の場合、カーソルの移動はページ

内のみで行われます。

例えば、キュー番号10のキュー点登録が完了すると、同一ページの

キュー番号1のタイムコード入力箇所へカーソルが移動します。

・下記のF2（PAG MODE）が「OFF」の場合、カーソルの移動はペー

ジ間にわたって行われます。

例えば、キュー番号10のキュー点登録が完了すると、次ページのキュー

番号1のタイムコード入力箇所へカーソルが移動します。

ON： カーソルの移動はページ内のみに限定されます。

OFF：カーソルはページ間にわたって移動可能です。

Fキーと同時に押すと、ページ内のキューの登録データは全てクリアされ

ます。

・プロテクトがかかっているページはクリアできません。

Fキーと同時に押すと、全キューデータはクリアされます。

・プロテクトがかかっているページはクリアできません。

MULTI CUEメニューへ戻ります。

ON： －1、0、＋1、＋2倍速にダイヤルクラッチ設定。

OFF：クラッチ設定をしません。

－1←→＋2：－1～＋2の速度範囲。

－1←→＋1：－1～＋1の速度範囲。

0←→＋1： 0～＋1の速度範囲。

ON： バリアブルモード時、EXECUTEボタンを押すとフリーズ画を出

力します。（テープ走行は継続しています。）

STOP、PLAY、FF、REW、JOG、VAR、SHTLボタンを押す

と、フリーズ画は解除されます。

OFF：フリーズ画を再生しません。

プリロール時間を設定します。

1sec単位で0～30secまでプリロール時間を選択できます。

F1

F2

F3

F4

F5

F6～F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

AUTO STEP

オートステップモード

ON/OFF

PAG MODE

カーソルの移動モードの設定

PAG CLR

ページ内キュー

データのクリア

―――

ALL CLR

全キューデータのクリア

―――

EXIT

CLUTCH

バリアブルモードでのダイ

ヤルクラッチのON/OFF

MAX SP.

バリアブルモードの

テープ最高速度選択

AUTO FRZ*

オートフリーズ

―――

CUE ROLL

プリロール時間の選択

キー 項　　　目 機　　　　能

* MULTI CUEメニュー画面で有効になります。

D3再生モードでは下記のようになります。
－1←→＋3：－1～＋3の速度範囲。
－1←→＋1：－1～＋1の速度範囲。
0←→＋1： 0～＋1の速度範囲。
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDITメニュー

（または ）→ キーを押して「MANUAL EDIT」メニューにします。INSERT F12ASSEM

MANUAL EDIT SET UPメニューに移行します。

編集モードを選択します。

ON： 編集モードをONにします。

OFF：編集モードをOFFにします。

AUTO EDITメニューに移行します。

INSERT MANUAL EDIT CH SELECT（編集チャンネル選択）メニュー

に移行します。（インサート編集のみ）

F1～F7

F8

F9

F10～F11

F12

F13

―――

SET UP

INSERT/ASSEMBLE

編集モードの

ON/OFF

―――

AUTO EDIT

CH SELECT

編集チャンネルの選択

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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INSERT MANUAL EDIT CH SELECTメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。INSERT F12 F13

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

* PCMオーディオが4chのフォーマット選択時は、CH-5～CH-8は表示されません。
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INSERT MANUAL EDIT CH SELECTメニュー

編集チャンネルの選択

インサート編集時のみ有効です。

ON： 編集チャンネルとして選択されます。

OFF：編集チャンネルとして選択されません。

・デジタルオーディオチャンネルのみ選択してインサート編集する場合で

も、必ず安定した入力ビデオ信号を接続しておいてください。

入力ビデオ信号が乱れると、音声が正常に記録されない場合があります。

MANUAL EDIT SET UPメニューに移行します。

編集チャンネルの選択

インサート編集時のみ有効です。

ON： 編集チャンネルとして選択されます。

OFF：編集チャンネルとして選択されません。

・デジタルオーディオチャンネルのみ選択してインサート編集する場合で

も、必ず安定した入力ビデオ信号を接続しておいてください。

入力ビデオ信号が乱れると、音声が正常に記録されない場合があります。

INSERT MANUAL EDITメニューに移行します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

VIDEO

ビデオチャンネルの

ON/OFF

CH-1

オーディオチャンネル

CH1のON/OFF

CH-2

オーディオチャンネル

CH2のON/OFF

CH-3

オーディオチャンネル

CH3のON/OFF

CH-4

オーディオチャンネル

CH4のON/OFF

CUE

アナログキューチャ

ンネルのON/OFF

TC

LTC タイムコード

チャンネルのON/OFF

SET UP

CH-5

オーディオチャンネル

CH5のON/OFF

CH-6

オーディオチャンネル

CH6のON/OFF

CH-7

オーディオチャンネル

CH7のON/OFF

CH-8

オーディオチャンネル

CH8のON/OFF

CH SELECT

キー 項　　　目 機　　　　能
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー

（または ）→ キーを押して「MANUAL EDIT」メニューにし、 キーを押すとメ

ニューが出ます。

または

→ キーを押すとメニューが出ます。SET UP F2

INSERT F8ASSEM

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F12
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UP メニュー

編集IN点およびOUT点での記録フィールドのタイミングを設定します。

FキーとF1キーを同時に押すと設定できます。

F1： IN点の奇数フィールドから編集を開始し、OUT点1フレーム

前の偶数フィールドを記録して編集を終了します。

F2： IN点の偶数フィールドから編集を開始し、OUT点の奇数フィー

ルドを記録して編集を終了します。

F1/F2：編集 IN点およびOUT点のフィールドは編集コマンドの出るタ

イミングによって決定されます。

編集タイミングが偶数フィールドで出れば、奇数フィールドで終

了し、奇数フィールドで出れば、偶数フィールドで終了します。

・編集タイミングの設定はAUTO EDIT SET UPメニューでも行えます。

AUTO EDIT SET UPメニューで異なるモードを設定した場合、この

メニューで設定したモードも変更されます。

・CONTROL（REMOTE/LOCAL）スイッチをLOCAL側に設定してい

る時は強制的にF1の設定になります。

MANUAL EDITメニューに戻ります。

オプティマイズが完了した時のREC ENVに対して編集開始（5フレーム

前）のENV値が25％ダウンするとエラーと判断し、以下の動作が選択

できます。

ON： オプティマイズモードで編集を実行中、IN点までにエラーが発生

した場合、編集を中止し、停止モードになります。

OFF：エラーメッセージだけを表示し、編集は継続します。

通常時のトラッキング調整は不必要。編集時にトラッキングずれが起こっ

た場合に調整します。

VAR： 手動でトラッキングを調整します。

「トラッキングの手動調整」（109ページ）を参照。

FIX： トラッキングを固定します。

OPT. ONCE： カセット挿入後、最初の編集で、IN点までのPLAY中

に最適化を行います。それ以後は最適化は行いません。

またEDIT/PLAY中にPLAYボタンとSTAND BYボ

タンを同時に押すと再度最適化を行い、EDIT/PLAYの

たびに最適化します。

OPT. AUTO： 編集のたびに毎回 IN点までのPLAY中に最適化を行い、

他のメニューに移っても保持されます。

「トラッキングの自動調整」を参照。

F1

F2～F7

F8

F9

F10

TIMING*

編集タイミングの設定

―――

EXIT

ERR. STP

エラーストップ

TRACKING

トラッキング調整

キー 項　　　目 機　　　　能

* 1080/23p、1080/24p、1080/25p、720/59pフォーマット選択時は表示されません。（強制F1）
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UP メニュー

D5テープ再生時のキャプスタンサーボロックモードを選択します。

4F AUTO（8F AUTO：1080/23p、1080/24p、1080/25p、

1080/50i、576/50i時）：

カラーフレームオートロックモードになります。

再生中、カラーフレームに不連続が生じた場合、本機は再度新しいカラー

フレームにロックします。

4F FORCE（8F FORCE：1080/23p、1080/24p、1080/25p、

1080/50i、576/50i時）：

カラーフレーム強制ロックモードになります。

再生中、カラーフレームに不連続が生じても、本機は最初にロックした

フィールドの順序を保持します。

2F：フレームロックモードになります。

・キャプスタンサーボロックモードはHOME SET UPメニューでも設定

できます。互いに異なった設定を行った場合、最後に設定したモードを

優先します。

F13キーが「X FADE」または「V FADE」のとき有効です。

設定できる時間は5、10、15、20、25、50、100ms。

（初期設定は5ms）

設定のしかたは「オーディオフェード時間の選択」（110ページ）を参照。

オーディオの編集を、先行再生音声と入力音声をクロスフェード、または

Vフェードさせながら編集することができます。

X FADE：オーディオクロスフェード編集が行えます。

CUT： カット編集（通常の編集）になります。

V FADE：オーディオのVフェード編集になります。

F11

F12

F13

CAP LOCK

キャプスタンサーボ

ロックの設定

FD TIME*

オーディオフェード

時間の設定

MODE*

オーディオフェード

編集の設定

キー 項　　　目 機　　　　能

* EDIT REC STATEがTAPE時は、CUTのみの選択になります。
ただし、Fキーと同時に押すとFADEを選択できますが、この場合EDIT REC STATE設定がEE1に切り替わります。



－106－

INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー

□EDIT REC INHIBITモード表示

編集の禁止モードの状態を表示します。

・SOFT WARE

チャンネル別に選択された編集禁止モードを表示します。

「SOFTWAREの禁止チャンネル選択」を参照。

VIDEO： ビデオチャンネルの編集を禁止します。

CH1～CH8：デジタルオーディオチャンネルの編集を禁止し

（CH4）ます。

CUE： キューチャンネルの編集を禁止します。

TC： タイムコードチャンネルの編集を禁止します。

・HOME

HOMEメニューのF13（REC INH）キーで設定された記録禁

止モードを表示します。

FREE： 記録可能です。

NRML REC：ノーマル記録モードが禁止されています。

PRE_CTL： ノーマル記録時において上書きを禁止します。

ALL： すべての記録・編集動作は禁止されています。

・CASSETTE

カセットテープ側で設定された記録禁止モードを表示します。

FREE： 記録可能です。

VID/CNTL：ビデオ、コントロール信号が禁止されています。

ALL： すべての記録・編集動作は禁止されています。

□記録禁止モードの優先順位

禁止モードには優先順位があり、選択によっては記録できないこともあります。例えば、CASSETTE

の「ALL」を選択していると、他のどのような設定にもかかわらず、編集ならびに記録はできません。

第1位　CASSETTE

第2位　HOME

第3位　SOFTWARE
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー

□SOFTWAREの禁止チャンネル選択

（1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルが表示されます。

（2）カーソルキーを押して、編集を禁止し、チャンネルにカーソルを移動させます。

（3）カーソルセンターキーを押します。

表示が反転すれば、編集禁止チャンネルの選択は完了です。

再度カーソルセンターキーを押すと編集禁止は解除されます。

・一つでも編集禁止チャンネルがあると、アセンブル編集を選択することはできません。

ご注意

・CASSETTE EDIT REC INHIBITまたはHOME REC INHIBITのどちらかでも「ALL」または

「PRE_CTL」に設定されている場合は、すべての記録編集動作が禁止されます。

・CASSETTE EDIT REC INHIBITが「VIDEO/CNTL」に設定されている場合は、VIDEOチャン

ネルは常に編集禁止になります。

□REC ENV表示

再生時に回転記録ヘッドから再生されるRFエンベロープレベルを表示します。

CH4

CH4

カーソルセンターキー

カーソルキー

5
4
3
2
1

REC ENV
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー

□トラッキング

・トラッキングの自動調整（オプティマイズ）

トラッキングを自動で最適化するには

F10（TRACKING）キーを押して「OPT ONCE」または「OPT AUTO」を選択します。

プリロール時間は5秒以上に設定してください。

・「OPT ONCE」は、カセット挿入後、最初の編集で IN点までのPLAY中に1回だけ最適化を行い

ます。それ以後は最適化を行わず、値は固定されます。

・「OPT AUTO」は、編集のたびに IN点までのPLAY中に最適化を行います。

〈ご注意〉

・「OPT ONCE」は下記のような連続編集をされる場合に適しています。（このような編集の時に、

「OPT AUTO」を設定されると、トラッキング誤差が蓄積される可能性があります。）

・「OPT AUTO」は下記のような間欠編集をされる場合に適しています。

・「OPT ONCE」で再度、最適化を行う場合は以下の手順で行ってください。

（1）INSERTまたはASSEMBLEボタンを押して、F9キーをハイライトにし、編集モードにします。

INSERTまたはASSEMBLEのLEDが点灯していることを確認してください。

（2）PLAYボタンを押してPLAYモード（EDIT PLAY）にします。

（3）「PLAY」＋「STAND BY」を同時に押すと、オプティマイズを実行します。

ご注意

（1）オプティマイズ化されたトラッキング値は、他のメニューに移っても保持されています。

（2）オプティマイズ実行中は以下のメッセージが表示され、トラッキングの値を示す▲マークが処

理の過程を示します。

オプティマイズの処理が完了すると以下のメッセージが表示され、INSERT/ASSEMBLE

MANUAL EDIT、HOMEメニューの画面に「TRACK OPT」が表示されます。

OPTIMIZING

ベース 編集1 編集2 編集3 ベース

COMPLETE

ベース 編集1 ベース 編集2 ベース

ASSEM INSERT
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー

TIME OVER

（3）次のような場合は、以下のメッセージが表示され

オプティマイズ化を中止します。

・オプティマイズの途中でPLAYモード以外のモードにした場合

・オプティマイズ処理が失敗した場合

・テープにVIDEO信号が記録されていない場合

・テープにCTL信号が記録されていない場合

この時、トラッキング値はセンター値（0）になります。

（4）オプティマイズの処理が5秒以上経過しても完了しない場合は、以下のメッセージが表示されオ

プティマイズを中止します。

（5）カセットをEJECTするとオプティマイズ値はキャンセルされます。

□トラッキングの手動調整

（1）テープを入れて、再生します。

（2）F10（TRACKING）キーを押して「VAR」にします。

（3）ADJUST VRを回し、エンベレベルが一番高くなるように調整します。

NOT COMPLETE

VAR
TRACKING

5
4
3
2
1

REC ENVADJUST
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INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー

□オーディオフェード時間の選択

（1）F13（MODE）キーを押して「X FADE」または「V FADE」にします。

（2）F12（FD TIME）キーを押します。

（3）ADJUST VRを回してオーディオフェード時間を選択します。

＜ノート＞

Vフェード時間はFD_TIMEの設定時間の倍になります。

例えば、FD_TIMEを100msに設定する場合

X FADE
MODE

10
FD TIME

25

ADJUST

先行再生信号 インサート信号

フェードタイム フェードタイム

IN点 OUT点

実線はXフェード

破線はVフェード

先行再生
信号

V FADE V FADEX FADE

V�
X

V�
X

Xフェード

Vフェード

100ms

200ms

100ms 100ms
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

または → キーを押して「AUTO EDIT」メニューにします。INSERT F12ASSEM

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

F1キーを押すと「LOAD」と表示され、最後に入力した編集データを呼

び出します。

F2キーを押すと「LOAD」と表示され、最後に編集した全データを呼び

出します。

RS-422Aで接続しているVTRをリモートコントロールします。

ON： リモートコントロールが可能です。

OFF：本機の単独操作になります。

・このページのF5（PLYR SEL）キーも参照してください。

サーチダイヤルの操作による再生速度・方向をメモリして、自動編集時に

その内容を再現させることができます。（自機による再現と接続した再生

機をコントロールする場合があります。）

ON： バリアブルメモリー機能の使用可能。

OFF：バリアブルメモリー機能の使用不可。

PLYR-1：REMOTE OUT端子に接続したVTRをコントロールします。

PLYR-2：REMOTE IN/OUT端子に接続したVTRをコントロールします。

PLAYER： F5（PLYR SEL）キーで選択されたプレーヤをリモート

コントロールします。

RECORDER：本機（レコーダ）のみをコントロールします。

ON： 登録した編集点をフレーム単位で修正します。「トリム操作」を参照。

OFF：トリム機能を解除します。

AUTO EDIT SET UPメニューに移行します。

編集モードを選択します。

ON： 編集モードをONにします。

OFF：編集モードをOFFにします。

インサート編集時、オーディオとビデオの編集点を個々に登録する機能です。

ON： スプリット編集を行います。

OFF：スプリット編集を解除します。

（詳しくはハードウェア取扱説明書の42、43ページを参照してください。）

INSERT AUTO STOP CODEメニューに移行します。（インサート編集モードのみ）

MANUAL EDITメニューに移行します。

INSERT AUTO EDIT CH SELECT（編集チャンネル選択）メニューに

移行します。（インサート編集モードのみ）

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

LAST X

最後に入力した編集

データの呼び出し

LAST ED

最後に編集した全

データの呼び出し

W/PLYR

接続VTRのリモー

トコントロール

ON/OFF

VAR MEMO

バリアブルメモリー

PLYR SEL

リモートコントロー

ルする再生機の選択

R/P SEL

操作するVTRの選択

TRIM

編集点のフレーム修正

SET UP

INSERT（または

ASSEMBLE）

編集モードのON/OFF

SPLIT

スプリット編集

ON/OFF

STOP CODE*

MANUAL EDIT

CH SELECT

編集チャンネルの選択

キー 項　　　目 機　　　　能

* 1080/59.94i、525/59.94i、720/59.94pフォーマット選択時のみ設定可能です。（日本国内モデルのみ表示）
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□テープ位置インジケータ

レコーダとプレーヤの編集点（IN/OUT）とテープ位置を表示します。

・EOT（End Of Tape）とBOT（Beginning Of Tape）はテー

プが始端（BOT）と終端（EOT）にあるときに表示されます。

・スプリット編集時はオーディオとビデオの編集点が別々に表示さ

れます。

□デュレーション

デュレーションが分かっているときは、レコーダとプレーヤの編集

点はINまたはOUTだけを登録すれば自動的に残りは計算されます。

（レコーダのタイムコード読み取り値）

（プレーヤのタイムコード読み取り値）
（編集される時間）

□編集点の登録

(1）数字キーでダイレクトに入力します。

1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルがあらわれます。

2）カーソルキーを押して、カーソルをデータの入力位置に移動させます。

（図ではプレーヤの IN点）

3）カーソルセンターキーを押します。

カーソルは桁カーソルに変わります。

4）数字キーで編集点を入力します。

5）ENTキーを押します。

同じようにして、レコーダとプレーヤの INとOUT点を登録します。

・編集点はレコーダとプレーヤの3点を登録します。

(デュレーションの項参照）

・データを取り消す場合は：取り消す位置にカーソルを移動し、カーソルセンターキーを押すと桁

カーソルになります。Cキーを押すと登録点が削除できます。

INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

カーソルセンターキー

カーソルキー

IN

P
: : :

IN 0

P
: : :

0 0 0 0 3 4 1 4
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

（2）サーチダイヤルで編集点を探します。

1）サーチダイヤルで編集点を探します。

2）ENTRYボタンを押します。

・トリム操作

（1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルがあらわれます。

（2）カーソルキーを押して、カーソルを訂正したいデータ部分に移動させます。

（3）F7（TRIM）キーを「ON」にします。

（4）再度カーソルセンターキーを押して桁カーソルにします。

（5）＋、－ボタンを押して、フレーム単位で訂正します。

を一回押すごとに＋1されます。

を押し続けると自動的に加算され続けます。

（6）F7（TRIM）キーを押して「OFF」にします。

ご注意

再生（プレーヤ）機／編集機（レコーダ）の編集において各編集点を登録すると、最終編集点（4点目）は他の編

集点から自動演算され、仮想編集点として登録されます。

・仮想編集点表示の横には「＊」マークが表示されます。

・仮想編集点をクリアする場合は、他の編集点をクリアすることにより、自動的にクリアされます。

＋

＋

カーソルセンターキー

カーソルキー

IN

R
00:00:02:14

ON
TRIM

OFF
TRIM

IN

R
00:00:02:16
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

スクラッチパッドレジスタで入力します。

1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルがあらわれます。

2）カーソルキーを押して、カーソルを入力させたいタイムコードの IN、OUT位置に移動させます。

3）FROMキーを押します。

カーソル位置のタイムコードをレジスタ内に表示します。

4）＋、－、数字キーとENTキーを押して加減算します。

レジスタ内に演算結果を表示します。

5）演算結果をコピーさせたいカーソル位置（INまたはOUT）にカーソルキーを押して、カーソルを

移動させます。

6）COPYキーを押します。

変更した編集点のタイムコードが表示されます。

・4）の加減算に不合理な数字を入力した場合は、エラーメッセージが表示されます。

ERROR INVALID TC DATA

・COPYキーを押すまでは訂正は可能です。

00：14：03：05

SPR DATA

カーソルセンターキー

カーソルキー

・最後に入力した編集データの呼び出し

（1）カーソルセンターキーを押します。

カーソルがあらわれます。

（2）カーソルキーを押して、カーソルを呼び出したいデータ部分に移動させます。

（3）F1（LAST X）キーを押して「LOAD」にします。

最後に入力したデータがあらわれます。

・最後に編集した全データの呼び出し

（1）F2（LAST ED）キーを押して「LOAD」にします。

最後に編集した全データがあらわれます。

IN 00:00:02:16
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

□バリアブルメモリー機能

1. F3（W/PLYR）キーを「OFF」に設定します。

2. F4（VAR MEMO）キーを「ON」にします。

・既に IN、OUT点が登録されている場合は、IN、OUT点は自動的にクリアされます。

・スピリットモードが「ON」の場合は、強制的に「OFF」になります。

・バリアブルメモリー機能を使用するときは、AUDIO IN/OUT点の登録はできません。

3. 本機の編集 IN点を入力します。

バリアブルメモリー再生開始点になります。

・バリアブルメモリー再生では、OUT点の設定は不要です。

4. サーチダイヤルで初速度を設定します。

初速度はサーチインジケータに表示されます。

5. PREROLLとEXECUTEボタンを同時に押して、操作を開始します。

テープは、プリロール点まで走行し、初速度で再生が開始されます。

6. 編集 IN点を通過すると、EXECUTEボタンが点滅を開始します。

7. サーチダイヤルを回して、テープの速度を記憶します。

・EXECUTEボタンが点滅している間は、メモリーが可能です。

メモリー容量がいっぱいになると、EXECUTEボタンが点灯し、それ以上の記憶はできません。

・初速度、メモリー内容を変更する時は、再度ステップ4より実行してください。

8. バリアブルメモリーを終了する時は、STOPボタンを押します。

9. メモリー内容を再生する時は、EXECUTEボタンを押すと、メモリー内容を再現します。

■IN点通過からメモリー内容で再生し、メモリー内容の最後のスピードでSTOPボタンを押すまで

走行します。

■メモリーされた内容は、F4（VAR MEMO）ボタンを「OFF」から「ON」にすると消えます。

また、電源スイッチを「OFF」にするとメモリーは消えます。

W/PLYR

OFF

VAR MEMO

ON
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDITメニュー

□バリアブルメモリー編集

本機のRS-422A REMOTE OUT、REMOTE IN/OUT端子に接続されているVTRサーチダイヤルの操作により

再生速度・方向をメモリーして、自動編集時にその内容を再現させ、本機（レコーダ）に記憶することができます。

1.F3（W/PLYR）キーを「ON」に設定します。

■REMOTE OUT 端子に接続されている VTR をリモートコントロールする場合は、

ASSEMBLE/INSERT AUTO EDITメニューF5（PLYR SEL）をPLAY-1に設定します。

■REMOTE IN/OUT 端子に接続されている VTR をリモートコントロールする場合は、

ASSEMBLE/INSERT AUTO EDITメニューF5（PLYR SEL）をPLAY-2に設定します。

2.F4（VAR MEMO）キーを「ON」にします。

3.RECORDERのVIDEOの IN点、OUT点とPLAYERの IN点を登録します。

4.F6（R/P SEL）キーでPLAYERを選択し、サーチダイヤルで初速度を設定します。

初速度はサーチインジケータに表示されます。

5.PREVIEWボタンを押します。

テープは、プリロール点まで走行し、初速度で再生が開始されます。

6.編集 IN点を通過すると、EXECUTEボタンが点滅します。

7.RECORDER側のサーチダイヤルでRECORDERのOUT点まで速度を記憶させます。

RECORDERのOUT点までEXECUTEボタンが点滅している間は、メモリーが可能です。

メモリー容量が一杯になると、EXECUTEボタンが点灯し、それ以上の記憶はできません。

8.メモリー内容をプレビューするときは、PREVIEW/REVIEWボタンを押すと、メモリー内容を

再現します。

調相は行いません。編集タイミングの調整はINSERT/ASSEMBLE AUTOEDITSETUPメニュー

のF9（DLY_STRT）キーで調整してください。

9.プレビュー中にメモリーされた内容を変更するときは、サーチダイヤルを操作すると、

EXECUTEボタンが点滅し、その内容が記憶されます。

10.メモリーされた初速度を変更するときは、STOPボタンを押します。

F6（R/P SEL）キーを「PLAYER」にしてSTOPボタンを押しながら、サーチダイヤルで初速

度を設定してください。初速度を変更した場合は、メモリー内容はクリアされますので、ステッ

プ5より再度操作してください。

11.バリアブルメモリー自動編集をするときは、REC/EDIT ボタンを押します。メモリー内容で

PLAYERを再生し本機（レコーダ）に記録します。

12.レビューしたい場合は、REC/EDITボタンを押して、編集終了後に、PREVIEW/REVIEWボタン

を押すと、レビューします。

・メモリーされた内容はF10（VAR MEMO）キーを「OFF」から「ON」にすると消えます。

・電源スイッチを「OFF」にすると、メモリーは消えます。

W/PLYR

ON

VAR MEMO

ON
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INSERT AUTO EDIT CH SELECTメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。INSERT F12 F13

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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INSERT AUTO EDIT CH SELECTメニュー

編集チャンネルの選択

インサート編集時のみ有効です。

ON： 編集チャンネルとして選択されます。

OFF：編集チャンネルとして選択されません。

・デジタルオーディオチャンネルのみ選択してインサート編集する場合で

も、必ず安定した入力ビデオ信号を接続しておいてください。

入力ビデオ信号が乱れると、音声が正常に記録されない場合があります。

AUTO EDIT SET UPメニューに移行します。

編集チャンネルの選択

インサート編集時のみ有効です。

ON： 編集チャンネルとして選択されます。

OFF：編集チャンネルとして選択されません。

・デジタルオーディオチャンネルのみ選択してインサート編集する場合で

も、必ず安定した入力ビデオ信号を接続しておいてください。

入力ビデオ信号が乱れると、音声が正常に記録されない場合があります。

INSERT AUTO EDITメニューに移行します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

VIDEO

ビデオチャンネルの

ON/OFF

CH-1

オーディオチャンネル

CH1のON/OFF

CH-2

オーディオチャンネル

CH2のON/OFF

CH-3

オーディオチャンネル

CH3のON/OFF

CH-4

オーディオチャンネル

CH4のON/OFF

CUE

アナログキューチャン

ネルのON/OFF

TC

LTCタイムコード

チャンネルのON/OFF

SET UP

CH-5

オーディオチャンネル

CH5のON/OFF

CH-6

オーディオチャンネル

CH6のON/OFF

CH-7

オーディオチャンネル

CH7のON/OFF

CH-8

オーディオチャンネル

CH8のON/OFF

CH SELECT

キー 項　　　目 機　　　　能
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INSERT AUTO EDIT STOP CODEメニュー

→ キーを押して「AUTO EDIT」メニューにし、 キーを押すとメニューが出ます。INSERT F12 F11

STOP CODEを検出したときのブザー音を選択します。

ON： ブザー音を鳴らします。

OFF：ブザー音を鳴らしません。

STOP CODE検出後のVTRの動作を選択します。

ON： VTRは停止します。

OFF：VTRは動作を継続します。

SOM点から何秒前にSTOP CODEを記録するかを設定します。

1SEC、2SEC、3SEC、4SEC、5SECから選択します。

STOP CODEを検出した時、テープ走行を停止する位置を、通常の停止

位置からSOM点に近づく方向に0～30フレームの範囲でフレーム単位

で設定します。

INSERT AUTO EDITメニューに移行します。

STOP CODEを消去するかどうかを選択します。

ON： STOP CODEを消去します。

OFF：STOP CODEを消去しません。

STOP CODEを記録するかどうかを選択します。

ON： STOP CODEを記録します。

OFF：STOP CODEを記録しません。

F1

F2

F3

F4

F5～F7

F8

F9～F11

F12

F13

DET BEEP

ブザー音の選択

DET STOP

動作の検出

REC ADJ

記録位置の設定

DET ADJ

停止位置の設定

―――

EXIT

―――

CODE ERA

消去モードの選択

CODE REC

記録モードの選択

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

* STOP CODEは1080/59.94i、525/59.94i、720/59.94pフォーマット選択時のみ設定可能です。
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INSERT AUTO EDIT STOP CODEメニュー

AUTO_EDITメニューのF11（STOP CODE）キーを押すとAUTO_EDIT_STOP_CODEメニューに移行します。

（通常の編集はできなくなりますのでご注意ください。）

1. ストップコードの記録
PLAY、JOGモードなどでSOM点を頭出しし、F13（CODE REC）キーを押してONに設定した後、

REC/EDITボタンを押します。

REC/EDITボタンを押したところをSOM点として、F3（REC_ADJ）時間＋6秒前にプリロールしてから

記録動作を始め、下図のようにユーザビット“0”ストップコードを記録してからVTRは自動停止します。

（REC INHIBIT状態では、本動作は実行されませんのでご注意ください。）

PQ_RECの動作説明（REC_ADJを1秒に設定した場合）

注）STOPコードについてはリニア系トラックに書き込む関係上、前後のUB“0”は、のりしろ部分となり

ます。

ストップコード記録動作中はREC/EDITボタンが点滅または点灯します。動作を途中で止めるにはSTOPボ

タンを押します。

記録開始位置を指定するにはF3（REC_ADJ）［1、2、3、4、5sec（下線はDEFAULT設定）］キーを押

して、SOM点の何秒前からストップコードを記録するかを設定します。

［実際の記録開始位置は、SOM点からREC_ADJ時間＋1秒の位置（上図の28：00）から開始します。］

■ストップコードの記録確認
記録を確認するにはPREVIEW/REVIEWボタンを押します。

ストップコード記録開始位置の5秒前にプリロールし、再生を開始します。

ストップコードが正常に検出された場合には、F2（DET_STOP）［OFF、ON（下線はDEFAULT設定）］

キーの設定にかかわらず確認音が1秒鳴り、F4（DET_AJD）［0～30 FRAME（下線はDEFAULT設定）］

キーの設定にしたがって停止します。

ストップコードの記録点を通過しても停止しない場合は、改めて記録操作を行ってください。

（PREVIEW/REVIEWボタンを押して記録を確認する場合はAUTO_EDIT：STOP_CODEメニューのみ

有効です。）

23:00 28:00 29:00 30:00
SOM点

rec_adjuststop_code

タイムコード　インサート期間

テープ UB“0” STOP_CODE UB“0”

3フレーム 20フレーム

（26フレーム分）

3フレーム

プリロール5秒
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INSERT AUTO EDIT STOP CODEメニュー

2. ストップコードの消去
「ストップコード検出による停止」モードで消去したいストップコードで停止させ、F12（CODE ERA）キー

を押してONに設定し、REC/EDITボタンを押します。

VTRはストップコード記録点の5秒前にプリロールしてから消去動作を始め、下図のようにユーザビット“0”

を記録してから自動停止します。

（消去前のSTOP_CODE位置）

ストップコード記録動作中はREC/EDITボタンが点滅または点灯します。

動作を途中で止めるにはSTOPボタンを押します。

■ストップコードの消去確認
PREVIEW/REVIEWボタンを押します。VTRは記録点の5秒前にプリロールし、再生を開始します。ス

トップコードが記録されていた点で停止する場合には、改めて消去操作を行ってください。

（PREVIEW/REVIEWボタンでの記録確認は、AUTO_EDIT_STOP_CODEメニュー時のみ有効です。ま

た、消去後のPREVIEW/REVIEWボタンでの確認では、STOP_CODEを検出するまでPLAY動作を継続

しますのでSTOP_CODEの消去確認後はSTOPボタンを押してVTRを停止させてください。）

タイムコード　インサート期間
テープ

UB“0”

3フレーム 20フレーム 3フレーム
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3. ストップコードの検出（F1、F2キー）
ストップコードが書き込んだテープを再生する時、F1（DET_BEEP）、F2（DET_STOP）キーの設定に

よって下記の動作になります。

F1：DET_BEEP

OFF

OFF

ON

ON

F2：DET_STOP

OFF

ON

OFF

ON

ストップコード検出時のVTRの動作

何もしません。

停止します。（NORMAL_PLAYのみ）

1秒間ブザーがなります。

停止する（NORMAL PLAY）、と同時に1秒間ブザーが
鳴ります。
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDIT SET UPメニュー

（または ）を押して「AUTO EDIT」メニューにし、 キーを押すとメニューが出ます。

または

→ キーを押すとメニューが出ます。

INSERT F8ASSEM

SET UP F2

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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INSERT/ASSEMBLE AUTO EDIT SET UPメニュー

編集 IN点およびOUT点での記録フィールドのタイミングを設定します。

FキーとF1キーを同時に押すと設定できます。

F1： IN点の奇数フィールドから編集を開始し、OUT点1フレーム

前の偶数フィールドを記録して編集を終了します。

F2： IN点の偶数フィールドから編集を開始し、OUT点の奇数フィー

ルドを記録して編集を終了します。

F1/F2：編集 IN点およびOUT点のフィールドは編集コマンドの出るタ

イミングによって決定されます。

編集タイミングが偶数フィールドで出れば、奇数フィールドで終

了し、奇数フィールドで出れば、偶数フィールドで終了します。

ただし、本機単独でMANUAL EDIT を行う場合は強制的にF1

になります。互いに異なった選択をした場合、最後の選択が優

先されますのでご注意ください。

・TIMINGの設定はMANUAL SET UPメニューのF1（TIMING）キー

でも行えます。

プレビュー中のデュレーション（IN点とOUT点の間）間のビデオ信号を

選択します。

VVV：ビデオ入力信号をモニタします。

VBV：ブラック信号をモニタします。

プレビュー中のデュレーション（IN点とOUT点の間）間のオーディオ信

号を選択します。

SSS：オーディオ入力信号をモニタします。

SMS：ミュート音をモニタします。

VTR対VTRの編集で、調相機能を働かせ、編集精度を±0（TC選択時）

にするかどうかを選択します。

ON： 調相機能を働かせ、編集精度を±0（TC選択時）とします。ただ

し、CFモードでの編集で、CFが合わない時、プレーヤーの IN点

は強制的に＋1～＋3（8F設定時）します。

OFF：調相機能は働きません。

秒単位でプリロールタイムを設定します。

0～30秒の範囲で選択が可能です。（初期設定は5秒）

秒単位でポストロールタイムを設定します。

0～30秒の範囲で選択が可能です。（初期設定は2秒）

ENTRYボタンを押してから実際の動作までのリアクションタイムを補正します。

補正範囲は0フレームから30フレーム*2まで1フレーム単位で行えます。

（初期設定は0フレーム）

・ENTRYボタンで編集点を設定したとき、ボタンを押した瞬間からリア

クションタイムを引いた値が編集点になります。

操作

1．F7（REACTION）キーを押します。

2．ADJUST VRで調整します。

3．F7キーを押します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

TIMING*1

編集タイミングの設定

V PREV

ビデオプレビュー

A PREV

オーディオプレビュー

PLR SYNC

プレーヤシンク

PREROLL

プリロールタイムの選択

POSTROLL

ポストロールタイムの選択

REACTION

タイムラグによる

時間補正

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 1080/23p、1080/24p、1080/25p、720/59pフォーマット選択時は表示されません。（強制F1）
*2 フォーマットにより異なります。
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AUTO EDITメニューに戻ります。

再生コマンドを出してから実際の動作までのタイミングをフレーム単位で
設定します。（他のサーボリファレンスの異なるVTRとの同期を取りやす
くするために使用します。）
設定範囲は±30フレーム*1まで1フレーム単位で行えます。（初期設定
は0フレーム）
（－は早くなり、LOCAL時プリロール時間を補正し実現します。＋は遅
れを表し、REMOTE時、LOCAL時とも動作します。）

通常時のトラッキング調整は不必要。編集時にトラッキングずれが起こっ
た場合に調整します。
VAR： 手動でトラッキングを調整します。

「トラッキングの手動調整」（109ページ）を参照。
FIX： トラッキングを固定します。
OPT. ONCE： カセット挿入後、最初の編集で、IN点までのPLAY中

に最適化を行います。それ以後は最適化は行いません。
再度最適化を行うこともできます。「トラッキングの自
動調整」（108ページ）を参照。またEDIT/PLAY中に
PLAYボタンとSTAND BYボタンを同時に押すと再度
最適化を行い、EDIT/PLAYのたびに最適化します。

OPT. AUTO： 編集のたびに毎回 IN点までのPLAY中に最適化を行い、
他のメニューに移っても保持されます。「トラッキング
の自動調整」（108ページ）を参照。

再生時のキャプスタンサーボロックモードを選択します。
4F AUTO（8F AUTO：1080/23p、1080/24p、1080/25p、
1080/50i時、576/50i）：
カラーフレームオートロックモードになります。再生中、カラーフレーム
に不連続が生じた場合、本機は再度新しいカラーフレームにロックします。
4F FORCE（8F FORCE：1080/23p、1080/24p、1080/25p、
1080/50i時、576/50i）：
カラーフレーム強制ロックモードになります。再生中、カラーフレームに
不連続が生じても、本機は最初にロックしたフィールドの順序を保ちます。
2F： フレームロックモードになります。
・キャプスタンサーボロックはHOME SET UPメニューでも設定でき
ます。両方の設定が異なる場合は、最後に設定したモードを優先します。

F13キーが「X FADE」または「V FADE」のとき有効です。
設定できる時間は5、10、15、20、25、50、100ms。
（初期設定は5ms）
設定のしかたは「オーディオフェード時間の設定」（110ページ）を参照。

オーディオの編集を、先行再生音声と入力音声をクロスフェード、または
Ｖフェードさせながら編集することができます。
Ｘ FADE：オーディオクロスフェード編集が行えます。
CUT： カット編集（通常の編集）になります。
V FADE： オーディオのＶフェード編集になります。

F8

F9

F10

F11

F12

F13

EXIT

DLY STRT
再生立ち上がり
ディレイスタート

TRACKING
トラッキング調整

CAP LOCK
キャプスタンサーボ
ロックの設定

FD TIME*2

オーディオフェード
時間の設定

MODE*2

オーディオフェード
編集の設定

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 フォーマットにより異なります。
*2 EDIT REC STATEがTAPE時は、CUTのみの選択となります。
ただし、Fキーと同時に押すとFADEを選択できますが、この場合EDIT REC STATE設定がEE1に切り替わります。
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□プリロールタイムの選択

(1）F5（PREROLL）キーを押します。

（2）ADJUST VRで設定します。

最大30秒まで選択可能。

（3）F5キーを押します。

・HOME SET UPメニューのプリロールタイム設定と異なる場合は、最後に選択したプリロールタ

イムを優先します。

□DLY STRTの設定

（1）F9（DLY STRT）キーを押します。

（2）ADJUST VRで設定します。

（3）F9キーを押します。

・他のVTRとの立ち上がりタイミングが異なる場合、同期をとるときに設定します。

・本機をVTR対VTRのマスター機（レコーダ）として使用する場合は＋または－方向の調整が可能

ですが、リモートモード（コントローラ接続時またはVTR対VTRでのプレーヤ側）で使用すると

きは＋方向（遅らす方向）のみ可能です。

□EDIT REC INHIBITの設定

INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー（106ページ）と同じです。

25 SEC
PREROLL

ADJUST
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SET UPメニュー

キーを押すとメニューが出ます。SET UP

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

D3

HOME SET UP メニューへ移行します。

ASSEMBLE（またはINSERT）MANUAL EDIT SET UPメニューへ移行します。

ASSEMBLE（またはINSERT）AUTO EDIT SET UPメニューへ移行します。

SYSTEM SET UPメニューへ移行します。

TC/CHR SET UPメニューへ移行します。

AUDIO IN SET UP メニューへ移行します。

AUDIO OUT SET UPメニューへ移行します。

D3 SET UPメニューへ移行します。

INTERFACE SET UPメニューへ移行します。

PANEL SET UPメニューへ移行します。

USER SET UP メニューへ移行します。

ENGINEER SET UPメニューへ移行します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

HOME

MAN EDIT

AUTO EDIT

SYSTEM

TC/CHR

AUDIO IN

AUDIO OUT

―――

D3

INTERFACE

PANEL

USER

ENGINEER*

キー 項　　　目 機　　　　能

*FキーとF13キーを同時に押すとENGINEERメニューが表示されます。
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→ キーを押すとメニューが出ます。SET UP

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

D3  :  SET  UP

7.5%STUP
THROUGH
C  PRCS
NORMALD3  CAP  LOCK

D5  CAP  LOCK

4F  AUTO

2F

D3再生時のキャプスタンサーボロックモードを選択します。

（D5テープ記録・再生時の設定と独立して設定します。）

4F_AUTO： カラーフレームオートロックモードになります。

4F_FORCE：カラーフレーム強制ロックモードになります。

2F： フレームロックモードになります。

SET UPメニューに移行します。

D3テープ再生時、カラーフレームが不連続のテープを再生した場合の処

理方法を選択します。

Fキーと同時押しで変化します。（D3再生時以外は関係ありません。）

NORMAL：カラーフレームが合っていない時、ビデオ位相は水平方向に

シフトします。画質は劣化しません。

PROC： カラーフレームが合っていない時でも、ビデオ位相は変化し

ませんが、画質劣化する場合があります。

NONE： アップコンのHD出力を優先する設定で、水平方向シフトやコ

ムフィルタ処理による解像度劣化を発生しないようにします。

D3テープ再生時、再生コンポジット信号の7.5%セットアップを除去す

る／しないを選択します。

THROUGH： 7.5%セットアップの除去を実施しません。

REMOVE： 7.5%セットアップの除去を実施します。

F1～F4

F5

F6～F7

F8

F9

F10

F11～F13

―――

D3 CAP LOCK

―――

EXIT

C PRCS

7.5%STUP

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

・D5テープ記録・再生のキャプスタンサーボロックモードの設定は、HOME SETUPメニューのF5キーで、

D3設定時とは別に設定します。

F9

D3 SET UPメニュー

D5テープ記録・再生時の
キャプスタンサーボロック
モードを表示しています。
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INTERFACE SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。SET UP

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F12
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INTERFACE SET UPメニュー

RS-422A REMOTE端子に接続された機器をリモートコントロールする
とき、システムの構成によって4種類のモードを選択することができます。
各モードの信号の流れはメニューに表示されます。「モードと端子の関係
表」（133ページ）参照。
MODE-1： REMOTE OUT、REMOTE IN/OUT端子の接続VTRを

コントロールします。
MODE-2：本機と同じモードで、2台以上のVTRをコントロールします。
MODE-3： REMOTE OUT端子の接続VTRをコントロールできます。
MODE-4：本機と同じモードで2台以上のVTRをコントロールできます。
OFF： RS-422Aでコントロールしません。

ON： 設定およびコントロールができます。
OFF：設定およびコントロールができません。

BAUD RATE： ボーレートの設定。300、600、1200、2400、
4800、9600のボーレートの設定ができます。

DATA LENGTH：データ長の設定。7、8のデータ長の設定ができます。
START BIT： スタートビットの設定。スタートビットは1（固定）
STOP BIT： ストップビットの設定。ストップビットは1、2
PARITY： パリティビットの設定。パリティビットは NON、

ODD、EVEN

ON： コントロールができます。
OFF：コントロールはできません。

ON： V/Aコントロールからの制御を受けつけます。
OFF：V/Aコントロールからの制御を禁止します。
AVコントロールのパラメータは1200ボーレート固定です。

FF、REWのテープ速度を50、32倍速に切り替えます。
50： FF/REWの最高速度を±50倍速に設定します。
32： FF/REWの最高速度を±32倍速に設定します。

C、F、F6の各キーを同時に押すと設定できます。
RS-422A上でのコントローラに返すデバイス IDを選択できます。
デバイス IDはDEFAULT1、DEFAULT2、ID-1、ID-2、ID-3、USER
の6種類あり、使用しているコントローラに合うように選択してください。
USER設定デバイスIDを変更するときは、サービスマンにご相談ください。
DEFAULT1：“F＊1 30”で応答します。（例えばシステム周波数が

59Hzの時は「F030」）
DEFAULT2：“F＊2 4C”で応答します。
ID-1： “4＊1 03”で応答します。
ID-2： “0＊1 20”で応答します。
ID-3： “F＊1 19”で応答します。
USER： “ユーザー設定の任意の値”で応答します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

P-2
RS-422A
コントロールモード
の設定

RS-232C

PARA
50Pパラレル
リモートON/OFF

AV CONT.
V/Aコントロール

FF/REW MAX SP
FF/REW最高速度
設定

DEV. ID
デバイスタイプ

キー 項　　　目 機　　　　能

*1 システム周波数が50Hz、25Hz設定の時は“1”、それ以外の周波数は“0”。
*2 システム周波数が23Hz、24Hz設定の時は“2”、50Hz、25Hz時は“1”、それ以外の周波数は“0”。ただしシステム周波数が
23HzでもRC_TC設定が30TCを選択しているとき（89ページ参照）は“0”となります。

D3テープ再生時も
デバイス IDは自動
変化しません。
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Fキーを押しながらF7キーを押すと変更可能です。

VIDEO：ビデオのプリリード設定が可能です。

AUDIO：オーディオのプリリード設定が可能です。

V&A： ビデオとオーディオのプリリード設定が可能です。

SET UPメニューに戻ります。

外部（RS-422/232C）から、TCG UBプリセットコマンドを設定します。

L&V： ユーザーズビットをLTCとVITCに記録します。

LTC： ユーザーズビットをLTCに記録します。

VITC：ユーザーズビットをVITCに記録します。

外部（RS-422/232C）からVARコマンドに対して最大速度を設定し

ます。

FキーとF10キーを同時に押すと設定できます。

ON： －1～＋2倍速に制限されます。

OFF：－1.5～＋2.5倍速に制限されます。（約2倍速以上また－1倍

速以下はAT ON TRACKしないサーチ映像になります。）

外部（RS-422、V/Aコントローラ）からのビデオコンポーネント調整

コマンドに対してVTRのHD/SD出力のどちらを可変するかを選択し

ます。

NORMAL：HD/SDコマンドを識別し、それぞれのレベルを可変します。

HD： 強制的にHD出力レベルを可変します。

SD： 強制的にSD出力レベルを可変します。

BOTH： HD出力/SD出力レベルを連動して可変します。

F7

F8

F9

F10

F11

F12～F13

PREREAD*1

リモートコマンド

からのプリリード

設定

EXIT

UB PREST

リモートコマンド

からのUB設定

VAR LIMT*2

V. LEV. CNT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

* 1システムフォーマットがSDフォーマット（525/59i、625/50i）の時のみ表示します。
* 2＜ノート＞
エディティングコントローラ（例えばBVE-9100など）と接続してスロー編集を行う場合は「OFF」に設定してください。
－1倍速近辺や＋2倍速近辺でのスロー編集では調相できない場合があります。
D3再生モードでは、本設定に関係なく＋3.2倍速に制限されます。
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□モードと端子の関係表

MODE

MODE-1

MODE-1

MODE-2

MODE-3

MODE-3

MODE-4

ソース機として編集機にリモートコン

トロールされる場合、またはコント

ローラを用いて編集を行う場合の接続

（リモート）

IN OUT IN/OUT

コントローラ プレーヤ1 不可

コントローラ プレーヤ1 不可

コントローラ プレーヤ1 不可

不可 プレーヤ1 コントローラ

不可 プレーヤ1 コントローラ

不可 プレーヤ1 コントローラ

本機のフロントパネル操作で編集を行

う場合の接続（ローカル）

IN OUT IN/OUT

不可 プレーヤ1 不可

不可 不可 プレーヤ2

不可 不可 不可

不可 プレーヤ1 不可

不可 不可 プレーヤ2

不可 不可 不可

コマンド
返信データ

"

"

MODE-1の接続図

MODE-2の接続図

MODE-3の接続図

MODE-4の接続図
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□RS-232Cパラメータ設定

（1）F2（RS-232C）キーを押して「ON」にします。

パラメータの表示が出ます。

BAUD RATE： 300、600、1200、2400、4800、9600

DATA LENGTH：7、8ビット

START BIT： 1ビットに固定

STOP BIT： 2、1ビット

PARITY： NONE、ODD、EVEN

（2）カーソルセンターキーを押します。

入力領域が点滅します。

（3）カーソルキーを押して、入力領域を選択します。

Fキーとカーソルキーを同時に押すと、ブロック移動します。

BAUD RATE：

（4）カーソルセンターキーを押して、パラメータを設定します。

BAUD RATE：

（5）ENTキーを押して設定を確定させます。

□V/Aコントロールパラメータ設定

V/Aコントロールパラメータは1200ボーレート固定です。

4800

9600
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□CH ASSIGN オーディオチャンネルの設定

アナログオーディオのCH1、CH2のプリセットコマンドしか持っていないコントローラからのコマンドを読み

替え、デジタルオーディオCH1～CH4（8CHフォーマットの場合はCH1～CH8）、CUEチャンネルへの割

りつけを行います。

（1）カーソルセンターキーを押して、カーソルを表示させます。

入力領域が点滅します。

（2）Fキーとカーソルキーを同時に押し、カーソルをCH ASSIGNのブロックに移動させます。

（3）カーソルキーを押して、選択する位置にカーソルを移動させます。

（4）カーソルセンターキーを押して、表示をON/OFFします。

ONの場合は反転します。

（5）ENTキーを押して設定を確定させます。

INTERFACE SET UPメニュー

AUDIO-1 CH-1

AUDIO-2

AUDIO-1 CH-2

AUDIO-2

AUDIO-1 CH-2

AUDIO-2
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PANEL SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。SET UP F11

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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PANEL SET UPメニュー

OFF： クリック音はしません。

HIGH：大きいクリック音。

LOW： 小さいクリック音。

OFF： 警告音はしません。

HIGH：大きい警告音。

LOW： 小さい警告音。

－2←→＋2：－2～＋2の速度範囲。

－1←→＋1：－1～＋1の速度範囲。

－1←→＋2：－1～＋2の速度範囲。

OFF：クラッチなし。（F5キーもOFFになります。）

ON： 左端、中央、右端の3点にクラッチを設定します。

OFF： クラッチはありません。

×8： ±8倍速の位置にクラッチ。

×8、×4：±4、±8倍速の4つの位置にクラッチ。

×4： ±4倍速の位置にクラッチ。

50：シャトルの最高速度を通常再生の50倍速にします。

32：シャトルの最高速度を通常再生の32倍速にします。

16：シャトルの最高速度を通常再生の16倍速にします。

－20（－18）dB：基準レベルが－20（－18）になります。*

0dB： 基準レベルが0になります。

*オーディオ基準レベルを－18dBに設定している時は－18となります。

SET UPメニューに戻ります。

STANDARD：10時の桁から入力するモードになります。

REVERSE： フレームの桁から入力するモードになります。

TCをマニュアルで入力する全てのモードで有効となります。

ALL A&V： デジタルオーディオ記録再生系のレベルとビデオの再生系

（SYSTEM系を除く）が全てユニティ（UNITY）の時、

UNITYランプが点灯します。

AUDIO PB：デジタルオーディオ再生系のレベルが全てUNITYの時、

UNITYランプが点灯します。

OP MAP REMOTEメニューへ移行します。

－1←→＋2：－1～＋2の速度範囲。

－1←→＋1：－1～＋1の速度範囲。

0←→＋1： 0～＋1の速度範囲。

OFF：クラッチはありません。

ON： －1/0/＋1/＋2の倍速位置にクラッチ。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

SOUND KEY

ファンクションキー、

IN/OUTキーの

クリック音選択

SOUND ALARM

エラー発生時の

警告音選択

JOG MAX SP

ジョグの最高速度

SHTL L/C/R

シャトルのダイヤル

クラッチON/OFF

SHTL×8、×4

シャトルのダイヤル

×8、×4

クラッチ選択

SHTL MAX SP

シャトルの最高速度

A SCALE

オーディオレベルメー

タスケールの設定

EXIT

TC INPUT

タイムコード入力

モード

UNITY LD

OP MAP

VAR MAX SP

バリアブルの

最高速度

VAR CLUTCH

バリアブルモードの

クラッチON/OFF

キー 項　　　目 機　　　　能

D3再生モードでは下記のようになります。
－3←→＋3：－3～＋3の速度範囲。
－1←→＋1：－1～＋1の速度範囲。
－1←→＋3：－1～＋3の速度範囲。

D3再生モードでは下記のようになります。
－1←→＋3：－1～＋3の速度範囲。
－1←→＋1：－1～＋1の速度範囲。
0←→＋1： 0～＋1の速度範囲。
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PANEL SET UP（OP MAP REMOTE）メニュー

→ → キーを押して「OP MAP REMOTE」メニューにします。

このメニューはリモートモード時に、本機のフロントパネル上で操作可能なボタン、キー、つまみなどの設定、表

示を行います。

SET UP F11 F11

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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PANEL SET UP（OP MAP REMOTE）メニュー

VIDEO OUTメニューのレベル調整機能を選択します。キーを押すと、ハ

イライト表示になります。

AUDIO REC、PBレベル調整機能を選択します。キーを押すと、ハイラ

イト表示になります。

トラッキング調整を選択します。キーを押すと、ハイライト表示になります。

オーディオ信号のモニター選択L/Rボタンを選択します。キーを押すと

ハイライト表示になります。

ALL： 全てのキーのリモート操作ができます。

SELECT：選択したキーのリモート操作ができます。

ENABLE： 可能

DISABLE：不可能

ENABLE： EJECTの操作可能。

DISABLE：EJECTの操作不可能。

SET UPメニューに戻ります。

OP MAP LOCALメニューに移行します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9～F12

F13

VIDEO

ビデオのレベル調整

AUDIO

オーディオのレベル調整

TRACKING

トラッキング調整

MON SEL

モニター選択

MAP MODE

キー操作可能

FUNCTION

機能全体の可能／

不可能

EJECT

リモート時の

EJECTボタンの

有効／無効設定

EXIT

―――

LOCAL

キー 項　　　目 機　　　　能
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PANEL SET UP（OP MAP REMOTE）メニュー

ご注意

・このメニューで、F6キーを「ENABLE」に設定していても、本機がリモートモードでLOCAL

DISABLEコマンドを受けるとF6キーは「DISABLE」に変わります。

（ただし、EJECTボタンはF7（EJECT）キーに従います。）

・出荷時は、F6キーは「ENABLE」、F5キーは「SELECT」に設定されています。

□OP MAPの設定方法

・ディスプレイ上に表示されているコントロールパネルのグラフィックに、マークされているボタン

やキーは、実際のコントロールパネル上のボタンと対応しています。

コントロールパネル上で押したキーやボタンに対応した部分がハイライト表示されます。

・JOG、VAR、SHTLボタンを押すと、サーチダイヤルが表示されます。

・F1（VIDEO）キーを押すと、ADJUST VRが表示されます。

・F2（AUDIO）キーを押すと、ADJUST VRが表示されます。

・F3（TRACKING）キーを押すと、ADJUST VRが表示されます。

・F4（MON SEL）キーを押すと、L/Rボタンが表示されます。

□F5（MAP MODE）とF6（FUNCTION）キーの関係

F5（MAP MODE）

ALL

SELECT

F6（FUNCTION）

ENABLE

DISABLE

ENABLE

DISABLE

設　定　内　容

操作キー（STOP、PLAYなど）

このメニューの設定にかかわら

ず、全て可能。

このメニューの設定にかかわら

ず、全て禁止。

このメニューで選択されたキー

のみ可能。

このメニューの設定にかかわら

ず、全て禁止。

ファンクションキー

（F1～F13、ボリュームなど）

このメニューの設定にかかわら

ず、全て可能。

このメニューの設定にかかわら

ず、全て禁止。

このメニューの F1～ F4で選

択された機能および他の特定機

能のみ可能。

同上
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PANEL SET UP（OP MAP LOCAL）メニュー

→ → → キーを押して「OP MAP LOCAL」メニューにします。

ローカルモード時に、本機フロントパネル上で操作を不可能にするボタン、キー、つまみなどの設定、表示を行い

ます。

設定や調整値を不用意に触って、変化させてしまうことを防ぐことができます。

・初期設定は全て操作可能です。

SET UP F11 F11 F13

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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PANEL SET UP（OP MAP LOCAL）メニュー

VIDEO OUTメニューのレベル調整機能を選択します。キーを押すと、ハ

イライト表示になります。

AUDIO REC、PBレベル調整機能を選択します。キーを押すと、ハイラ

イト表示になります。

トラッキング調整を選択します。キーを押すと、ハイライト表示になります。

オーディオ信号のモニター選択L/Rボタンを選択します。キーを押すと

ハイライト表示になります。

ALL： OP MAPの設定にかかわらず、全てのキーの操作ができます。

SELECT：OP MAPで設定した機能のみの操作ができます。

SET UPメニューに戻ります。

OP MAP REMOTEメニューに移行します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6～F7

F8

F9～F12

F13

VIDEO

ビデオのレベル調整

AUDIO

オーディオのレベル調整

TRACKING

トラッキング調整

MON SEL

モニター選択

MAP MODE

キー操作可能

―――

EXIT

―――

REMOTE

キー 項　　　目 機　　　　能

□OP MAPの設定方法

・ディスプレイ上に表示されているコントロールパネルのグラフィックに、マークされているボタン

やキーは、実際のコントロールパネル上のボタンと対応しています。

コントロールパネル上で押したキーやボタンに対応した部分がハイライト表示されます。

・JOG、VAR、SHTLボタンを押すと、サーチダイヤルが表示されます。

・F1（VIDEO）キーを押すと、ADJUST VRが表示されます。

・F2（AUDIO）キーを押すと、ADJUST VRが表示されます。

・F3（TRACKING）キーを押すと、ADJUST VRが表示されます。

・出荷時はF5（MAP MODE）キーは「ALL」に設定されていますので、全ての操作が可能です。
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USER SET UPメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。SET UP F12

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
D3 :

Fキーと同時に押します。
選択したユーザーファイルを呼び出します。

Fキーと同時に押します。
選択したユーザーファイルを登録します。

Fキーと同時に押します。
選択したユーザーファイルを削除します。

LAST： ラストファイルを呼び出
します。

FACTORY：ファクトリーファイルを
呼び出します。*

1～10： ユーザーファイルを呼び
出します。

SET UPメニューに戻ります。

Fキーと同時に押します。
カーソルで選んだファイルがロックさ
れ、更新、削除はできません。
再度押すとロックは解除されます。ユー
ザーファイル5～10に使用します。

パスワードを設定するときに押します。
キーを押した後、4文字のパスワードを
入力します。
ユーザーファイル1～4に使用します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6～F7

F8

F9

F10

F11～F13

LOAD
ユーザーファイル
の呼び出し

SAVE
ユーザーファイル
の保存

DELETE
ユーザーファイル
の削除

―――

POWER UP
電源投入時の
ファイルの呼び
出し

―――

EXIT

LOCK
ファイルの
ロック

PASSWORD
パスワード

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

* SYSTEM SET UPメニュー（148～150ページ）のF1～F7で設定される項

目はファクトリーファイルをロードしても書き替わりません。

〈STEP UP. USERメニューのファンクション設定について〉

F+F3

Syscon (User File)

On Board RAM

On Board RAM

VTR

Delete

F+F1

F+F2

Current File

No. 1~10

Load

Save

●ユーザーファイル（SET UPメニュー)
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□ユーザーファイルの保存

本機には12のファイルが用意されています。

2つは最新電源遮断時の状態が保存される LAST ファイルと工場出荷時（初期設定）の状態が保存される

FACTORYファイルで、予め予約されています。これら2つのファイルの削除と更新はできません。

10のファイルはユーザーファイルとして、ユーザーが自由に設定したメニューの内容を保存するこ

とができます。呼び出し、削除、更新も自由に行えます。

（1）各メニューの設定を保存させたい状態にしておきます。

・UNITYとVARの設定がある場合、UNITYに設定されていても、VARの値も同時に保存さ

れます。

（2）カーソルキーを押して、希望するファイル番号を選択します。

カーソルは前回指定した場所に出ます。

（3）ファイル名を入力します。

最大20文字まで入力できます。

1. EDITOR 1

（4）FキーとF2（SAVE）キーを同時に押してファイルを保存します。

ファイル名の入力

・0～9：数字キーを押します。

・アルファベットは以下の操作をします。

1）カーソルセンターキーを押します。

2）ADJUST VRで桁カーソルを左右に移動させ、希望する文

字を選択します。

Fとカーソルキーを同時に押すと、カーソルを上下左右に移

動さすことができます。

3）ENTキーを押すとカーソル上の一文字が入力されます。

4）カーソルセンターキーを押して、文字入力を終了します。

5）FキーとF2（SAVE）キーを同時に押してファイルを保存し

ます。

・一文字の訂正はBSキーを押します。

入力を最初からやり直すときCキーを押します。

1～4のファイルを登録するにはパスワードが必要です。

（1）F10（PASSWORD）キーを押します。

（2）パスワード4文字を入力します。

・パスワードについては、サービスマンにご相談ください。

1
FACTORY

2

3

4

ABCDEFGHIJ
KLMNOPQRST
UVWXYZ 012
3456789<=>
?; , ()._r s
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□ユーザーファイルのロック

ファイルを保護し、削除や更新をできなくするモードです。

（1）カーソルキーを押して、ロックするファイルを選択します。

1. EDITOR 1

（2）1～4のファイルはパスワードを入力します。

5～10のファイルはFとF9キーを同時に押します。

ファイルがロックされると、反転表示になります。

1. EDITOR 1

・ファイルのロックを解除するときは、

1～4のファイルはパスワードを入力すると、ロックが解除されます。

1．カーソルキーを押してロックを解除するファイルを選びます。

2．F10（PASSWORD）キーを押します。

3．パスワード4文字を入力します。

入力したパスワードが正しい場合、ロックが解除されます。

パスワードが正しくない場合、ロックは解除されません。

5～10のファイルは再度FとF9キーを同時に押すと、ロックが

解除されます。

1. EDITOR 1

□ユーザーファイルの更新

（1）カーソルキーを押して、更新するファイルを選択します。

・ファイルがロックされているときは、ロックを解除します。

1. EDITOR 1

ロック解除

（反転表示のときは

ロックを解除します。）

（2）ファイルの内容を変更します。

例えばHOMEメニューのF4（TC/CTL）キーを押してTCからCTL1に変更します。

（3）FとF2（SAVE）キーを同時に押します。この後、HOMEメニューのF4（TC/CTL）キーを

押してTCに再度変更します。

ファイルは変更された内容で保存されます。

FとF1（LOAD）キーを同時に押し、HOMEボタンを押してHOMEメニューに入ると上に述

べた変更項目F4（TC/CTL）キーはCTL1に変更されています。

・更新前の内容は消去されます。

¢
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□ユーザーファイルの削除

不要なファイルを削除します。

（1）カーソルキーを押して、削除するファイルを選択します。

5. EDITOR 2 （ロック状態）

（2）削除するファイルのロックが解除されていることを確認します。

ロック状態のときは、ユーザーファイルのロックを参照し、ロックを解除します。

5. EDITOR 2 （ロック解除）

（3）FとF3（DELETE）キーを同時に押します。

ファイルは削除されます。

・ファイルのロックが解除されていないとファイルは削除できません。

□ユーザーファイルの呼び出し

保存したファイルを呼び出します。

（1）カーソルキーを押して、呼び出すファイルを選択します。

1. EDITOR 1

（2）FとF1（LOAD）キーを同時に押すと選択したファイルが呼び出されます。

呼び出したファイルを確認します。

□電源投入時の自動ファイル呼び出し

電源を入れると、自動的にファイルを呼び出します。

（1）F5（POWER UP）キーを押します。

キーを押すたびに、ファイルが出てきます。

次回に電源を入れた時、自動的にえらんだファイルが出ます。

・初期設定はLASTファイルです。

¢
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□ユーザーファイル名の複写

同じファイル名をつけるとき、そのファイル名を複写します。

（1）カーソルキーを押して、複写するファイル名を選択します。

1. EDITOR 1

（2）FROMキーを押します。

1. EDITOR 1

（3）カーソルキーを押して、複写先のファイル番号を選択します。

5.

（4）COPYキーを押します。

ファイル名が複写されます。

5. EDITOR 1

（5）FとF2（SAVE）キーを同時に押します。

・この機能はファイル名だけを複写します。

ファイルの内容の複写はできませんのでご注意ください。
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SYSTEM SET UPメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

→ キーを押すとメニューが出ます。

メニュー内に現在設定されているシステムフォーマットおよび映像出力フォーマットが表示されます。

SET UP F4

D3テープを再生する場合は、システムフォーマットを1080/59iに設定してください。

この条件下で、D3カセットテープ検出する*すると、D3（NTSC）テープ再生が可能となります。

D3テープ検出*： D3/D5カセットにはカセット裏面に判別用のメカニカルSWがあり、カセット装填後、本

SW情報を検出し、VTR処理回路をD3再生設定に切り替えます。D3再生モード設定時は、

記録に関連したREC/EDIT/EE動作は不可となります。

（EE状態は、映像はBLACK、音声はMUTE状態となります。）
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SYSTEM SET UPメニュー（156～157ページの設定フローチャートおよび出力状態表を参照してください。）

* FREQ設定はカセットEJECT状態でしか受け付けません。
* カセット挿入状態で変更しようとした場合は、“EJECT CASSETTE TO CHANGE FORMAT”とワーニングが表示されます。

F1

F2

F3

FREQ*

SYSTEMの周波数

選択

―――

VIDEO

ビデオの記録フォー

マット選択

キー 項　　　目 機　　　　能

システムの周波数を選択します。

F1キーを押すと、周波数選択ウィンドウが開きます。

カーソルキーを使用して周波数を選択します。

59.94：59.94Hzシステムを選択します。

23.98：23.98Hzシステムを選択します。

24： 24Hzシステムを選択します。

50： 50Hzシステムを選択します。

25： 25Hzシステムを選択します。

ENTキーを押すことにより確定になります。

59.94または50を選択した場合は、ビデオの記録フォーマット選択ウィン

ドウが開きます。

23.98、24または25を選択した場合は、PsFかP（Non PsF）を選

択するウインドウが開きます。

ビデオの記録フォーマットを選択します。

F3キーを押すと、ビデオの記録フォーマット選択ウィンドウが開きます。

カーソルキーを使用してフォーマットを選択します。システム周波数設定

が59.94の時は以下のメニューから選択します。

1080I：1080/59.94iの記録フォーマットを選択します。

525I： 525/59.94iの記録フォーマットを選択します。

720P： 720/59.94pの記録フォーマットを選択します。

同様にシステム周波数設定が50の時は以下のメニューから選択します。

1080I：1080/50iの記録フォーマットを選択します。

625I： 625/50iの記録フォーマットを選択します。

ENTキーを押すことにより確定になります。

1080I、720P、525Iを選択した場合は、オーディオの記録フォーマッ

ト選択ウィンドウが開きます。

システム周波数設定が23.98、24、25の時はPsF信号かP信号かを

選択します。確定はENTキーを押します。

別売品HD-SDフォーマットコンバータ基板AJ-UDC3700AGまたはAJ-UDC3700Pの有無により動作が異なります。

以下の手順に示すように、システム周波数、ビデオ記録フォーマット、オーディオ記録フォーマット、各出力端子

の出力フォーマットを順に選択し、システムフォーマットを設定します。

D3：D3カセット検出有無
にかかわらず、強制的
にD3再生モードに設
定します。
D3再生モード設定に
すると記録に関連した
REC/EDIT/EE 動作
は不可となります。
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SYSTEM SET UPメニュー

F4

F5

F6

AUDIO

オーディオの記録

フォーマット選択

HD SDI

HD MONI

キー 項　　　目 機　　　　能

オーディオの記録フォーマットを選択します。

F4キーを押すと、オーディオの記録フォーマット選択ウィンドウが開き

ます。

カーソルキーを使用してフォーマットを選択します。（1080/59i、

720/59p、480/59iフォーマット選択時のみ選択可能です。）

24bit/8CH：オーディオ8chフォーマットを選択します。

20bit/4CH：オーディオ4chフォーマットを選択します。

ENTキーを押すことにより確定になります。

システムフォーマットを720Pに選択した場合は、SD_SDI_MAIN出力

の選択ウィンドウが開きます。

システムフォーマットを1080Iに選択した場合は、システムフォーマッ

トを確定し、選択ウィンドウを閉じます。

HD_SDI_MAIN出力フォーマットを選択します。

F5キーを押すと、HD_SDI_MAINの出力フォーマット選択ウィンドウが

開きます。

カーソルキーを使用してフォーマットを選択します。（システム周波数設

定が23.98PsFまたは1080/24PsF設定のみ選択可能です。）

1080/23.98PsF（1080/24PsF）：1080/23.98PsF（1080/24PsF）

を出力します。

1080/59.94I（1080/60I）： 1080/59.94i（1080/60i）を

出力します。

720/59.94P（720/60P）： 720/59.94p（720/60p）を

出力します。

1080/23.98PsF（1080/24PsF）を選択した場合は、HD_SDIモニ

ター出力の選択ウィンドウが開きます。

1080/59Iまたは720/59Pを選択した場合は、SD_SDI_MAIN出力

の選択ウィンドウが開きます。

それ以外を選択した場合は、ENTキーを押すことにより確定になります。

同時にウィンドウを閉じます。

HD_SDIモニターに出力するフォーマットを選択します。

F6キーを押すと、HD_SDIモニター出力の選択ウィンドウが開きます。

カーソルキーを使用して出力フォーマットを選択します。（HD_SDIメイン

出力がシステムフォーマットと同一設定で 1080/23.98PsF、

1080/24PsFの時のみ選択可能です）

1080/23.98PsF（1080/24PsF）：1080/23.98PsF（1080/24PsF）

を出力します。

1080/59.94I（1080/60I）： 1080/59.94i（1080/60i）を出

力します。

1080/23.98PsF（1080/24PsF）を選択した場合は、SD_SDI_MAIN

の出力フォーマット選択ウィンドウが開きます。

それ以外を選択した場合は、ENTキーを押すことにより確定になります。

同時にウィンドウを閉じます。

任意の選択ウィンドウが開いた状態で、Cキーを押すことにより選択状態を以前設定したデータに戻すことができ

ます。（ENTキーを押して確定した状態でも、関連したウィンドウが開いた状態では上記のような動作になります。）



－151－

SYSTEM SET UPメニュー

F7

F8

F9

F10

SD SDI

EXIT

A. REC. GRD

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

SD_SDI_MAINに出力するフォーマットを設定します。

F7キーを押すと、SD_SDI_MAIN出力の選択ウィンドウが開きます。

カーソルキーを使用して出力フォーマットを選択します。［システムフォー

マットが720/59.94Pまたは1080/23.98PsF（HD_SDI_MAINと

モニターが同一フォーマット設定）のみ選択可能です。］

525I： 525iを出力します。

525P：525pを出力します。

ENTキーを押すことにより確定になります。同時にウィンドウを閉じます。

SET UPメニューに戻ります。

記録／編集時、カセット側のCbit設定で記録／編集の禁止動作を選択し

ます。

CST.C.BIT：Cbit設定とSYSTEMメニュー設定に相違がある場合は、

記録／編集動作に移行せず、同時にオペレーションエラー

を表示します。

FREE： SYSTEMメニュー設定に従い、記録／編集動作に移行しま

す。Cbit設定とSYSTEMメニューに相違があり、記録／

編集動作を実行しようとした場合は、オペレーションメッ

セージが表示されます。
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F11

F12～F13

PB AUTO

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

テープ再生時にカセット側のCbit設定で、音声4ch/8chフォーマット

の切り替えを行うNomalモードと、記録されたテープフォーマット情報

を検出して再生フォーマット切り替えを行うAdvanceモードと、VTR

の SYSTEMメニュー設定通りのフォーマット設定で再生を行うOFF

モードの3種類から選択します。

Advanceモード設定は、送出用途に特化したモードで、記録に関する機

能が働かなくなり注意が必要です。（工場出荷はNormalモード設定にな

っており、Advanceモード設定に変更する際は、サービスマンにご相談

ください。）

Normalモード設定時は、次の2つから選択を行います。

ON： カセット側のCbit設定により再生時の4ch/8chモードを自動的

に切り替えます。（Cbit が UP状態では4ch、DOWN状態では

8ch動作。）

テープ記録フォーマットとカセットのCbit設定に相違がある場合

は、ワーニングメッセージが表示されます。

OFF：Cbitの状態に関係なくSYSTEMメニューで設定されたモードで

再生します。テープ記録フォーマットとSYSTEMメニュー設定に

相違がある場合はワーニングメッセージが表示されます。

Advanceモード設定時は、次の3つから選択を行います。

1080/525： テープに記録されたCTL再生信号から4ch/8chモード

を自動的に切り替えます。1080/59i フォーマットと

D5記録の480/59iフォーマットはテープ ID信号を検

出して自動的に切り替えます。

本設定にしますとREC-INHランプが点灯し、記録に関

する機能が働かなくなります。

8CH/4CH： 上述したNormalモードでのON設定と同一動作で、カ

セット側のCbit設定により再生時の4ch/8chモードを

自動的に切り替えます。

OFF： 上述したNormal モードでのOFF設定と同一動作で、

Cbitの状態に関係なくSYSTEMメニューで設定された

モードで再生します。

D3再生モード設定はカセット
裏面のD3/D5判別ホール情
報を検出して切り替えます。
D3カセット認識後は4ch/
8ch モード自動切り替えは
行いません。
（D3ホール優先）
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VTR カセット 再生時のVTRの状態

SYSTEM設定 D3/D5ホール検出 記録フォーマット Cbit設定 映像/音声 ワーニングメッセージ 「4/8」アニメ表示 Tape_ID表示

1080/59i_4ch D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点灯 D3確定表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_4ch 4ch 正常 なし 「4」点灯 1080_59i確定表示

1080/59i_4ch D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

「①」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング

「8」点滅 D3確定表示

【PB_AUTO=1080/525 設定時】

1080/59i_4ch D5 1080/59i_4ch 8ch 正常
「①」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング
「8」点滅 1080_59i確定表示

1080/59i_4ch D3 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点灯 D3点滅表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_8ch 4ch 正常
「①」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング
「4」点灯 1080_59i確定表示

1080/59i_4ch D3 D3以外 8ch ミュート
「④, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング

「8」点滅 D3点滅表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_8ch 8ch 正常 なし 「8」点滅 1080_59i確定表示

D3 D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点灯 D3確定表示

D3 D5 D3以外 8ch ミュート
「④, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング

「8」点滅 D3点滅表示

D3 D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

「①」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング

「8」点滅 D3確定表示

D3 D5 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点灯 D3点滅表示

1080/59i_8ch D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点滅 D3確定表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_4ch 4ch 正常 なし 「4」点滅 1080_59i確定表示

1080/59i_8ch D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

「①」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング

「8」点灯 D3確定表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_4ch 8ch 正常
「①」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング
「8」点灯 1080_59i確定表示

1080/59i_8ch D3 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点滅 D3点滅表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_8ch 4ch 正常
「①」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング
「4」点滅 1080_59i確定表示

1080/59i_8ch D3 D3以外 8ch ミュート
「④, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング

「8」点灯 D3点滅表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_8ch 8ch 正常 なし 「8」点灯 1080_59i確定表示

①CHECK CASSETTE C BIT ④SERVO UNLOCK ⑦CONCEAL A
②CHECK TAPE FORMAT ⑤LTC IN TAPE NOT READ ⑧CONCEAL V
③CHECK SYSTEM FORMAT ⑥AUDIO MUTE ⑨HIGH ERROR RATE
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VTR カセット 再生時のVTRの状態

SYSTEM設定 D3/D5ホール検出 記録フォーマット Cbit設定 映像/音声 ワーニングメッセージ 「4/8」アニメ表示 Tape_ID表示

1080/59i_4ch D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点灯 D3確定表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_4ch 4ch 正常 なし 「4」点灯 1080_59i確定表示

1080/59i_4ch D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

「①」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング

「8」点滅 D3確定表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_4ch 8ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「8」点滅
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_4ch D3 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点灯 D3点滅表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_8ch 4ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「4」点灯
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_4ch D3 D3以外 8ch ミュート
「④, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング

「8」点滅 D3点滅表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_8ch 8ch 正常 なし 「8」点滅 1080_59i確定表示

D3 D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点灯 D3確定表示

D3 D5 D3以外 8ch ミュート
「④, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング

「8」点滅 D3点滅表示

D3 D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

「①」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング

「8」点滅 D3確定表示

D3 D5 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点灯 D3点滅表示

1080/59i_8ch D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点滅 D3確定表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_4ch 4ch 正常 なし 「4」点滅 1080_59i確定表示

1080/59i_8ch D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

「①」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはFRMT UNMATCH）のワーニング

「8」点灯 D3確定表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_4ch 8ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「8」点灯
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_8ch D3 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点滅 D3点滅表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_8ch 4ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「4」点滅
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_8ch D3 D3以外 8ch ミュート
「④, ①, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング

「8」点灯 D3点滅表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_8ch 8ch 正常 なし 「8」点灯 1080_59i確定表示

SYSTEM SET UPメニュー

【PB_AUTO=ON[Normal] 設定時】
(Advanceモード時は、8ch/4ch表示）

①CHECK CASSETTE C BIT ④SERVO UNLOCK ⑦CONCEAL A
②CHECK TAPE FORMAT ⑤LTC IN TAPE NOT READ ⑧CONCEAL V
③CHECK SYSTEM FORMAT ⑥AUDIO MUTE ⑨HIGH ERROR RATE
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VTR カセット 再生時のVTRの状態

SYSTEM設定 D3/D5ホール検出 記録フォーマット Cbit設定 映像/音声 ワーニングメッセージ 「4/8」アニメ表示 Tape_ID表示

1080/59i_4ch D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点灯 D3確定表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_4ch 4ch 正常 なし 「4」点灯 1080_59i確定表示

1080/59i_4ch D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

なし 「8」点滅 D3確定表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_4ch 8ch 正常 なし 「8」点滅 1080_59i確定表示

1080/59i_4ch D3 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点灯 D3点滅表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_8ch 4ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ③, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「4」点灯
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_4ch D3 D3以外 8ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「8」点滅 D3点滅表示

1080/59i_4ch D5 1080/59i_8ch 8ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ③, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「8」点滅
1080_59i表示NG

（点滅）

D3 D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点灯 D3確定表示

D3 D5 D3以外 8ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「8」点滅 D3点滅表示

D3 D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

なし 「8」点滅 D3確定表示

D3 D5 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点灯 D3点滅表示

1080/59i_8ch D3 D3 4ch
D3再生モード
（正常）

なし 「4」点滅 D3確定表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_4ch 4ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ③, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「4」点滅
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_8ch D3 D3 8ch
D3再生モード
（正常）

なし 「8」点灯 D3確定表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_4ch 8ch ミュート
「⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ③, ⑤」のフロントダイアグワーニング
（スーパーはAUDIO MUTE）のワーニング

「8」点灯
1080_59i表示NG

（点滅）

1080/59i_8ch D3 D3以外 4ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「4」点滅 D3点滅表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_8ch 4ch 正常 なし 「4」点滅 1080_59i確定表示

1080/59i_8ch D3 D3以外 8ch ミュート
「④, ⑤」のフロントダイアグワーニング

（スーパーはSERVO UNLOCK）のワーニング
「8」点灯 D3点滅表示

1080/59i_8ch D5 1080/59i_8ch 8ch 正常 なし 「8」点灯 1080_59i確定表示

【PB_AUTO=OFF 設定時】 ①CHECK CASSETTE C BIT ④SERVO UNLOCK ⑦CONCEAL A
②CHECK TAPE FORMAT ⑤LTC IN TAPE NOT READ ⑧CONCEAL V
③CHECK SYSTEM FORMAT ⑥AUDIO MUTE ⑨HIGH ERROR RATE

SYSTEM SET UPメニュー
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SYSTEM SET UPメニュー

F1：SYSTEM周波数の設定
・F1バックライト表示
・VTR STATUSウィンドウ内表示消灯
・SYSTEM周波数ウィンドウ開く
→カーソルを使って周波数を選択
（・確定と同時にバックライト消灯）

F3：VIDEO_SYSTEMフォーマットの設定
・F3バックライト表示
・VIDEO_SYSTEM_FORMATウィンドウ開く
→カーソルを使ってFORMATを選択
（・確定と同時にバックライト消灯）
（・VTR STATUSウィンド内のVIDEO_FORMAT表示）

WARNING: EJECT CASSETTE TO CHANGE FORMAT
表示

確定

START②

START③

END

START④

EJECT

F4：AUDIO_SYSTEMフォーマットの設定（4CH or 8CH）
・F4バックライト表示
・AUDIO_SYSTEM_FORMATウィンドウ開く
→カーソルを使ってFORMATを選択
（・確定と同時にバックライト消灯）
（・VTR STATUSウィンド内のAUDIO_FORMAT表示）

F5：HD_SDI_MAINのVIDEO出力フォーマット設定
・F5バックライト表示
・HD_SDIウィンドウ開く
→カーソルを使ってFORMATを選択
（・確定と同時にバックライト消灯）
（・VTR STATUSウィンド内のHD_SDI_MAIN表示）

F6：HD_SDI_MONITORのVIDEO出力フォーマット設定
・F6バックライト表示
・HD_SDI_MONITウィンドウ開く
→カーソルを使ってFORMATを選択
（・確定と同時にバックライト消灯）
（・VTR STATUSウィンド内のHD_SDI_MONITOR表示）

F7：SD_SDI_MAINのVIDEO出力フォーマット設定
・F7バックライト表示
・SD_SDIウィンドウ開く
→カーソルを使ってFORMATを選択
（・確定と同時にバックライト消灯）
（・VTR STATUSウィンド内のSD_SDI_MAIN表示）

変更可能？

START⑤

変更可能？

START⑥

変更可能？

確定

END

確定

END

キャンセル

END

キャンセル

ENDEND

（F1）

YES

NO

(C)

(C)

(C)

(C)

(C)

(C)

(ENT)

(ENT)

(ENT) (C)

(ENT)

(ENT)

(ENT)

YES

YES NO

NO

（F7）

（F6）

（F5）

YES NO

（F4）

（F3）(ENT)

(ENT)

START①
( )内はキー
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SYSTEM SET UPメニュー

SYSTEM FORMAT&ビデオ出力状態表

FREQ

59.94

23.98

24

50

25

59.94

23.98

24

50

25

オプション
ボード

AJ-UDC3700AG

あり

なし

VIDEO

1080i

720p

525i

D3

1080psf

1080p

1080psf

1080p

1080i

625i

1080psf

1080p

1080i

720p

525i

D3

1080psf

1080p

1080psf

1080p

1080i

625i

1080psf

1080p

AUDIO

4ch (20bit)

8ch (24bit)

4ch (20bit)

8ch (24bit)

4ch (20bit)

8ch (24bit)

4ch (20bit)

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

4ch (20bit)

8ch (24bit)

4ch (20bit)

8ch (24bit)

4ch (20bit)

8ch (24bit)

4ch (20bit)

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

(8ch (24bit))

HD_SDI

(1080/59.94i)

(720/59.94p)

(1080/59.94i)

(1080/59.94i)

1080/23.98psf

1080/59.94i

720/59.94p

(1080/23.98p)

1080/24psf

1080/60i

720/60p

(1080/24p)

(1080/50i)

(625/50i)

1080/25psf

1080/25p

(1080/59.94i)

(720/59.94p)

(****)

(****)

1080/23.98psf

1080/23.98p

1080/24psf

1080/24p

(1080/50i)

(****)

1080/25psf

1080/25p

HD_MONI

(1080/59.94i)

(720/59.94p)

(1080/59.94i)

(1080/59.94i)

1080/23.98psf

1080/59.94i

(1080/59.94i)

(720/59.94p)

(1080/23.98p)

1080/24psf

1080/60i

(1080/60i)

(720/60p)

(1080/24p)

(1080/50i)

(625/50i)

(1080/25psf)

(1080/25p)

(1080/59.94i)

(720/59.94p)

(****)

(****)

(1080/23.98psf)

(1080/23.98p)

(1080/24psf)

(1080/24p)

(1080/50i)

(****)

(1080/25psf)

(1080/25p)

SD_SDI

(525i)

525i

525p

525i

525p

(525i)

(525i)

525i

525p

(****)

525i

525p

525i

525p

(525i)

(****)

(625i)

(625i)

(625i)

(****)

(525i)

(525i)

(****)

(****)

(****)

(625i)

(****)

HD_SDI OUT

1080/59.94i

720/59.94p

1080/59.94i

1080/59.94i

1080/23.98psf

1080/59.94i

720/59.94p

1080/23.98p

1080/24psf

1080/60i

720/60p

1080/24p

1080/50i

1080/25psf

1080/25p

1080/59.94i

720/59.94p

無信号

無信号

1080/23.98psf

1080/23.98p

1080/24psf

1080/24p

1080/50i

無信号

1080/25psf

1080/25p

HD_MONI OUT

1080/59.94i

720/59.94p

1080/59.94i

1080/59.94i

1080/23.98psf

1080/59.94i

1080/59.94i

720/59.94p

1080/23.98p

1080/24psf

1080/60i

1080/60i

720/60p

1080/24p

1080/50i

1080/25psf

1080/25p

1080/59.94i

720/59.94p

無信号

無信号

1080/23.98psf

1080/23.98p

1080/24psf

1080/24p

1080/50i

無信号

1080/25psf

1080/25p

SD_SDI OUT

525/59.94i

525/59.94i

525/59.94p

525/59.94i

525/59.94p

525/59.94i

525/59.94i

525/59.94i

525/59.94p

無信号

525/59.94i

525/59.94p

525/59.94i

525/59.94p

525/59.94i

無信号

625/50i

無信号

525/59.94i

525/59.94i

無信号

無信号

無信号

625/50i

無信号

SD_SDI_MONI

525/59.94i

525/59.94i

無信号

525/59.94i

無信号

625/50i

無信号

525/59.94i

525/59.94i

無信号

無信号

無信号

625/50i

無信号

CMPST

NTSC

NTSC

無信号

NTSC

無信号

PAL

無信号

NTSC

NTSC

無信号

無信号

無信号

PAL

無信号

HD_REF

59.94i

47.96i

48.00i

50i

59.94i

47.96i

48.00i

50i

50i

SD_REF

BB59

BB59

無信号

BB50

BB59

BB59

無信号

BB50

BB50

SYSTEMフォーマットフロント設定 REF
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ENGINEER SET UPメニュー

→ キーと キーを同時に押し、再度 キーを押すとメニューが出ます。SET UP F13 F

RF ENGINEER SET UPメニュ－に移行します。

SET UPメニュ－に戻ります。

OPERATION ENGINEER SET UPメニューに移行します。

INTERFACE ENGINEER SET UPメニューに移行します。

F1

F2

F3～F7

F8

F9

F10

F11～F13

―――

RF

―――

EXIT

OPERATION

INTERFACE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F13
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RF ENGINEER SET UPメニュー

→ キーと キーを同時に押し、 キーを押した後 キーを押すとメニューが出ます。SET UP F13 F2F13F

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1



RF ENGINEER SET UPメニュー

－160－

フロントパネルのREDランプ点灯仕様を選択します。このランプ点灯時

には、スーパーワーニング表示、エラーログ記録、リモート出力

（RS232C/RS422/PARALLEL）も連動します。

LEVEL0：・・・（検出感度を厳しくした設定：エラー1個でRED点灯）

LEVEL1：・・・（標準出荷設定）

LEVEL2：・・・（検出感度を少し緩和した設定）

LEVEL3：・・・（検出感度をさらに緩和した設定）

RS232C、RS422、PARALLEL のワーニングアンバー情報

（CONCEAL_A、CONCEAL_V、HIGH_ERROR_RATE）を出力するか

マスクするかを選択します。REDランプ点灯時は、本設定に関係なく出

力されます。

ACTIVE：フロントパネルのAMBERワーニングランプ点灯時、外部リ

モートにも出力します。

MASK： フロントパネルのAMBERワーニングランプ点灯しても、外

部リモートには出力しません。

スーパーのワーニングアンバー情報（CONCEAL_A、CONCEAL_V、

HIGH_ERROR_RATE）を出力するかマスクするかを選択します。RED

ランプ点灯時は、本設定に関係なく出力されます。

ACTIVE：フロントパネルのAMBERワーニングランプ点灯時、スー

パー表示を行います。

MASK： フロントパネルの AMBER ワーニングランプ点灯しても、

スーパー表示しません。

ワーニングアンバー情報（CONCEA L _ A、CONCEA L _ V、

HIGH_ERROR_RATE）をエラーログに記録するかマスクするかを選択

します。REDランプ点灯時は、本設定に関係なくエラーログに記録され

ます。

ACTIVE：フロントパネルのAMBERワーニングランプ点灯時、エラーロ

グに残します。

MASK： フロントパネルのAMBERワーニングランプ点灯しても、エ

ラーログに残りません。

ENGINEER SET UPメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6～F7

F8

F9～F13

RED LAMP

―――

REMOTE

SUPER

ERR LOG

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

Conceal Vワーニング感度設定とワーニング表示出力設定を行います。
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OPERATION ENGINEER SET UPメニュー

→ キーと キーを同時に押し、 キーを押した後 キーを押すとメニューが出ます。SET UP F13 F9F13F

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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OPERATION ENGINEER SET UPメニュー

EJECTボタンのLEDの点灯条件を選択できます。

MODE 1：EJECTモードに移行した時からカセットを排出する期間、

またアンローディング完了状態の時に点灯します。（アンロー

ディング期間およびEJECT状態で点灯。）

MODE 2：EJECTモードに移行した時からカセットを排出されるまで

の間に点灯します。（アンローディング期間のみ点灯。）

ON： HOME SET UPメニューのF12（STILL）キーでスチルモード

の持続時間を5MINに設定した状態で、このF2をONにすると、

テープを前後に移動させながら、スチル時間を30分に延長させ

ることができます。2分経過毎にテープを1フレーム相当量移動

させ、本モード開始位置から±2フレーム相当範囲内で停止して

います。30分経過後はテープ保護のため、テンション解除（ルー

ジング）モードになります。上記のテープSTEP送り動作期間中

は、CUEオーディオが出力されますので、ご注意ください。スチ

ルタイマー設定が5MIN以外の場合は、本機能は動作しません。

OFF：STILL STEP機能を動作させません。

スチルモードの持続時間が経過するとテープテンション解除モー

ド（ルージング）に移行します。

ENGINEER SET UPメニューに戻ります。

FF/REW（SHTLモード時）動作時、F13（KNEE）で選択した倍速未

満でのリール速度の加速の度合いを選択します。

MAX： 常に最大加速します。

MIDDLE：KNEEまでの加速度を中程度にします。（DEFAULT値です。）

MIN： KNEEまでの加速度を低くします。

・MAX選択時は常に最大加速のためKNEEはありません。

・Lカセット使用時はKNEEはありません。

FF/REW（SHTLモード時）動作時、F12（ACCEL）で選択した加速か

ら最大加速に移行する倍速を選択します。

×8： 8倍速

×15： 15倍速

×20： 20倍速

×30： 30倍速

F1

F2

F3～F7

F8

F9～F11

F12

F13

EJECT LED

STILL STEP

―――

EXIT

―――

ACCEL

KNEE

キー 項　　　目 機　　　　能
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INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

→ キーと キーを同時に押し、 キーを押すとメニューが出ます。

（ICカードを装填していない場合は下記のようなメニューとなります。）

SET UP F13 F

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F10

（ICカードを装填している場合は下記のようなメニューとなります。）

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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INTERFACE ENGINEER SET UPメニューINTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

ENGINEER INTERFACE PARA_INメニューに移行します。

ハードウエア編の取扱説明書 48 ～ 50 ページ記載のリアコネクタ

PARALLEL I/O（50P）端子の INPUT信号割付を変更することができ

ます。

ENGINEER INTERFACE PARA_OUTメニューに移行します。

ハードウエア編の取扱説明書 48 ～ 50 ページ記載のリアコネクタ

PARALLEL I/O（50P）端子のOUTPUT信号割付を変更することがで

きます。

（ICカード装填時で有効データが格納されている時のみ表示されます。）

FキーとF4キーを同時に押すと、ICカードに格納されている50ピン入出

力データをVTRへロードします。本ロード操作を実行すると、現状のデー

タは消去されますので、操作の際はご注意ください。

FキーとF5キーを同時に押すと、VTRに設定された50ピン入出力状態

データを ICカードへセーブします。本セーブ操作を実行すると、ICカー

ドに格納されているデータは消去（上書き）されますので、操作の際はご

注意ください。

（ICカード装填時で有効データが格納されている時のみ表示されます。）

F6キーを押すと、ICカードに格納されている50ピン入出力状態データ

の、INPUT設定に関するデータを表示します。（モニター機能で、設定す

ることはできません。）

（ICカード装填時で有効データが格納されている時のみ表示されます。）

F7キーを押すと、ICカードに格納されている50ピン入出力状態データ

の、OUTPUT設定に関するデータを表示します。（モニター機能で、設

定することはできません。）

ENGINEER SET UPメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9～F13

INPUT

OUTPUT

―――

LOAD

SAVE

IN_MONI

OUT_MONI

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能
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PARA_IN INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

→ キーと キーを同時に押し、 キーを押した後 キーを押すとメニューが出ます。SET UP F13 F

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F10 F1

キーとカーソルキー（↑,↓）
を同時に押すと別ページの
10項目が表示されます。

F
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PARA_IN INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

下記の ～ キーでアサインするピンを決定した後、カーソルキー（ ）でコマンドを選択し、

キー押して確定させます。

コマンドやステータスの詳細な内容につきましては、取扱説明書（ハードウェア編：48～50ページ）をご参照

ください。

キーを押している期間は、 ～　　　までの表示が下記のカッコ内の数値表示に切り替わり13～25ピン割

付操作が行えます。

F13 ↑ ↓ ENTF1

F F12F1

F1キーを押すと1ピン（13ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F2キーを押すと2ピン（14ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F3キーを押すと3ピン（15ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F4キーを押すと4ピン（16ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F5キーを押すと5ピン（17ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F6キーを押すと6ピン（18ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F7キーを押すと7ピン（19ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

INTERFACE ENGINEER SET UPメニューに戻ります。

F9キーを押すと8ピン（20ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F10キーを押すと9ピン（22ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F11キーを押すと10ピン（23ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割

付可能状態となります。

F12キーを押すと11ピン（25ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割

付可能状態となります。

F13キーを押すと12ピンが選択され白ヌキ表示となり、割付可能状態

となります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

11（13）

12（14）

13（15）

14（16）

15（17）

16（18）

17（19）

1EXIT

18（20）

19（22）

10（23）

11（25）

12

キー 項　　　目 機　　　　能

* 50ピンアサインのデータは、ユーザーファイルにセーブ／ユーザーファイルにロードされないデータです。ただし、ICカードに対し
ては1ファイルのみロード／セーブ操作が行えます。この場合は現状のデータが消去される可能性がありますので、取扱にご注意くだ
さい。
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PARA_IN INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

50ピンパラレルコネクタの1ピン～25ピンの各入力ピンでは、下記項目がアサイン可能です。

PARA_IN選択可能項目
NO. 項目 内容

1 REC
PLAY COMMANDと同時にACTIVEになったとき、REC PLAYモードへ移行します。ただし、イン
サート、アセンブルモードを設定している場合は、REC MODEモードへは移行しません。

2 PLAY PLAYモードへ移行します。
3 FF FFモードへ移行します。
4 REW REWモードへ移行します。
5 STOP STOPモードへ移行します。

6 STBY ON
VTRがルージング状態またはSTBY_OFF状態のときにこのコマンドを受信することによりSTBY_ON
状態になります。

7 STBY OFF
VTRがルージング状態またはSTBY_ON状態のときにこのコマンドを受信することにより、
STBY_OFF状態になります。

8 STANDBY
VTRがSTOP又はSTBY_OFF状態のとき、このコマンドを受信することにより、
STBY_ON←→STBY_OFFします。

9 EJECT EJECTモードへ移行します。
10 PREROLL PREROLLモードへ移行します。

11 ENTRY

ACTIVEになったとき、VTRのカレント時間（TC、CTL）を下記に示すメニューに登録します。
VTRがHOMEメニューを開いているとき： HOMEメニューのCUE TIMEに登録します。
VTRがAUTO EDITメニューを開いているとき：AUTO EDITメニューの IN点に登録します。
VTRがMULTI CUEメニューを開いているとき：MULTI CUEメニューのカーソル位置に登録します。

12 JOG STIL JOGモードのSTILLへ移行します。
13 VAR STIL VARモードのSTILLへ移行します。
14 RS-422 ON RS-422の制御を有効にします。ただし、VTRがREMOTE状態であること。
15 RS-422 OFF RS-422の制御を無効にします。
16 LOC ALL EN メニュー操作とEJECTキーおよびすべてのキー操作を可能にします。
17 LOC ALL DS メニュー操作とEJECTキーおよびすべてのキー操作を禁止にします。
18 LOC SEL EN メニュー操作とEJECTキーおよび選択されているキーの操作を可能にします。
19 EJECT ENA EJECTキーの操作を可能にします。
20 EJECT DIS EJECTキーの操作を禁止にします。
21 SC DET ON AUTO EDIT：STOP CODEメニューのF2（DET STOP）をON設定にします。
22 SC DET OFF AUTO EDIT：STOP CODEメニューのF2（DET STOP）をOFF設定にします。
23 TP MD H. L HOME：SET UPメニューのF6（TAPE MODE）をHLF LOAD設定にします。
24 TP MD H. S HOME：SET UPメニューのF6（TAPE MODE）をHD STOP設定にします。
25 R. INH FREE HOMEメニューのF13（REC INH）をFREE設定にします。
26 N. REC INH HOMEメニューのF13（REC INH）をNRML REC設定にします。
27 ALL RECINH HOMEメニューのF13（REC INH）をALL設定にします。
28 PRECTL INH HOMEメニューのF13（REC INH）をPRE CTL設定にします。
29 TC RESET タイムコード・ジェネレータを00：00：00：00設定にします。
30 CTL RESET CTL1を00：00：00：00設定にします。
31 TC EXT IN TC/CHRメニューのF1（SOURCE）をEXT LTC設定にします。
32 TC INT IN TC/CHRメニューのF1（SOURCE）を INT設定にします。
33 INT AUTO TC/CHRメニューのF1（SOURCE）を INT設定およびF2（TC SLAVE）をAUTO設定にします。
34 INT SLAVE TC/CHRメニューのF1（SOURCE）を INT設定およびF2（TC SLAVE）をSLAVE設定にします。
35 INT PRESET TC/CHRメニューのF1（SOURCE）を INT設定およびF2（TC SLAVE）をPRESET設定にします。
36 EXT DIRECT TC/CHRメニューのF1（SOURCE）をEXT LTC設定およびF2（TC SLAVE）をDIRECT設定にします。
37 EXT SLAVE TC/CHRメニューのF1（SOURCE）をEXT LTC設定およびF2（TC SLAVE）をSLAVE設定にします。
38 LT BOX DC VIDEO OUT：CONVERT HD_TO_SDメニューのF1（MODE）をLT_BOX設定にします。
39 S CROP DC VIDEO OUT：CONVERT HD_TO_SDメニューのF1（MODE）をS_CROP設定にします。
40 SQUEEZE DC VIDEO OUT：CONVERT HD_TO_SDメニューのF1（MODE）をSQUEEZ設定にします。
41 14:9 DC VIDEO OUT：CONVERT HD_TO_SDメニューのF1（MODE）を14：9設定にします。
42 13:9 DC VIDEO OUT：CONVERT HD_TO_SDメニューのF1（MODE）を13：9設定にします。
43 TB CROP UC VIDEO OUT：CONVERT SD_TO_HDメニューのF1（MODE）をTB_CROP設定にします。
44 S PANEL UC VIDEO OUT：CONVERT SD_TO_HDメニューのF1（MODE）をS_PANEL設定にします。
45 STRETCH UC VIDEO OUT：CONVERT SD_TO_HDメニューのF1（MODE）をSTRETCH設定にします。
46 V. L. CT. HD INTERFACE：SET UPメニューのF11（V. LEV. CNT）をHD設定にします。
47 V. L. CT. SD INTERFACE：SET UPメニューのF11（V. LEV. CNT）をSD設定にします。
48 V. L. CT. H_S INTERFACE：SET UPメニューのF11（V. LEV. CNT）をBOTH設定にします。
49 V. L. CT. NOR INTERFACE：SET UPメニューのF11（V. LEV. CNT）をNORMAL設定にします。
50 （BLANK） 設定なし
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PARA_OUT INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

→ キーと キーを同時に押し、 キーを押した後 キーを押すとメニューが出ます。SET UP F13 F

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F10 F2

キーとカーソルキー（↑,↓）
を同時に押すと別ページの
10項目が表示されます。

F
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PARA_OUT INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

下記の ～ キーでアサインするピンを決定した後、カーソルキー（ ）で信号（ステータス）を選

択し、 キー押して確定させます。

コマンドやステータスの詳細な内容につきましては、取扱説明書（ハードウェア編：48～50ページ）をご参照

ください。

キーを押している期間は、 ～　　　までの表示が下記のカッコ内の数値表示に切り替わり37～48ピン割

付操作が行えます。

F13 ↑ ↓

ENT

F1

F F12F1

F1キーを押すと21ピン（37ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F2キーを押すと24ピン（38ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F3キーを押すと27ピン（39ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F4キーを押すと28ピン（40ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F5キーを押すと29ピン（41ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F6キーを押すと30ピン（42ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F7キーを押すと31ピン（43ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

INTERFACE ENGINEER SET UPメニューに戻ります。

F9キーを押すと32ピン（44ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割付

可能状態となります。

F10キーを押すと33ピン（45ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割

付可能状態となります。

F11キーを押すと34ピン（46ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割

付可能状態となります。

F12キーを押すと35ピン（48ピン）が選択され白ヌキ表示となり、割

付可能状態となります。

F13キーを押すと36ピンが選択され白ヌキ表示となり、割付可能状態

となります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

21（37）

24（38）

27（39）

28（40）

29（41）

30（42）

31（43）

EXIT

32（44）

33（45）

34（46）

35（48）

36

キー 項　　　目 機　　　　能

* 50ピンアサインのデータは、ユーザーファイルにセーブ／ユーザーファイルにロードされないデータです。ただし、ICカードに対し
ては1ファイルのみロード／セーブ操作が行えます。この場合は現状のデータが消去される可能性がありますので、取扱にご注意くだ
さい。



－170－

PARA_OUT設定可能項目
NO. 項目 内容

1 REC
RECモードのときACTIVEになります。
また、フロントパネルのRECボタンが点灯しているときもACTIVEになります。

2 PLAY
PLAYモードのときACTIVEになります。
また、フロントパネルのPLAYボタンが点灯しているときもACTIVEになります。

3 FF FFモードのときACTIVEになります。
4 REW REWモードのときACTIVEになります。
5 STOP STOPモードのときACTIVEになります。

7 STBY
STOPモードのSTBY ON状態のときACTIVEになります。
ルージングモードに移行してからACTIVEが点滅状態（2秒間隔）になります。
STBY OFFモードに移行する10秒前からACTIVEが点滅状態（0.5秒間隔）になります。

8 CUE ST
PREROLLまたはCUE UP動作が完了したときACTIVEになります。
ただしSTBY ON動作から他の動作に移行したときACTIVE解除します。

PARA_OUT INTERFACE ENGINEER SET UPメニュー

50ピンパラレルコネクタの21ピン～48ピンの各出力ピンでは、下記項目がアサイン可能です。

6 EJECT カセットテープが未挿入のときACTIVEになります。

9 STIL ST STILL状態であるときにセットされます。ただしSTANBY OFFモード時は除きます。
10 PNL STP SW VTRのフロントパネル上のSTOPボタンが押されている間ACTIVEになります。
11 SC DET STP STOP CODEを検出して停止している間ACTIVEになります。

12 P. CTL DET
HOMEメニューのF13（REC INH）がPRE CTL設定状態およびノーマル記録時に下地が記録されてい
た場合にACTIVEになります。

13 RS-422 ON RS-422が使用可能時にACTIVEになります。
14 50P REM EN 50Pパラレルが使用可能時にACTIVEになります。

15 LOC ENABLE
PANEL：SETUP：OP MAP：
REMOTEメニューのF6（FUNCTION）がENABLE設定時にACTIVEになります。

16 EJECT ENA
PANEL：SETUP：OP MAP：
REMOTEメニューのF7（FUNCTION）がENABLE設定時にACTIVEになります。

17 SC DET ON AUTO EDIT：STOP CODEメニューのF2（DET STOP）がON設定時にACTIVEになります。
18 TP MD H. SP HOME：SET UPメニューのF6（TAPE MODE）がHD STOP設定時にACTIVEになります。

19 MAP ALL ON
PANEL：SETUP：OP MAP：
REMOTEメニューのF5（MAP MODE）がALL設定時にACTIVEになります。

20 REC_INH1 [REC_INH2, REC_INH1]
11：FREE 10：ALL 01：NRML. REC 00：PRE_CTL21 REC_INH2

22 CAS INH1
CASSETTE INHのVIDEO/CTL記録設定が禁止状態のときACTIVEになります。（ただしCASSETTE
INH2がACTIVEの場合は、強制ACTIVEを解除します。）

23 CAS INH2 CASSETTE INHが全記録禁止状態のときACTIVEになります。
24 TC SOUR. 1 [TC SOUR_2, TC SOUR_1]

11： INT 10：EXT_LTC 01：S_VITC (EXT_VITC) 00：S_LTC25 TC SOUR. 2

26 TC SLAVE 1
[TC SLAVE_2, TC SLAVE_1] TC SOURCE

INT時 EXT時
11： PRESET SLAVE
12： AUTO DIRECT
01： ――― ―――
00： SLAVE ―――

27 TC SLAVE 2

28 DOWN CNV1 [DOWN CNV3, DOWN CNV2, DOWN CNV1]
000：SQUEEZE 001：LT BOX 010：S CROP
011：14:9 100：13:9

29 DOWN CNV2
30 DOWN CNV3
31 UP CNV1 [UP CNV2, UP CNV1]

000：STRETCH 01：TB CROP 10：S PANEL32 UP CNV2
33 V. LV. CNT. 1 [V. LV. CNT_2, V. LV. CNT_1]

00：HD 01：BOTH 10：SD 11：NORMAL34 V. LV. CNT. 2

35 ERR 0 ST [ERR_0_ST, ERR_1_ST, ERR_2_ST]
000：NO SERVO LOCK 001：SERVO LOCK
010：HIGH ERROR 011：CONCEAL/V
100：CONCEAL/A 101：CONCEAL/VA

36 ERR 1 ST

37 ERR 2 ST

38 D3 PLAY MD
D3再生モードのときACTIVEになります。
（システム1080/59i設定でD3カセット検出時、またシステムD3選択時にACTIVE）

39 （BLANK） 設定なし
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TESTメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

UCD  BOARD  INSTALLED

キーを押すとメニューが出ます。TEST

RF TEST メニューに移行します。

AUDIO TESTメニューに移行します。

MECHA TESTメニューに移行します。

SYSTEM TEST メニューに移行します。

TEST FRONTメニューに移行します。

SERVO TESTメニューに移行します。

TEST IC CARDメニューに移行します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8～F12

F13

―――

RF

AUDIO

MECHA

SYSTEM

FRONT

SERVO

―――

IC CARD

キー 項　　　目 機　　　　能
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TESTメニュー

□OPERATION TIME表示

VTRの使用頻度を表示します。

OPERATION： 総通電時間

HEAD ROTATION：ヘッドドラム通算回転時間

TAPE TRAVEL： テープ通算走行時間

THREADING： ローディング／アンローディング総繰り返し回数

POWER ON： 電源投入回数

□SOFTWARE VERSION

各ソフトウェアのバージョンを表示します。

FRONT： フロントソフトウェア

SYSCON：シスコンソフトウェア

AV： AVコントロールソフトウェア

SERVO： サーボソフトウェア

□シリアル番号表示

本機のシリアル番号を表示します。

SERIAL NO：

□UDCボード表示

本体に装着されているオプションのUDCボードが装着されていることを表示します。
UDC BOARD INSTALLED 

UDCボード（オプション）が未装着の場合

UDC BOARD NOT INSTALLED 

OPERATION TIME
  OPERATION   :   1515 HOURS HEAD ROTATION :    370 HOURS
  TAPE TRAVEL :    225 HOURS THREADING     :   3870 TIMES
  POWER ON    :   9043 TIMES

SOFTWARE VERSION
  FRONT  : FP-0.04.F   AV    : M1-0.13.O
  SYSCON : M1-0.13.M   SERVO : M1-0.13.-
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RF TESTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。TEST F2

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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RF TESTメニュー

FAST： 測定間隔は20フィールド。

SLOW：測定間隔は2秒。

ERROR：インナーエラーのレベルを表示します。

ENV： エンベロープのレベルを表示します。

全てのRF調整値を出荷時の設定に戻します。

（Fキーと同時に押すと動作します。）

ウェーブフォームモニター（WFM）出力を選択します*。

EYE： アイパターンを出力します。

ENV： エンベロープを出力します。

CONFI：コンフィCTLを出力します。

R/P： R/PのCTLを出力します。

TC： TC波形を出力します。

EYE/ENVのCHを選択します*。

CH0：CH0のEYEまたはENVを選択します。

CH1：CH1のEYEまたはENVを選択します。

CH2：CH2のEYEまたはENVを選択します。

CH3：CH3のEYEまたはENVを選択します。

TESTメニューに戻ります。

RFの調整値が表示され、F6、F7、F11、F12の機能がRF調整値表示

モードに変わります。

「RF調整値の表示」（176ページ）を参照してください。

押している間、ヘッドクリーニングを実行します。

（最大20秒でしかヘッドクリーニングは動作しません。）

操作

1．VTRをPLAYモードにします。

2．F13（HEAD CLN）キーを押します。

ヘッドクリーニングはPLAY、JOG、VARモードの時などに動作します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9～F10

F11

F12

F13

ECC SMPL

エラーレート測定

時間の変更

METER

エラーレートの

レベル表示切替

―――

LOAD

デフォルト値のロード

―――

MODE

CH

EXIT

―――

ADJ RF

RF調整値表示

―――

HEAD CLN

マニュアルヘッド

クリーニング

キー 項　　　目 機　　　　能

* F11でRF調整値表示モードに入った時は、直前のWFM選択が保持されます。

D 3 再 生 時 に は
CH0、CH1のみの
選択となります。
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RF TESTメニュー

□エラーレート表示

エラーレート（エラー発生率）には1）TOTAL ERRORと2）INNER ERRORの表示があります。

1）TOTAL ERROR（トータルエラー)
記録時は、同時再生信号のエラーレートを表示します。
再生時は、再生信号のエラーレートを表示します。
オーディオのチャンネル切り替えはカーソルセンターキーを押
して切り替えます。

2）INNER ERROR（インナーエラー)
8個のヘッドについて、インナーエラー訂正後のエラーレート
を表示します。

「VIDEO & AUDIO」と「AUDIO」の切り替えは以下のように
して行います。
1．カーソルセンターキーを押してカーソルを表示します。

2．Fキーとカーソルキー（2または1）を同時に押し、カー
ソルを INNER ERRORに移動します。

3．カーソルセンターキーを押して「AUDIO & VIDEO」また
は「AUDIO」を選びます。

4．ENTキーを押して確定させます。

□訂正・修正の状態

・上記のエラーレート表示からFキーとカーソルキーを同時に押してハイライト表示部分を移動させます。
・カーソルでCONCEAL V..A.、OUTER V.A または INNERに合わせ、カーソルセンターキーを押すと
ON/OFFの切り替えが可能です。
・Fキーと1キーを同時に押すと、一括でALL ONとなります。
・Fキーと0キーを同時に押すと、一括でALL OFFとなります。
・本設定はテストメニューを抜けると強制的にONとなりますが、再生映像・音声にノイズが入りますので、通
常は絶対OFFにしないでください。

TOTAL ERROR

VIDEO AAUDIO
OUTER CH1

INNER ERROR
VIDEO & AUDIO

5
4
3
2
1

5
4
3
2
1

5
4
3
2
1

B A B A B A
CH0 CH1 CH2 CH3

B
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RF調整値の表示メニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

FIX：現在の調整値を保持します。リモート調整によりパラメータを再調

整することはできますが、本機で値を変更することはできません。

表示するチャンネルを選択します。

EQ/REC/PLL：CH0、CH1、CH2、CH3

F11キーを押すと、F12キーにADJ SELが表示され、選択したパラメー

タの現調整値が表示されます。F6キーで調整モードを、F7キーでチャン

ネルを選びます。

選択したRFの調整値が表示されます。

EQ： 再生イコライザの調整値を表示します。

REC： 記録調整値を表示します。

PLL： PLLの相対速度調整値を表示します。

F12キーを押すと、＊＊＊＊ EQ→＊＊＊＊ PLL→＊＊＊＊ REC→

＊＊＊＊ EQ→…とトグルに表示が切り替わります。

FキーとF12キーを同時に押すと60I4 ＊＊→60I8 ＊＊→50I ＊＊→

24P ＊＊→625 ＊＊→D3 ＊＊→60I4 ＊＊→…とトグルに表示が切り

替わります。これらの調整値は各フォーマットのRF系調整値を表示します。

（サービスマン調整用です。）

F1～F5

F6

F7

F8～F10

F11

F12

―――

ADJ MODE

アジャストモード

ADJ CH

―――

ADJ RF

RF調整値表示

ADJ SEL

キー 項　　　目 機　　　　能
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AUDIO TESTメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

→ キーを押すとメニューが出ます。TEST F3

CH1アナログ入出力の基準レベルを設定します。

CH2アナログ入出力の基準レベルを設定します。

CH3アナログ入出力の基準レベルを設定します。

CH4アナログ入出力の基準レベルを設定します。

CUE入出力の基準レベルを設定します。

モニターLチャンネルの出力基準レベルを設定します。

モニターRチャンネルの出力基準レベルを設定します。

TESTメニューに戻ります。

PCMオーディオ基準レベルを設定します。（サービスマンモード時のみ可能）

・F キーと F9 キーを同時に押すと基準レベル（Fs）が－18dB と

－20dBでトグル変化します。

入力インピーダンスを設定します。（サービスマンモード時のみ可能）

・Fキーと F10キーを同時に押すと入力インピーダンスが600Ωと

HIGHでトグル変化します。

アナログ出力基準レベル設定モードにします。

・FキーとBSキーとF12キーを同時に押すとF1～F7のメニュー名称

を表示し、切り替えを受け付けます。

アナログ入力基準レベル設定モードにします。

・FキーとBSキーとF12キーを同時に押すとF1～F5のメニュー名称

を表示し、切り替えを受け付けます。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

CH-1

CH-2

CH-3

CH-4

CUE

MONI. L

MONI. R

EXIT

REF. LEV

IMPED.

―――

OUT LEV.

IN LEV.

キー 項　　　目 機　　　　能
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TEST F4

MECHA TESTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

F5 キーを押すと下のメニューが出ます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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MECHA TESTメニュー

NORMAL：通常動作です。

NO-TAPE：カセットテープなしでローディングが可能です。STOPボ

タンを押すと、ローディングを開始します。カセットはF3

キーで選択します。中止するときはEJECTボタンを押します。

F1キーで「NO-TAPE」を選んだときの想定カセットのサイズを選択し

ます。L/M/Sの各サイズのカセットテープを選びます。

キーを押してハイライトされると、メニューにセンサー画面を表示します。

シリンダ、リール台、フロントローディングの各周辺のセンサー動作を確

認します。特にサービスマンのチェック用キーです。

F8（EXIT）キーを押して元の画面に戻ってください。

TESTメニューに戻ります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6～F7

F8

F9～F13

MODE

テープなしローディ

ング

―――

C.SIZE

カセットサイズの選択

―――

SENSOR

センサーの動作確認

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能
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SYSTEM TESTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。

このメニューはサービスマン用の調整用キーです。一般のユーザーの方が操作することはできません。

F8キーを押してTESTメニューに戻ってください。

TEST F5

TESTメニューに戻ります。

F1～F7

F8

F9～F13

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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SERVO TESTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。TEST F7

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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SERVO TESTメニュー

サービスマンの調整用キーです。

サービスマンの調整用キーです。

サービスマンの調整用キーです。

サービスマンの調整用キーです。

ERROR：インナーエラーのレベルを表示します。

ENV： エンベロープのレベルを表示します。

サービスマンの調整用キーです。

サービスマンの調整用キーです。

TESTメニューに戻ります。

サービスマンの調整用キーです。

通常時のトラッキング調整は不必要です。編集時にトラッキングずれの場

合に調整します。

VAR： 手動でトラッキングを調整します。「トラッキングの手動

調整」（109ページ）を参照。

FIX： トラッキングを手動調整のセンター位置に固定します。

OPT. ONCE：カセット挿入後、最初の編集で、IN点までのPLAY中に

最適化を行います。それ以後は最適化は行いません。

再度最適化を行うこともできます。「トラッキングの自動

調整」（108ページ）を参照。

OPT. AUTO：編集のたびに毎回IN点までのPLAY中に最適化を行います。

「トラッキングの自動調整」を参照。

サービスマンのX値調整用キーです。

サービスマンの調整用キーです。

サービスマンの調整用キーです。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

TORQUE

リールトルク調整

DATA SEND

トルクデータの転送

MEASURE

メジャー

AT

ATヘッドの調整

METER

PG SHIFT

PGシフターの調整

ADJ RATE

アジャストレート

EXIT

MECHA

メカ調整

TRACKING

トラッキング調整

X VALUE

BIMORPH INIT

AT圧電素子の

ヒステリシス除去

ADJ ENABLE

キー 項　　　目 機　　　　能
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SERVO TESTメニュー

□エラーレート表示

エラーレートには1）TOTAL ERRORと2）INNER ERRORの

表示があります。

詳しくはRF TESTメニューのエラーレート表示の説明（175ページ）

を参照してください。

□トラッキング調整

トラッキングの調整は INSERT/ASSEMBLE MANUAL EDIT SET UPメニュー（108ページ）を参照して

ください。
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TEST FRONTメニュー

→ キーを押すとメニューが出ます。TEST F6

TEST FRONT PANELメニューに移ります。

TEST KEY CHECKメニューに移ります。

TESTメニューに戻ります。

F1

F2

F3～F7

F8

F9～F13

PANEL

ディスプレイの表示

チェック

KEYCHECK

フロントパネルのキー

チェック

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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TEST FRONT PANELメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。TEST F6 F1

ディスプレイパネル全体を一定パターンで点灯させ、表示ドットのチェッ

クを行います。キーを押すたびに、12種類のパターンを表示します。

TEST FRONTメニューに戻ります。

F1

F2～F7

F8

F9～F13

MODE

表示ドットチェック

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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TEST FRONT KEY CHECK INメニュー

TEST FRONTメニューに戻ります。

F1～F7

F8

F9～F13

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

EJECT時、 → → キーを押すとメニューが出ます。TEST F6 F2

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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TEST FRONT KEY CHECK INメニュー

□ダイヤル／つまみ

ADJUST VR、ヘッドホンつまみ、サーチダイヤルを回すと、カ

ウントされたパルス数を表示します。

□LED

F1キーを押すたびにパネル上のLEDを順番に点灯させ、LEDの

チェックを行います。

□キー

パネル上のキー（ボタン）を押すと、メニュー画面の該当するキー

がハイライトされ、同時にブザーが鳴ります。これで、フロントマ

イコンがキーを認識したことを確認できます。

EJECT

SD HD CHANNEL CONDITION
VIDEO AUDIO SERVO HOME ASSEM INSERT

MULTI
CUE

VIDEO

INF13

7 8 9

4 5 6

1 2 3

0 C T F

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1L
AUDIO MONITORUNITY

HEADPHONES

PULL
OPEN

LEVEL CURSOR
EXECUTE PREROLL ENTRY REW STOP REC/EDITPLAY

REC INHIBIT

STAND BY FF
REVIEW

PREVIEW

R

OUT IN OUT

AUDIO
LINE OUT

SHTL JOG VAR

INPUT CHECK REMOTE

ADJUST

POWER

AUTO OFF

ON

OFF

UNITY
/VAR

TC/CHR SET UP TEST DIAG

FROM COPY

/ BS

ENT

AUDIO

PULL
OPEN

EJECT

SD HD CHANNEL CONDITION
VIDEO AUDIO SERVO HOME ASSEM INSERT

MULTI
CUE

VIDEO

INF13

7 8 9

4 5 6

1 2 3

0 C T F

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1L
AUDIO MONITORUNITY

HEADPHONES

PULL
OPEN

LEVEL CURSOR
EXECUTE PREROLL ENTRY REW STOP REC/EDITPLAY

REC INHIBIT

STAND BY FF
REVIEW

PREVIEW

R

OUT IN OUT

AUDIO
LINE OUT

SHTL JOG VAR

INPUT CHECK REMOTE

ADJUST

POWER

AUTO OFF

ON

OFF

UNITY
/VAR

TC/CHR SET UP TEST DIAG

FROM COPY

/ BS

ENT

AUDIO

PULL
OPEN

EJECT

SD HD CHANNEL CONDITION
VIDEO AUDIO SERVO HOME ASSEM INSERT

MULTI
CUE

VIDEO

INF13

7 8 9

4 5 6

1 2 3

0 C T F

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1L
AUDIO MONITORUNITY

HEADPHONES

PULL
OPEN

LEVEL CURSOR
EXECUTE PREROLL ENTRY REW STOP REC/EDITPLAY

REC INHIBIT

STAND BY FF
REVIEW

PREVIEW

R

OUT IN OUT

AUDIO
LINE OUT

SHTL JOG VAR

INPUT CHECK REMOTE

ADJUST

POWER

AUTO OFF

ON

OFF

UNITY
/VAR

TC/CHR SET UP TEST DIAG

FROM COPY

/ BS

ENT

AUDIO

PULL
OPEN
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ICカードの挿入

フロントパネルの左側の裏に ICカードの挿入口があります。

TEST IC CARDメニューを使用するときは ICカードを挿入してからご使用ください。

取り出しボタン
ICカード
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TEST IC CARDメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

準備
本機ではエラーログ発生時、TC情報に加えてエラーログの発生した日時・時刻の情報も記録させることができます。

このためには、日付・時刻の初期登録が必要です。また1週間以上、本機の電源を「切」にした場合は、再登録が

必要となりますのでご注意ください。

日付・時刻の登録方法
→ キーを押すとメニューが出ます。

1. カーソルセンターキーを押します。

フロントパネルの中央上部にある年表示が白抜き表示となります。

2. 数字キーで日付・時刻を変更します。

変更する箇所はカーソル（2、1）キーで白抜き位置を移動させ、数字キーで変更します。

3. 日付・時刻情報の変更・登録が終わると、ENT キーを押して情報を確定させます。

F13TEST
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TEST IC CARDメニュー

ICカードを使ったユーザーファイルの管理を行います。

F1キーを押すと、TEST IC CARD USER FILEメニューに移行します。

・カレント（現在のデッキの状態）のロード／セーブ、及び全登録ファイ

ルのロード／セーブ機能があります。

・デッキにユーザーファイルを転送するとき、SYS_H、SYS_SCを一緒

に送るかどうかを選択することができます。

100個のCUE_POINT（MULTI_CUE）をICカードにロード／セーブします。

F2キーを押すと、TEST IC CARD MULTI CUEメニューに移行します。

・全てのページを一度に転送または転送するページを選択することができ

ます。

ワーニング発生時、デッキモード、タイムコード時間、種類、実時間（日

付、時刻）をメモリーする機能があります。

F3キーを押すと、TEST IC CARD ERROR_LOGメニューに移行します。

・50ステップのデータをメモリーする機能があります。

・メモリーバッファーが一杯になったとき、新規ワーニングを、古いもの

を消して更新するかどうかの切り替え機能があります。

・このデータを ICカードにメモリーする機能があります。

・ ICカードのデータをモニターする機能があります。

TESTメニューに戻ります。

ICカードのフォーマットを行います。ICカードのデータは全て消えます

ので注意してください。

F キーと C キーと F13（FORMAT）キーの同時押しで IC カードの

フォーマットを行います。

F1

F2

F3

F4～F7

F8

F9～F12

F13

USER_FIL

MULT_CUE

ERR_LOG

―――

EXIT

―――

FORMAT

キー 項　　　目 機　　　　能

＜ノート＞
本機でフォーマットした ICカードを、AJ-HD2000、AJ-HD2700、AJ-HD3000、AJ-HD3700H、AJ-HD3700A等の他機種へ
装備することは避けてください。逆に、他機種でフォーマットされた ICカードを本機へ装備することも避けてください。
ファイル構造が異なりVTRの動作異常を引き起こす可能性があります。
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TEST IC CARD USERメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。TEST F13 F1

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

TO  CARDTO  VTR

キー 項　　　目 機　　　　能

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

LOAD

SAVE

DELETE

―――

TO VTR
UP_LD

TO CARD
DOWN_LD

W/SYS

EXIT

LOCK

―――

―――

―――

TRNS MD

Fキーと同時に押します。
ICカードのユーザーファイルを呼び出
します。

Fキーと同時に押します。
ICカードにユーザーファイルを登録し
ます。

Fキーと同時に押します。
ICカードのユーザーファイルを削除し
ます。

Fキーと同時に押します。
IC カードから VTR へ登録されている
ファイルをロードします。

Fキーと同時に押します。
VTR から IC カードへ登録されている
ファイルをロードします。

ICカードからVTRへユーザーファイル
を転送時、SYS_H、SYS_SCを上書き
するしないの選択をします。

TEST： IC_CARDメニューに戻ります。

ユーザーファイルのロック解除、設定を
行います。

IC カードから VTR へ登録されている
ファイルをロードする場合、FILE5から
10 か全てをロードするかを選択し
ます。Fキーを押しながらF13キーを
押すと“ALL”への切り替えができます。

＜TEST： IC CARD：USERメニューのファンクション設定
について＞

F+F3

F+F2

F+F1

F+F5

F+F6

Delete

Front (User File)

Syscon (User File)

No. 1~10 No. 1~10

IC CARD

On Board RAM

On Board RAM

Save

Load

Up Load

Down Load

Current File

VTR

●ユーザーファイル（TESTメニュー)
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TEST IC CARD MULT CUEメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。TEST F13 F2

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

TO  CARDTO  VTR

＜TEST：IC CARD：MULTI CUEメニューのファンクション
設定について＞

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9～13

TO VTR
UP_LD

TO CARD
DOWN_LD

MONITOR

―――

TRANSFER

―――

―――

EXIT

―――

Fキーと同時に押します。
IC カードから VTR へ登録されている
ファイルをロードします。

Fキーと同時に押します。
VTR から IC カードへ登録されている
ファイルをロードします。

I C カ ー ド に セ ー ブ さ れ て い る
MULTI_CUEデータを表示します。

IC カードから VTR へ UP_LD する
とき、全て転送するか、ページ毎に選択
するかを切り替えます。

TEST： IC_CARDメニューに戻ります。

キー 項　　　目 機　　　　能

F3

F+F2

F+F1

Front (Multi Cue File) Syscon (Multi Cue File)

IC CARD On Board RAM

VTR

Monitor

1 File (100 Point) 1 File (100 Point)

Up Load

Down Load

●マルチキューファイル （TESTメニュー）
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TEST IC CARD MULTI CUE SELECTメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

TO  VTR

→ → → と キーを同時に押すとメニューが出ます。TEST F13 F1F2 F

F1

F2

F3～7

F8

F9～13

TO VTR
UP_LD

―――

1～5

EXIT

6～10

Fキーと同時に押します。
IC カードから VTR へ選択されている
ファイルをロードします。

転送するページを選択します。

TEST：IC_CARD：MULTI CUEメニュー
に戻ります。

転送するページを選択します。

キー 項　　　目 機　　　　能

＜TEST： IC CARD：MULTI CUE：SELECTメニューの
ファンクション設定について＞
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TEST IC CARD MULTI CUE MONITORメニュー

TEST IC CARD MULTI CUEメニューに戻ります。

F1～F2

F3～F7

F8

F9～F13

―――

1～5

キュー番号の指定

EXIT

6～10

キュー番号の指定

キー 項　　　目 機　　　　能

→ → → キーを押すとメニューが出ます。TEST F13 F2 F3

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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TEST IC CARD ERROR LOGメニュー

→ → キーを押すとメニューが出ます。TEST F13 F3

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

TO  CARD

F2

F+F3

F2 F+F1

Front (Error Log File) Syscon (Error Log File)

No. 1~10

IC CARD

On Board RAM

On Board RAM

Down Load

VTR

Monitor

Delete

Monitor

Machine Current

1 File (50 Step)

●エラーログファイル

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

TO CARD
DOWN_LD

MONITOR

DELETE

―――

AUTOSTEP

―――

REAL TIME

EXIT

―――

―――

―――

―――

INITIAL

Fキーと同時に押します。
VTR から IC カードへ登録されている
ファイルをロードします。
MACHINE CURRENT DATAが選択
されている場合は、“ TO FRONT ”と
表示します。
ロード完了後、自動的に MONITOR
メニューに移行します。

メ モ リ に セ ー ブ さ れ て い る
ERROR_LOGデータを表示します。

Fキーと同時に押します。
I C カ ー ド に セ ー ブ さ れ て い る
ERROR_LOGデータを消去します。

ワーニングがバッファ容量を越えたと
き、古い物から順に消して更新するかど
うか選択をします。

MONITORメニューにてREAL TIME
を表示するしないを選択します。

TEST：IC_CARDメニューに戻ります。

Fキーを押しながらF13キーを押すと
現在、VTRにメモリーしている過去の
ERROR LOGデータを消去します。

キー 項　　　目 機　　　　能

＜TEST： IC CARD： ERROR LOGメニューのファンク
ション設定について＞
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TEST IC CARD ERROR LOG MONITORメニュー

→ → → キーを押すとメニューが出ます。

VTRの現在のLOGデータを確認する場合は、“MACHINE CURRENT DATA”をダウンロードした後にモニター

します。

TEST F13 F3 F2

・フロントパネルの表示可能個数より多くエラーが発生している場合は、スクロールキーによりエラー表示を動か

します。

TEST IC CARD ERROR LOGメニューに戻ります。

F1～F7

F8

F9～F13

―――

EXIT

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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エラーメッセージについて

本機は4種類のエラーメッセージを表示します。

（1）DIAGメニュー

設定ミス、条件不確認、警告など本機の使用に差し障りのある場合、メニュー画面左上に警告マーク

（W）が点滅します。

DIAGキーを押すと画面にエラーを表示します。

（2）オートオフモード

本機に異常が発生し、このまま継続して使用することが不可能な場合、本機前面部のAUTO OFFラ

ンプとSYSTEMランプが点灯し、ディスプレイにエラーメッセージを表示します。

（3）システムエラー

本機に異常が発生し、動作の保証ができない場合、本機前面部のSYSTEMランプが点灯し、ディス

プレイにエラーメッセージを表示します。

（4）操作エラー

操作中のボタンやキーの操作ミスや入力ミスをした場合、操作ガイドとしてのメッセージを画面右下

に表示します。



－198－

DIAGメニューのエラーメッセージ

DIAGメニューには以下の3種類があります。

DIAGキーを押すと最初に表示されるメニューです。

現在発生しているマスク（キャンセル）されていないワーニング項目に該当するエラー

メッセージを表示します。

F2（MENU MASKED）キーを押すと表示されるメニューです。

マスク（キャンセル）されているワーニング項目に該当するエラーメッセージを表示し

ます。

F3（MENU LAST）キーを押すと表示されるメニューです。

最新の過去3回迄に発生したワーニングのエラーメッセージを表示します。

Fキーを押しながらF2（MENU MASKED）キーを押すと表示されるメニューです。

全ワーニングメッセージから任意のワーニングを選択してマスク（キャンセル）するこ

とができます。

・エラーメッセージは、エラーが解消されれば消えます。

設定ミス、条件不確認、警告など本機の使用に差し障りがある場合、

画面左上に警告マーク（W）が点滅表示します。

警告されているときにDIAGキーを押すと、ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。

DIAG ACTIVEメニュー

DIAG MASKEDメニュー

DIAG LASTメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

DIAG EXTEND MASKEDメニュー
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DIAG ACTIVEメニュー

警告マークが表示されているときにDIAGキーを押すと、以下のDIAG ACTIVEメニューが表示されます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

DIAG MASKEDメニューに移行します。

Fキーと同時に押すとEXTENDメニューに移行します。

DIAG LASTメニューに移行します。

DIAG ACTIVEメニューに現在表示されているワーニング項目をマスク

（キャンセル）します。

マスクされたワーニング項目に該当するエラーメッセージは、DIAG

MASKEDメニューに表示されるようになります。

ON ：REF入力なしの場合にSTOPランプを点滅させます。

OFF：REF入力なしの場合にSTOPランプを点滅させません。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7～F13

―――

MENU MASKED

MENU LAST

―――

WARNING CANCEL

REF ALM

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

□ワーニングが複数発生している場合
・エラーメッセージは優先度の高いものから表示されます。

・カーソル34キーで、全てのメッセージを順次見ることができます。

・ワーニングのトータル件数が表示されます。
□F6（REF ALM）キーをONに設定した場合、次の表を参考にしてください。

OUT_REF SD_REFの有無 HD_REFの有無 STOPの点滅／点灯

有り ―― 点灯*

AUTO/INPUT
無し

有り 点灯*

無し 点滅

HD ――
有り 点灯*

無し 点滅

SD
有り

――
点灯*

無し 点滅

*STOPモード時は点灯、それ以外のモード時は消灯します。
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DIAG MASKEDメニュー

DIAG ACTIVE メニューまたはDIAG LAST メニューで F2（MENU MASKED）キーを押すと、以下の

DIAG MASKEDメニューが表示されます。

DIAG ACTIVEメニューに移行します。

DIAG LASTメニューに移行します。

現在表示されているワーニング項目のマスク（キャンセル）を解除します。

DIAG MASKEDメニューに現在表示されているワーニング項目のマスクを

解除します。

マスクが解除されたワーニング項目に該当するエラーメッセージは、

DIAG ACTIVEメニューに表示されるようになります。

F1

F2

F3

F4

F5

F6～F13

MENU ACTIVE

―――

MENU LAST

―――

WARNING ACTIVATE

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

□キャンセル（マスク）しているワーニングが複数の場合
・エラーメッセージは優先度の高いものから表示されます。

・カーソル34キーで、全てのメッセージを順次見ることができます。

・ワーニングのトータル件数が表示されます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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DIAG LASTメニュー

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

DIAG ACTIVE メニューまたはDIAG MASKED メニューで F3（MENU LAST）キーを押すと、以下の

DIAG LASTメニューが表示されます。

・最新の過去3回に発生したワーニングのエラーメッセージが表示されます。

DIAG ACTIVEメニューに移行します。

DIAG MASKEDメニューに移行します。

Fキーと同時に押すとEXTENDメニューに移行します。

現在のDIAG LASTメニューに表示されてる全てのワーニングをクリアし

ます。

FキーとF7（LAST CLEAR）キーを同時に押すと、現在のDIAG LAST

メニューに表示されている全てのワーニングをクリアします。

新しくワーニングが発生すると、その内容が表示されます。

F1

F2

F3～F6

F7

F8～F13

MENU ACTIVE

MENU MASKED

―――

LAST CLEAR

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

□ワーニングが複数発生していた場合
・エラーメッセージは新しいものから表示されます。

・カーソル34キーで、全てのメッセージを順次見ることができます。
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DIAG EXTEND MASKEDメニュー

ワーニングマスクをそれぞれ個別設定するためのメニューです。

ADJつまみで選択するワーニングが上下に動きます。ページ間の移動はカーソルキー（4、3キー）を押すか、ま

たはADJつまみを回し切ることで動作します。

カーソルセンターキーを押すと、選択されたワーニングをACTIVE/MASKEDのトグル設定ができます。

DIAG ACTIVEメニューに移行します。

DIAG LASTメニューに移行します。

ワーニング項目全てをアクティブにします。

ワーニング項目全てをマスク（キャンセル）します。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8～F13

MENU ACTIVE

―――

MENU LAST

―――

ACTIVE ALL

―――

MASK ALL

―――

キー 項　　　目 機　　　　能

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1

DIAG  :  EXTEND  MASKED

MENU
ACTIVE

MENU
LAST

ACTIVE
ALL

MASK
ALL

NO
100
101
102
103
104
105
110
111
112
113

MODE
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED
MASKED

WARNING
FAN STOP 1
FAN STOP 2
NO CUE ERASE CURRENT
NO TC ERASE CURRENT
NO FULL ERASE CURRENT
NO CTL ERASE CURRENT
VIDEO CONCEAL SWITCH OFF
INNER ECC SW OFF
OUTER VIDEO ECC SW OFF
OUTER AUDIO ECC SW OFF

ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE
ACTIVE

ADJつまみを回すと
上下に移動します。

カーソルセ
ンターキー
を押すとト
グル設定
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DIAGのエラーメッセージ

No. メッセージ エラー内容 オンスクリーン表示

FAN STOP1

FAN STOP2

NO CUE ERASE CURRENT

NO TC ERASE CURRENT

NO FULL ERASE CURRENT

NO CTL ERASE CURRENT

VIDEO CONCEAL SW OFF

INNER ECC SW OFF

OUTER VIDEO ECC SW OFF

OUTER AUDIO ECC SW OFF

AUDIO CONCEAL SW OFF

T-REEL TURNS TOO SLOW

SERVO UNLOCK

CTL NOT DETECTED

LOW RF

AUDIO MUTE

CONCEAL A

CONCEAL V

HIGH ERROR RATE

CTL HEAD CLOGGING

LTC HEAD CLOGGING

LOW RF (REC HEAD)

MISTRACK IN OPTIMIZED
TRACKING DATA

100

101

102

103

104

105

110

111

112

113

114

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

FAN-1が停止しました。一時動作は継続しま
すが、内部温度が上昇すると電源が切れます。

FAN-2が停止しました。一時動作は継続しま
すが、内部温度が上昇すると電源が切れます。

CUEイレースヘッドに消去電流が流れて
いません。

TCイレースヘッドに消去電流が流れていません。

フルイレースヘッドに消去電流が流れてい
ません。

CTLイレースヘッドに消去電流が流れてい
ません。

TEST RFメニューで、VIDEO CONCEAL
SWがOFFになりました。

TEST RFメニューで、INNER ECC SW
がOFFになりました。

TEST RFメニューで、OUTER VIDEO
ECC SWがOFFになりました。

TEST RFメニューで、OUTER AUDIO
ECC SWがOFFになりました。

TEST RFメニューで、AUDIO CONCEAL
SWがOFFになりました。

記録／再生時の巻取リール回転が異常です。

サーボはずれが起きました。

CTL信号が再生できません。

RF再生レベルが低下しています。ビデオ
ヘッドの清掃を実施してください。(記録時
のみ検出)

音声出力にミュートが発生しました。テー
プ再生状態をチェックしてください。

PCMオーディオにエラー修正がかかりました。
テープ再生状態をチェックしてください。

VIDEOデータにエラー修正がかかりました。
テープ再生状態をチェックしてください。

エラーレートが悪化しました。

CTLヘッドが目詰まりしました。ビデオ
ヘッドの清掃を実施してください。

LTCヘッドが目詰まりしました。ビデオ
ヘッドの清掃を実施してください。

回転記録ヘッドから再生されるRFエンベレ
ベルが低下しています。(再生時のみ検出)

トラッキングオプティマイズが正常に完了
しませんでした。

FAN STOP

FAN STOP

ERASE ERROR

ERASE ERROR

ERASE ERROR

ERASE ERROR

CONCEAL SW OFF

ECC SW OFF

ECC SW OFF

ECC SW OFF

CONCEAL SW OFF

T REEL ERROR

SERVO UNLOCK

CTL NOT DET.

LOW RF

AUDIO MUTE

CONCEAL A

CONCEAL V

HIGH ERROR

CTL HEAD CLOG

LTC HEAD CLOG

LOW RF

OPT ERROR
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DIAGのエラーメッセージ

No. メッセージ エラー内容 オンスクリーン表示

WRONG OPTIMIZED
TRACKING VALUE

SERVO UNLOCKED BEFORE IN POINT

NO EXTERNAL HD REFERENCE

NO EXTERNAL SD REFERENCE

NO COLOR BURST IN SD REF

NO STANDARD SCH-RANGE IN REF

NO HD SDI INPUT

CRC ERROR IN HD SDI INPUT

NO EMBEDDED AUDIO
(CH1/2/3/4) IN HD SDI INPUT

NO EMBEDDED AUDIO
(CH5/6/7/8) IN HD SDI INPUT

AUDIO (CH1/2/3/4) DATA
ERROR IN HD SDI INPUT

AUDIO (CH5/6/7/8) DATA
ERROR IN HD SDI INPUT

NO EMBEDDED LTC

LTC ERROR IN HD SDI INPUT

NO EMBEDDED VITC

VITC ERROR IN HD SDI INPUT

NO SD SDI INPUT

NO EMBEDDED AUDIO
(CH1/2/3/4) IN SD SDI INPUT

NO EMBEDDED AUDIO
(CH5/6/7/8) IN SD SDI INPUT

UNMATCH AUDIO RECORDED
FORMAT CHECK CASSETTE
C BIT

UNMATCH AUDIO RECORDED
FORMAT CHECK SYSTEM FORMAT

INPUT DIGITAL AUDIO CH1/2 SYNC ERROR
CONFIRM INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH3/4 SYNC ERROR
CONFIRM INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH5/6 SYNC ERROR
CONFIRM INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH7/8 SYNC ERROR
CONFIRM INPUT DIGITAL AUDIO

トラッキングオプティマイズ動作において、エンベレベ
ルの最大値が25％以上低下した結果になっています。
テープの再生状態をチェックしてください。

編集 IN点の手前で、サーボはずれが発生しました。

HD REF入力端子にREF信号が入力されていません。

SD REF入力端子にREF信号が入力されていません。

SD REF信号のバーストがありません。

SD Ref信号のSCH異常です。

HD SDI入力がありません。

HD SDI入力信号からCRCエラーが検出されました。

HD SDI入力信号にオーディオ信号が検出
されません。

HD SDI入力信号にオーディオ信号が検出
されません。

HD SDI入力信号のオーディオ信号に伝送
エラーが検出されました。

HD SDI入力信号のオーディオ信号に伝送
エラーが検出されました。

HD SDI入力信号にLTC信号が検出されません。

HDSDI入力信号のLTC信号に伝送エラーが検出されました。

HD SDI入力信号にVITC信号が検出されません。

HDSDI入力信号のVITC信号に伝送エラーが検出されました。

SD SDI入力がありません。

SD SDI入力信号にオーディオ信号が検出
されません。

SD SDI入力信号にオーディオ信号が検出
されません。

カセットのCホール（4ch/8ch判別）をチェックして
ください。Cホール情報とテープに記録された4/8ch
フォーマット情報が不一致です。（PB.AUTO=ON時）

VTRのシステムフォーマットをチェックしてください。テー
プに記録された4/8chフォーマット情報とVTRのシステム
設定の4/8chと不一致です。（PB.AUTO=OFFの時）

AES/EBU CH1/2.入力信号にSYNCエラーが
発生しました。入力信号をチェックしてください。

AES/EBU CH3/4.入力信号にSYNCエラーが
発生しました。入力信号をチェックしてください。

AES/EBU CH5/6.入力信号にSYNCエラーが
発生しました。入力信号をチェックしてください。

AES/EBU CH7/8.入力信号にSYNCエラーが
発生しました。入力信号をチェックしてください。

OPT ERROR

OPT ERROR

HD REF ERROR

SD REF ERROR

SD REF ERROR

SD REF ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

HD SDI ERROR

SD SDI ERROR

SD SDI ERROR

SD SDI ERROR

FRMT UNMATCH

FRMT UNMATCH

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

212

213

300

301

302

303

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

400

401

402

403

404

405



－205－

DIAGのエラーメッセージ

No. メッセージ エラー内容 オンスクリーン表示

INPUT DIGITAL  AUDIO CH1/2
PARITY ERROR CONFIRM
INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH3/4
PARITY ERROR CONFIRM
INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL  AUDIO CH5/6
PARITY ERROR CONFIRM
INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL  AUDIO CH7/8
PARITY ERROR CONFIRM
INPUT DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH1/2
CRCC ERROR CONFIRM INPUT
DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH3/4
CRCC ERROR CONFIRM INPUT
DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH5/6
CRCC ERROR CONFIRM INPUT
DIGITAL AUDIO

INPUT DIGITAL AUDIO CH7/8
CRCC ERROR CONFIRM INPUT
DIGITAL AUDIO

RECEIVED INVALID COMMAND
FROM RS-422 PORT

SUM-CHECK ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-422 PORT

PARITY ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-422 PORT

FRAMING ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-422 PORT

OVER-RUN ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-422 PORT

RS-422 COMMUNICATION
STOP BY TIME OUT

RECEIVED INVALID COMMAND
FROM RS-232C PORT

SUM-CHECK ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-232C PORT

PARITY ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-232C PORT

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH1/2.入
力信号にCRCCエラーが発生しました。入力信
号をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH3/4.入
力信号にCRCCエラーが発生しました。入力信号
をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH5/6.入
力信号にCRCCエラーが発生しました。入力信号
をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH7/8.入
力信号にCRCCエラーが発生しました。入力信号
をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH1/2. 入
力信号にパリティエラーが発生しました。入力信
号をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH3/4. 入
力信号にパリティエラーが発生しました。入力信
号をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH5/6. 入
力信号にパリティエラーが発生しました。入力信
号をチェックしてください。

AES/EBU またはエンべデッド音声 CH7/8. 入
力信号にパリティエラーが発生しました。入力信
号をチェックしてください。

未定義コマンドを受信しました。

受信コマンドにサムチェックエラーが発生し
ました。

受信コマンドにパリティエラーが発生しま
した。

受信コマンドにフレーミングエラーが発生し
ました。

受信コマンドにオーバーランエラーが発生
しました。

タイムアウトエラーが発生しました。

未定義コマンドを受信しました。

受信コマンドにサムチェックエラーが発生し
ました。

受信コマンドにパリティエラーが発生しま
した。

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

PCM ERROR

RS-422 ERROR

RS-422 ERROR

RS-422 ERROR

RS-422 ERROR

RS-422 ERROR

RS-422 ERROR

RS-232C ERROR

RS-232C ERROR

RS-232C ERROR

406

407

408

409

410

411

412

413

500

501

502

503

504

505

506

507

508
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DIAGのエラーメッセージ

No. メッセージ エラー内容 オンスクリーン表示

FRAMING ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-232C PORT

OVER-RUN ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM RS-232C PORT

RS-232C COMMUNICATION
STOP BY TIME OUT

RECEIVED INVALID COMMAND
FROM VA_CONT PORT

SUM-CHECK ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM VA_CONT PORT

PARITY ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM VA_CONT PORT

FRAMING ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM VA_CONT PORT

OVER-RUN ERROR IN RECEIVED
COMMAND FROM VA_CONT PORT

EXT LTC NOT READ

EXT VITC NOT READ

LTC IN TAPE NOT READ

IC CARD LOW BATTERY

受信コマンドにフレーミングエラーが発生
しました。

受信コマンドにオーバーランエラーが発生
しました。

タイムアウトエラーが発生しました。

未定義コマンドを受信しました。

受信コマンドにサムチェックエラーが発生し
ました。

受信コマンドにパリティエラーが発生しま
した。

受信コマンドにフレーミングエラーが発生
しました。

受信コマンドにオーバーランエラーが発生
しました。

EXT TC入力異常です。

EXT VITC入力異常です。

LTC信号が再生されません。

ICカードの電池容量がありません。
カードを交換してください。

RS-232C ERROR

RS-232C ERROR

RS-232C ERROR

VA-CONT ERROR

VA-CONT ERROR

VA-CONT ERROR

VA-CONT ERROR

VA-CONT ERROR

TC ERROR

TC ERROR

TC ERROR

CARD LOW BATT

509

510

511

512

513

514

515

516

520

521

522

523
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AUTO OFFのエラーメッセージ

・DEWのエラーメッセージを除いては、一度電源をOFFにしないと、元の画面は復帰しません。

一度電源をOFFにし、再度電源を入れても、エラーが解消されないときは、異常が重大な場合、また修理や部品

交換などが必要です。直ちに、電源を切り、電源プラグを持ってコンセントから抜いた後、お求めの販売店にご

連絡ください。そのままご使用になりますと故障の範囲を大きくしたり、思わぬ事故の原因になる恐れがありま

すのでご注意ください。

AUTO OFFは主にテープ走行系のエラー時に発生します。

AUTO OFFが発生した場合は、本機の天板を開け、使用テープが走行系に正しくセットされていることを確認

した上で、電源を投入してください。使用テープが脱落している場合は、お求めの販売店にご連絡ください。

異常が発生し、本機の使用が不可能または、このままでの使用ではメカニズムやテープに支障をきたす恐れがある

場合、本機前面部のAUTO OFFランプが点灯し、ブザーが鳴り、画面にエラーメッセージを表示します。この場

合、操作を止め、記載の内容に従ってください。

EJECT

POWER

AUTO OFF

ON

OFF

AUTO OFF ランプ

AUTO OFF

CASSETTE UNLOAD FAIL

POWER OFF
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AUTO OFFのエラーメッセージ

メッセージ エラー内容 オンスクリーン表示

CPU TAPE HANDLE TROUBLE

CPU (SERVO SYS) COMM.
TROUBLE

CASSETTE PHOTO SENSOR
TROUBLE

DETECTION SWITCH FAIL (A)

DETECTION SWITCH FAIL (B)

DETECTION SWITCH FAIL (C)

ROTATE-RANGE OVER

CAPSTAN NOT ROTATE

TAPE TENSION ERROR

TAPE TENSION OVER-RANGE
IN SHTL

REEL DIRECTION UNMUTCH

WIND-UP REEL NOT ROTATE

NO S-REEL FG PULSE

NO T-REEL FG PULSE

CASSETTE UNLOAD FAIL

SUB UNLACING FAIL

MAIN UNLACING FAIL

DEW

異常な割り込み処理等でCPUが正常動作して
いません。

サーボマイコンとシスコンマイコン間の通信
が異常です。

LEDの異常を検出しました。

カセット3連SW-(A)（シリンダ側）が異
常です。

カセット3連SW-(B)（真ん中側）が異常です。

カセット3連SW-(C)（カセット挿入口側）
が異常です。

シリンダの回転異常が検出されました。

キャプスタンの回転異常が検出されました。

テープテンションの異常が検出されました。
（ピンチON状態）テープ走行系をチェック
してください。

テープテンションの異常が検出されました。
（ピンチOFFのリール駆動状態）テープ走
行系をチェックしてください。

供給リールと巻取リールの回転方向不一致
の異常が検出されました。テープ走行系を
チェックしてください。

巻取側リールの回転不良が検出されました。
（キャプスタン駆動時）テープ走行系を
チェックしてください。

供給側リールの回転異常が検出されました。

巻取側リールの回転異常が検出されました。

カセットアップ動作で異常が発生しました。
テープ走行系をチェックしてください。

サブアンロード動作で異常が発生しました。
テープ走行系をチェックしてください。

メインアンロード動作で異常が発生しました。
テープ走行系をチェックしてください。

霜付き異常を検出しました。
テープ貼り付き等のダメージの可能性があり
ますので、カセット挿入は控えてください。

SYSCON ERROR

SERVO ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

SERVO ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR
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SYSTEMのエラーメッセージ

・システムエラーはVTRの電源を切り、エラーの原因を取り除くと元の画面に復帰できます。

異常が発生し、本機の動作が保証できない状態のときブザーが鳴り、画面にエラーメッセージが表示されます。

このような場合、ただちに操作を止め、記載内容に従って対処してください。

EJECT

SD HD CHANNEL CONDITION
VIDEO AUDIO SERVO HOME ASSEM INSERT

MULTI
CUE

VIDEO

INF13

7 8 9

4 5 6

1 2 3

0 C T F

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1L
AUDIO MONITORUNITY

HEADPHONES

PULL
OPEN

LEVEL CURSOR
EXECUTE PREROLL ENTRY REW STOP REC/EDITPLAY

REC INHIBIT

STAND BY FF
REVIEW

PREVIEW

R

OUT IN OUT

AUDIO
LINE OUT

SHTL JOG VAR

INPUT CHECK REMOTE

ADJUST

POWER

AUTO OFF

ON

OFF

UNITY
/VAR

TC/CHR SET UP TEST DIAG

FROM COPY

/ BS

ENT

AUDIO

PULL
OPEN

SYSTEM ERROR

L1 BOARD NOT RESPONDING
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SYSTEMのエラーメッセージ

メッセージ エラー内容 オンスクリーン表示

AV NOT RESPONDING

SYSCON NOT RESPONDING

S2 BOARD NOT

RESPONDING

S3 BOARD NOT

RESPONDING

S4 BOARD NOT

RESPONDING

S5 BOARD NOT

RESPONDING

L1 BOARD NOT

RESPONDING

L2 BOARD NOT

RESPONDING

CASSETTE LOAD FAIL

SUB LACING FAIL

MAIN LACING FAIL

HUB POSITION

AVマイコンが正常に動作していません。

S5基板からの基準信号が不正規になって

いる等の可能性があります。

シスコンマイコンとフロントマイコン間通

信が異常です。

S2基板が抜けています。

S3基板が抜けています。

S4基板上の回路動作が異常です。

S5基板上の回路動作が異常です。

L1基板上の回路動作が異常です。

L2基板上の回路動作が異常です。

カセットダウン動作で異常が発生しました。

サブロード動作で異常が検出され、カセット

がイジェクトされました。走行系をチェック

してください。

メインロード動作で異常が検出され、カセッ

トがイジェクトされました。走行系をチェッ

クしてください。

リール台位置がカセットサイズと合ってい

ません。カセットがイジェクトされました。

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

SYSTEM ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR

MECHA ERROR
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操作メッセージ

主に、自動編集でボタンやキーの操作ミスをした場合、操作ガイドとしてのメッセージを画面右下（テープ速度表

示部の上）に表示します。

・メッセージは数秒表示された後、自動的に消えます。

F13

F12

F11

F10

F9

F8F7F6F5F4F3F2F1
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操作メッセージ（AUTO EDITモード時）

№ メッセージ エラー内容

350

351

352

353

354

355

356

357

359

360

361

362

363

NO CASSETTE

NO PRESET

NO IN POINT

NO PLY’R MODE

NOT REC’R MODE

NEGATIVE DURATION

INVALID DATA

PLAYER LOCAL

REC INHIBITED

W/PLAYER NOT SET

BOT

EOT

SHIFT TC FOR CF EDIT

カセットテープが挿入されていません。

編集モードまたは、インサート編集時の編集チャンネルが選択され

ていません。

編集に必要な編集点データが登録されていません。

プレーヤをコントロールするモードになっていません。

INSERT（またはASSEMBLE）AUTO EDITメニューで正しく

設定してください。

レコーダをコントロールするモードになっていません。

INSERT（またはASSEMBLE）AUTO EDITメニューで正しく

設定してください。

編集OUT点のタイムデータが、編集 IN点のタイムデータより前に

あります。

不合理なデータや、無効データを入力しています。

接続プレーヤが「LOCAL」モードになっています。

記録禁止モードが設定されているとき、自動編集を実行しようとし

ています。HOMEメニューとカセットテープ上の記録禁止ピンを

操作して、REC INHIBITモードを解除してください。

プレーヤが使用できるモードになっていません。

INSERT（またはASSEMBLE）AUTO EDIT SET UPメニュー

でF1（MODE）キーの設定を確認してください。

テープ始端です。

テープ終端です。

CFロックモ－ドでのTC値が不適切です。
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スクリーンセーバー機能

ご注意

・スクリーンセーバー機能が働くのは、全く動きのないメニュー画面が連続して5分間以上表示されたときのみです。

途中でファンクションキーなどが押されると、押した時点から5分間経過しないとスクリーンセーバー機能は働

きません。

・録画・再生時などで、メニュー画面上のタイムコード値だけが変化している場合でも、スクリーンセーバー機能

は働きません。

本機の大型ディスプレイスクリーンの寿命を延ばすための機能です。

動きのないメニュー画面が連続して表示され続けると、ディスプレイスクリーンの寿命を縮める恐れがあります。

そこでディスプレイスクリーンに連続して動きのない同じメニュー画面が5分以上表示されると、自動的に以下の

スクリーンセーバー画面に変わります。

ロゴがスクリーン内を移動しながら表示されます。






